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ごあいさつ 
 
 
 
 

 
沖縄県ＮＩＥ推進協議会 

会長 仲村 守和 
 

本協議会は平成１２年（２０００年）に設立され今年で１９年目を迎えまし

た。本会は「教育界と新聞界が協力し、新聞教材の開発、活用の研究と普及を

通して、児童生徒の情報活用能力の育成を図ること」を目的として、ＮＩＥ（Ｎ

ewspaper Ｉn Ｅducation）活動を推進してきました。特に、本年度は平敷昭

人県教育長のもと県立学校教育課、義務教育課の指導主事を幹事に派遣しても

らい協議会組織の強化が図られました。 
昨今、ＮＩＥ活動への県民の理解が深まって参りました。これも県教育委員

会はじめ市町村教育委員会や学校、ＰＴＡ、地域そして沖縄タイムス社、琉球

新報社等のご理解とご協力によるものであります。現在、多くの学校で新聞を

ツールとした教育実践が推進されています。 
ＮＩＥ活動を実践する学校には、本会の事業の一環として、年度毎に、日本

新聞協会および県内新聞社と連携して、実践校の指定をし、各新聞を無償提供

して実践活動を支援しております。 
新学習指導要領の「アクティブラーニング」、つまり児童生徒が「主体的、能

動的」に参加する授業づくりのためにも「生きた教材」といわれる「新聞」を

授業に積極的に取り入れてほしいと思います。新学習指導要領では「新聞活用」

が全ての校種で指導すべき内容として位置づけられていることから不断の研究

が求められています。 
この度、本年度の実践指定校の実践概要が本冊子にまとめられました。実践

指定校では、「新聞」を有効に活用し、楽しく有意義な授業の構築が図られ、子

どもたちの生き生きとした活動の様子が報告されています。ＮＩＥ活動を通し

て、児童生徒の思考力や判断力、表現力等が培われていることは、ＮＩＥの教

育的手法が児童生徒の課題解決能力の育成に大きな効果があることを実証して

います。 
本報告書のねらいとするところは指定校の実践を各学校で共有することにあ

ります。学習教材としての新聞活用や新聞づくりなどＮＩＥの教育的手法を取

り入れ、児童生徒の「主体的・対話的で深い学び」を培っていく授業実践のた

めにもＮＩＥ活動を各学校で推進していただきたいと思います。 
結びに、ＮＩＥ活動の実践事例としての本報告書が県内の学校や家庭、地域

社会など多くの機関で活用され本県の有為な人材育成の一助になれば幸甚に存

じます。 



2



2 1

１：はじめに
　本校は平成29・30年度と2年間、
県内の県立高校として初めてNIE実践
研究指定校認定を受けてきた。初年度
は、県NIE推進協議会のご支援・ご協
力のもと、学習者が新聞に接する環境
をえることができ、「学習者の社会問
題への興味・関心」を喚起できたと言
える、土台作りので１年目であった。 

本年度は、実践研究指定最終年度で
ある。1年目の成果や課題をふまえ、次のステージへと学習者を導く実践を
行った。次のステージとは、最終目的である「主体的・対話的で深い学び」
を経験させるということである。学習者に「主体的・対話的で深い学び」
を身につけさせることに関して、NIEという手法がどれほどの可能性をもっ
ているのかを主テーマとした2年目の実践事例を報告する。 

２　本校の取組（主なもの）
　・3学年【「はがき新聞」「1分間スピーチ」「ちょこっとNIE」 
　　　　　　　　　　　　　「時事問題絵日記」「伝える力を鍛える」】 
　・２学年【「はがき新聞」「りゅうpon出前講座」「ちょこっとNIE」 
　　　　　　　　　　　　　　　「時事問題絵日記」「語彙力ビンゴ」】 
　・1学年【「新聞見出し入れクイズ」「新聞課題」　】
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３　実践事例報告 

　3学年60名（授業者：宮城） 
（日本史選択者：22名、世界史選択者：38名）

「伝える力を鍛えよう！」
～かんちり がんちり　むぬ あびらんと ～ 

４　成果 
・第9回いっしょに読もう新聞コンクール　　 
　（主催：財団法人日本新聞協会）　 
　県NIE推進協議会　会長賞　大城あのん(3年) 
　全国学校奨励賞　 　宜野座高等学校 
・第8回しんぶん感想文コンクール　　　 
　（主催：琉球新報社） 
　琉球新報賞　　　　  與那城 壮真　（2年） 
　優秀賞　　　　　　  瑞慶山 まなか（2年） 
　入　選　　　　　　  我喜屋 結菜   （2年） 
・第8回県新聞スクラップコンテスト 
（主催：沖縄タイムス社） 
　ノート部門   優秀賞　   吉山 美樹菜（3年）　　
　　　　　　　優良賞　   我謝 玲菜   （3年） 
  切り抜き部門　佳作　    佐竹 彩音   （2年） 
　 　　　　　　　　　　  上地 菫加     (2年) 
                                    高江洲 エミリ(3年) 
                                    仲間 優美   （3年） 
 新聞感想文部門　佳作　  城間 怜里      (3年) 
「命の大切さを学ぶ教室」全国作文コンクール 
（主催：警察庁）　　   犯罪被害者支援室長賞 
　　　　　　　　　　　　　　赤嶺 椿（３年）
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NIE実践報告会 2019年3月15日

「時事問題絵日記」誕生エピソード 
　2012年の9月１日始業式の後、自分の授業が連続して２コマ。「あっ！授業やっ
さ～、ちゃ～すが、準備してない」と私は窮地に追い込まれていた。その時、脳裏
に浮かんだのは、親戚の子供が描いていた絵日記だった。「やさ！夏休みの思い出
を絵日記にして描かそう」。何とか授業の体裁は整った。それから、５年の月日が
流れた。2017年NIE研修会で桃山学院大の今宮先生による「はがき新聞」講座を受
講した。すぐに実践した。そして、その手法を私の「絵日記」にも使わせて頂いた
（パクった）。お陰様で、生徒が大好きなNIE授業の一つとなった。【宮城】



2 3

５　課題（持続可能なＮＩＥとは）

　ＮＩＥ実践研究校の取組を2年間続けた結果、
「ＮＩＥは、主体的・対話的で深い学びを身に
つけさせる手法としては、その目的を果たすた
めに十分に機能し、大変有効な手法」であると
いう事が結論づけられる。1学年で「新聞にな
れさせる」環境を作り、２・３学年で「NIE学
習の成果を発表してみる」という体系的な取組
を行った。同時にこの2年間は私たち授業者に
とっても「教えることの意味」学習者にとって
は「学ぶことの価値」を再認識させられた時間
であったとも言える。事後の学習者アンケート
からは、「学びスイッチ」がONになり本人も
含め身近な友人の学習成果が「形」として表れ
たことによる「成功体験」もうれしいことであっ
たという趣旨の回答が多数ある。このことから
も、NIE授業は学習者自身の達成感や自己肯定
感の醸成にも一役買っているという事が読み取
れる。 
「不易と流行」という言葉がある。その言葉を
学校現場で例えてみる。「不易＝教育の目的」
であり、「流行＝手法」だと考えてみよう。プ
レゼンソフトを使った授業、タブレットを使っ
た授業、電子黒板などの手法は時代と共に変化
してきている。しかし、「新聞記事を読んで、
切り取り、スクラップにし、意見を述べ、相手
からの感想もふまえ自己の意見（思考過程）を
再構築する」という昭和の時代から続くアナロ
グ的学習法は、今後どんな流行のなかでも、淘
汰されることなく人間の知的成熟にとって不可
欠な手法として受け継がれることであろう。だ
がしかし、その絶対必要条件は、「授業者自ら
が上記の如くアナログ作業を行うことで学習の
本質を内面化し、この作業が知的成熟へ有効な
手法であることを自覚」している事だ。 
　新聞発行部数はこの18年間で1千万部も減少
しているという（日本新聞協会データ）。この
傾向に歯止めがかからない場合、学習者にとっ
ては、知的成熟を支援する「ひとつの手法」を
失うことになるとも言える。超高度情報人工知
能社会とも言うべき社会の到来は、経済格差、

学力格差、様々な格差社会が発生し「分断の社
会」の到来を予測するには、難しくない。これ
からの社会で生き抜く子ども達をどう育てるか…
我々教師の職責を、ある思想家（内田樹）は次
のように提言した。「子ども達の知的成熟・感
性的成熟の支援」だと。まさにその通りだと考
える。このような成熟した子ども達こそが、先
述した社会においてもたくましく生き抜いてい
けるのだろう。その成熟を支援するためにも、
ＮＩＥは有効な手法なのだ。 
　2018年より2020年度までの３年間、本校は 
「キャリア教育推進事業研究協力校」の指定を
受けている。地歴・公民科はキャリア教育計画
の中でもNIE活動を通して「子ども達の知的成
熟・感性的成熟の支援」に力をいれていきたい。
また他教科へ新聞記事の教材化におけるアドバ
イス等を行うことで連携を深めると同時にＮＩ
Ｅの魅力を伝えていきたい。 
　この２年間、NIEという鍬で耕した土の中で、
成長の機会を待っている学習者の「人生におけ
る可能性という種」に、水や肥料（NIE授業実
践）を与えていきたい。【宮城】 
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６　実践者感想 
・１年目をふまえ最終年度の自己テーマとした
のは「授業コーディネイト力」の向上であった。
１年目の実践の結果、学習者は「新聞」という
ものを身近に感じており、私は彼らの「質問力」
が向上していることに驚かされた。具体的には、
事実の羅列ではなく、事実をふまえた自己の意
見を述べた上で、教師の見解を質問し始めたの
である。次のステージへ昇ってくれたのかも知
れない。この段階で問われるのは（彼らの成長
に対して敬意を示すためにも）、やはり、授業
者（私自身）の「出方」だと痛感した。「キレ
のある発問力」を高めるためにアシハイミジハ
イ（一生懸命）だった最終年度である。 
　教科書でつまずいた彼らである。だからこそ、
教科書以外のルートの１つとして、彼らの「学
びスイッチをＯＮ」にする方法として、ＮＩＥ
を実践した。学習集団の学力レベルに合わせる
と思うが、これからもＮＩＥを続けるであろう。
スタート時点は違うが、導くゴール（到達点）
は一緒だ。 
　閑話休題。哲学者の野矢茂樹は「考える授業」
について以下のように述べた。「「考える」と
いうのは、問題を抱えて、問いかけて、うまく
答えがおもいつかないでいること（野矢茂樹『は
じめて考えるときのように』p26  2004 PHP
研究所）」。この言葉を受けて、考える授業の
最低条件として「子どもが問いを持ち、答えを
出すまで、その問いを追究し続けられること
（『社会科教育』 2017.11 明治図書p9）」と
付け加えたのは川口広美広島大准教授 である。
彼女は「問いを追求し続けられるシステム」の
重要性を付け加えた。ＮＩＥの手法は、彼女が
指摘したシステムとして有効だと私は考える。 
　自分の社会力（シャカリキ）を高めよう。同
時に、「問いを追求し続けられるシステム」の
構築と「思考・判断・表現できる授業」を実践
するためにも、自己の授業コーディネイト力を
高めよう。日頃から「問いを立てる授業」を意
識しよう。これからの自己のテーマに気づかさ
れた２年間のNIE実践であった。【宮城通就】 

・昨年度の取り組みで意識したのは、新聞の読
み方や資料の読み方、そしてそこからいかに教
科で学んだことと関連づけて考えることができ
るかということであった。今年度もそれらの取
り組みを基盤にしながら、「社会的課題や問題
の背後に広がる構造やそこにある物事どうしの
関係性、その構造や関係性に対して、生徒達が
どう考え、どう向き合うのかという足がかりを
作っていくために新聞記事を活用する方法を工
夫していく」ということを新たな課題意識とし
て実践を進めてきた。 
　この２年間の取り組みを通して、私たち教師
の仕事は、文化的に引き継がれてきた価値ある
ものを“細切れに切り取って”子どもに伝えるこ
とではないということを今まで以上に強く意識
させられた。私たち（特に社会科）教師には、
最終的に、いまここに生きている彼らが、どの
ような立ち位置で社会に立ち、どのような社会
に眼差しを向け、それを解釈し、それに向き合
い、考え、行動していくちからをつけていくこ
とが求められている。そして、そのための視点
や考えを“一緒に”、“寄り添いながら“掘り下げ
ていくためには、どの方法や材料をどのような
手段で彼らに提供できるのかということを常に
意識しながら実践に取り組まなければならない。
そうした課題意識をもとに、今年度取り組んだ
課題の例としてあげるのが「BTS（防弾少年団）
問題と嫌韓問題」である。BTSは、生徒たちの
中では非常に人気があるグループで、今回の騒
動においては、“感情的に”BTSを擁護し、解釈
し発言する可能性のある彼らに対して、「官民
あげての嫌韓ヘイト」と題する琉球新報（2018
年11月19日）に掲載された乗松さんのＢＴＳ
問題に対する見解と沖縄タイムス（２０16年８
月３日）に掲載された「沖縄ヘイトを考える
（上）」の記事を提供した。テレビなどのメディ
アでは、“表面的な”受取りや解釈が行われてい
るこの問題の背後にある構造や関係性、そして
それらの構造や関係性と彼らの身近に存在する
基地問題と沖縄ヘイト問題がどのように繋がっ
ているのか、ということに気づき、それをもと
に自分なりの考えや意見を持つことができるよ

 4
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うになればと考えた。当然ながら、見方によっ
ては、「材料の与え方が偏っている」とも批判
されよう。しかし、教師自身の解釈や結びつけ
はワークシートの中には織り込まれず、沖縄ヘ
イトに関しては資料の提供のみにした。当初は、
1年生・・・、それも学力的には・・・という
懸念もあったが、実際に取り組ませてみると以
下 の よ う な 生 徒 達 の 見 解 が よ せ ら れ た 。　
「BTSに向けられたバッシング、この騒動の本
質は今もなお植民地主義を振りかざして、韓国
をバッシングするための手段を選ばない排外主
義者からの暴力のような言動をしてきたため、
このような集団は、一連の沖縄のヘイト行動に
つながって、人々の心を傷つけているだけじゃ
ないかと思った。」 
　「ＢＴＳ問題にあった『まるで日本人だけが
被害者のようだ』という意見は、韓国だけでな
く、乗松さんのように日本人にもいる。そういっ
た人たちが日本に対して言うと、一部の人から
は『売国奴』だの『反日』だの言われる。沖縄
でも基地の移設を反対すると同じ日本人からも
罵声が飛んでくる。こういった環境が沖縄ヘイ
トにつながると思う。」 
　「いろんなメディアを見て気づいたのが、バ 
ツシングしている人達、ヘイトをおこしている 
人も『自分だけが被害者』という考えの人が多 
い気がする。今回のＢＴＳのＴシャツでも、た 
しかに原爆で被害は受けたけど、韓国にだって 
日本にそれなりにひどいことはされて、マンガ 
にもされているのに、自分たちだけが被害者ぶ 
って人を傷つけるようなことをいうのはどうか 
と思った。」 
　これらの読み込みの中には、言葉はつたない 
が、日本社会に蠢くアジア社会に対するレイシ 
ズムと日本の戦後（未）処理の問題、かつて植 
民地としてきた国々への向き合い方や今後の（ 
展望ある）つきあい方はどうあるべきかに対す 
る足がかりとなる考え方が含まれているよう感 
じられる。さらには、日本本土と沖縄の関係、 
日本本土と（かつて植民地としてきた）アジア 
諸国との関係が“差別”や“レイシズム”という 
視点から見ると、全くおなじ構造の中にあると 

いうことへ気づきの土台があるように感じられ 
る。これから必要とされるのは、そうした生徒 
達の感性を受け止めながら、これらの気づきを 
どのように共有し、深め、新たな学びの意欲に 
転化し、学びの深まりを言葉で表現するちから 
を彼らとどう創り上げていくのかという事であ 
ろう。 
　今回のＮＩＥ実践研究校の指定を受けて取り 
組んだ2年間がなければ得られなかったこと、 
考えなかったことなどが数多くあった。これか 
らは、この２年間の取り組みで得た知見や実践 
の取り組みを土台にして、今後もＮＩＥの取り 
組みをさらに深め、上記の課題意識をもとにさ 
らなる実践の取り組みへとつなげていきたいと 
思う。改めて、今回このような場を与えて下さ 
いました関係者の皆様にこの場を借りて感謝し 
たい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　【比嘉　啓信】 

　担当教科の世界史でNIE授業の実践を行った 
NIE教育を授業に取り入れてみて、普段生活を 
している中で経験をする行事やイベントに対応 
した内容をタイムリーに行った授業において、 
最も生徒の興味・関心を引き出すことができた 
と実感している。しかしながら、普段の授業内 
容に対応したNIE教育を十分に実践できず、今 
後の課題として残った。この課題をクリアして 
いくためには、日頃から授業の材料となりそう 
な記事をストックしていることが必要不可欠な 
ため、授業者自ら積極的に新聞記事に目を通し 
ておくことが重要であると考えた。　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　【新城　遼】
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「伝える力を鍛えよう！」
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【　NIE授業指導案：
「　】 

 

 

 7
「伝える力を鍛えよう」ワークシート（A3サイズ）
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プレゼン指導員によるアドバイス

グループ内発表の様子 

グループ代表発表の様子 

評価：感情見える化円グラフ 



8 9

 

 

 

 

 

 9

Q1　新聞を読める環境
にありますか

40%

11%

49%

常にある(49%) たまにある(11%)
ない(40%)

７　アンケート結果（３年生：６０名　宮城クラス）
Q2　新聞に対す

るイメージ 
（NIE授業前）

10%10%

57%

23%

難しそう(23%)
興味なし(57%)
日頃から読んでいた(10%)
その他(10%)

Q1・Q2 
【考察】 
約半数の生徒は「新
聞にふれる環境にあ
る」と回答した。　 
　しかしQ2の結果か
らは、そのような環
境の下でも新聞に対
して「興味がなかっ
た」という回答が半
数以上をしめるとい
う興味深い回答になっ
た。 
　小論文、AO入試
や面接対応対策には
新聞は有効であるこ
とをもっと彼らへ意
識づける必要がある
のかな。

その他の記述：時間が無い。祖母の家では読める。たまに読む。スポーツ面のみ読んで 
　　Q2　　 　いた。最近、親がやめた（購読していない）。別に何とも思わなかった。

0
10

20
30
40

50

ネット(25人) SNS(41人）
TV(49人) ラジオ(4人)
新聞(8人) 友人の話(15人）
その他(1人）

Q３　１位：ネット（ヤフー等） 
　２位：SNS(LINEのNEWS等) 

３位：TV 
【考察】 
日頃、新聞から情報を得ているのは５％の
８人でした。新聞を手に取らない、目を通
そうとしない背景には何があるのだろう、
家庭での習慣なのかな。また高校生にとっ
ては、友人の話も重要な情報源らしいです。
これは身近な日常生活・学校生活の噂話的
情報だと考えられる。

Q3情報の入手手段（上位３つ選択）

0
10
20
30
40
50

速報性(25人) 信ぴょう性(42人)
一覧性(27人) 双方向性(1人)
詳報性(21人) 解説性(23人)

Q４　情報について重要と考える項目(上位３つ選択） 

Q４　１位：信ぴょう性 
　２位：一覧性 
　３位：速報性 

【考察】 
一覧性（情報の全体図）が２位になったことについては、

正直言って意外な結果でした。新基地問題等･･･切り取った
情報やフェイクニュースにけっこう踊らされているという印
象を私は勝手に持ってましたが、日頃のNIE授業とかで情報
リテラシーが育成されていることなのかな…だったらいいの
にな。安っぽいジャンクな思想に流されず、物事の本質を見
抜く力へと成長してくれたらいいですね。

沖縄県立宜野座高等学校 
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　Q６NIE授業を終えての学習　　　　 
　　者の感想（主なもの） 

 10

何とも思わない
10%

しかたない
5%

めんどくさい
8%

教科書よりいい
35%

まあまあ楽しそう
32%

楽しそう
10%

楽しそう まあまあ楽しそう
教科書よりいい めんどくさい
しかたない 何とも思わない

Q5　１位：まあまあ楽しそう
　　 ２位：教科書よりいい 
        ３位：楽しそう
【考察】
「NIE授業」に対して学習者の42％が好意
的に反応してくれていた反面、ほぼ同数の
43％の生徒は消極的なイメージを抱いてい
たことが分かった。
　気になるのは、「教科書よりいい」と回
答した35％（21人）の声である。この声
は日頃の私たち（授業者）自身の取り組み
方（授業の仕方）を問うものだと思えた。
自己の授業力を見直す契機としたい。
　また、「仕方ない」「何とも思わない」
と回答した学習者に対しては、もっと深刻
な問題があるかもしれない。

Q５　NIE授業に対するイメージ 

わからない
3%

かわらない
5%

かわった
92%

かわった かわらない わからない

Q６　変わった　　･･･５５名
　　　変わらない　･･　３名
　　　わからない　･･　２名
【考察】一連の「NIE授業」や「伝える力を鍛
えよう（プレゼン）」を終えて、学習者のNIE
に対してのイメージが劇的に変化してくれた
（私に忖度してくれた面もあるかも知れないが）。
彼らの「学びスイッチ」がわずかでもONにな
る授業（時間）だったなら、「授業者冥利につ
きる」との表現で学習者に答えたい。

Q6　NIE授業を受けて変わった？

・新聞の見出しに目を通すようになった。　　　　　・考えを文書にすることの難しさを知った。
・自分自身の考え方が変わった。　　　　　　　　　・１つの問題に対し、いろんな意見があることを知った。
・新聞って面白いことに気づいた。　　　　　　　　・楽しかった。
・ある問題に対して、新聞社によって意見が違うことを知った。記事の書き方なんか、ぜんぜん違う。
・情報は、役立つけどとても怖いもの。　　　　　　・言葉１つでとらえ方やとらわれ方がちがってくるんですね。

・自分自身がどう変わったかって、分からないです。　・かわらないよ。
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Q8　NIE授業の必要性感じた学習者記述 
（積極的回答者：主なもの） 

Q９　NIE授業の必要性感じた学習者記述 
（消極的回答者：主なもの） 

Q10「新聞でどのような力が,身につくと考え
ますか？（上位３つを選んでください）」 

 11

7%
7%

5%

68%

13%

激しく思う(13%)
思う(68%)
あまり思わない(5%)
思わない(7%)
分からない(7%)

Q7　1位：思う
　　 2位：激しく思う
　　 3位：思わない・わからない
【考察】　
Q6の結果を裏付ける回答。Q5での消極的な回答58％が
19％へ激減したことは喜ばしいことだ。NIE授業によ
り、学習者の好奇心や学び意欲が刺激され「スイッチ
ON状態」の者が激増した結果となったなら、この実践
研究は成功だと言える。

Q6　NIE授業は必要だと思いますか？ 

・SNSとかネットとかに頼らない情報の集め方を知った。小論文とかに絶対に役立つ。
・物事の考え方、とらえ方、語い力が鍛えられた。
・面白い。この授業で、社会が分かる。自分の考えが持てる。発表は恥ずかしいけど、楽しい。
・ペーパーレス社会やIT社会だからこそ、紙からの情報処理能力が必要。
・選挙権を持つものとして必要。　　・新聞を読むと一回で多くの情報を得ることができる。
・たいへんよい機会だと思うし、受験とか就職には絶対役立つ。

・わざわざ・・・授業でやること？　　　　　・1年間で２～３回ならいい。
・やってもやらなくてもいい。　　　　　　　・今のニーズに合うの？･･高校生は新聞読むのかな？
・わからない

9%

17%

5%

29% 12%

27%

論理力 批判力 分析力
漢字力 語い力 会話力
その他

Q10　1位：分析力　2位：論理力　3位：語彙力
【考察】
　授業者の予想と違う結果となった。1位には論理力との回
答を予想していた。プレゼンの目的も「説得力」を重視した
「伝え方」を意識するように細工したつもりだったが・・・
授業者としては少し複雑である。
　学習者は一応に「新聞の持つ力」に気づいてくれていると
言っていいだろう。新聞を通して自己のリテラシー能力も鍛
えられることを自覚してくれているならNIE授業の成果は十
二分にあると考える。会話力が下位(10％)だったことは、意
外である。やはり、多くの友人達は読まないため、共通の話
題が新聞でどのように記述されているかわからず、会話のきっ
かけにはならないのかな。

沖縄県立宜野座高等学校 
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Q 11「伝える力を鍛えよう！」 
　　　　NIE授業を終えての感想です。 

８　平成30年度　全国ＮＩＥ
大会　岩手県盛岡大会　2018.
７.26～27へ参加しての感想（報告）です。と
ても有意義な大会でした。他府県の先生方とい
ろいろ話ができました。是非、都合がつく先生…
参加なされてください。授業の可能性を拡げる
ヒントが沢山あります。本当です。マジです。
2019年は宇都宮、ギョウザ食べ放題かも。 

「不来方の お城に寝そべりて 空に吸われし　
十五の心」は石川啄木の歌。啄木が生まれ育っ
た盛岡市。南部鉄の深く美しい高音の歓迎を受
け心も穏やかになり、災害的暑さも忘れさせて
くれるこの地で行われたNIE全国大会へ参加し
た。テーマ「新聞と歩む　復興、未来へ」。多
くの先生方実践発表・研究授業が行われ、すば
らしい授業の参観や講演を拝聴できる有意義な
機会であった。このチャンスを与えてくれた県
ＮＩＥ推進協議会の皆様にこの場を借りて厚く
御礼申し上げます。 
　記念講演も含め、２日間を通してこの大会の
共通項として私が認識しているのは「如何に学
習者の心へ課題点・問題点を落とし込むか」と
いう点である。言い換えるなら「（学習者に）
自分事として考えさせるか（当事者意識の醸 

成）」がこれからの学習活動における最大の目
的であるということである。 
教科書の内容と現実とをつなぐ「バトンの役」
として「新聞の力」は大きい。それは、語彙力
形成、論理力形成、伝える力の形成等々、最高
の教材でありツール（道具）と考える。例えば、
学習者が記事を切り抜きスクラップすることで、
その「情報」は自分の物となり自分自身の思考
の拠点となれる。「情報」が形をもち、いつで
も学習者自身が振り返ることができる。アナロ
グだけどこれが「学習活動の原点」だと気づか
された。新聞が持つ、「記憶性」「情報の共有
性」などの特長は、学習活動をさらに充実させ
てくれるのである 
　あの震災から7年半が経過した。岩手では「震
災の風化」が心配されている。本県の平和学習
と同じような課題に直面しているとの思いが浮
かんできた。会場では、風化を防ぐために「語
り部の育成」、震災から学んだ教訓を未来へつ
ないでいくため(震災教育)にも「新聞が大きな
力を発揮できる」ことが主張された。これは平
和教育・平和学習においても同じだと考える。
「新聞、教育は命を守ることが絶対的な使命」
（鹿糠岩手日報報道次長）とのメッセージを心
に留め、これからもNIEの特長を活かし、学習

 12

・楽しかった。もっとやりたくなった。社会問題が、他人事から自分事になった（同様な意見多数）
・自分の考えを文字にする練習ができた。伝え方を考えさせられた。自分自身によい授業だった。
・はじめは、「正直・・・めんどくさい」という気持ちでした。しかし、だんだん楽しくなった。
・とてもよかった。社会に出て絶対役立つ授業だと思う。　
・プレゼン能力はこれから（大学や就職しても）必要な力だと思った。
・面白かった。友人のプレゼンを聞いて「なるほど」と考えさせられることがいっぱいあった。
・AO入試前にやりたかった。　
・私には難しかった。　　　　　　　　　　　　　・全員のプレゼンを聞きたくなった。
・いろんな視点から考える大事さを知った。　
・先生とのコミュニケーション（意見交換）が楽しかった
・文章の構成が分かった。ニュース（社会問題）が、他人事から自分事になった。　　
・最後のテストをこのような「プレゼン」にすること、大賛成です。
・プレゼンするなら、もう少し（準備の）時間が欲しかった。
・自分の語彙力の無さにショックを受けた。
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者の可能性を広げられる授業者をめざす決意を
させてくれた盛岡大会であった。 
ここで一句・・ 
「盛岡の NIEにあつまりて 新聞に吸われし　
五十の心」（通就）　 
　学習指導要領が新しくなる。新しい大学入試
制度もスタートする。そこで学習者に身につけ
させなければならない能力は、「問題解決能力」
の前に「問題発見能力」だと私は認識している。
「新聞」は、道具である。しかし教材化するこ
とで、学習者の「問題発見能力＆解決能力」を
伸ばせる仕掛けがたくさん作れることを教えて
くれた大会であった。「生徒の変容は、教師を
動かす」との実践者の本音。「学校においては
強制的にでも新聞を読ませることは意義がある」
との投げかけにはすごく共感が持てた。「新聞
力と新聞の教育に対する豊かな可能性」を再認
識することができた大会とも言える。そして、
NIEを通して授業者は「教えることの意味」を
確認し「学ぶことの価値」を学習者は実感でき
てる風景を強く印象づけられた。　　 

学習者の可能性を微力ながらも拡げていこう
とアシハイミジハイ（一所懸命）する授業者、
問い続ける授業者・・・ソウイウ  ジュギョウ
シャニ  ワタシハ ナリタイ（宮沢賢治風表現） 

　　　　　　　　　　　　　　【宮城通就】 
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【ぴぴっと新聞かるた】←これは上等です。「か
るた遊びで新聞となかよくなろう！」をコンセ
プトに地元PPT（ぴぴっと）研究会が作成した
もの。子どもたちの素直で豊かな感性が込めら
れていた。NIE授業で「時事問題かるた」を作っ
たら、立派な授業になるね。

沖縄県立宜野座高等学校 
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平成 30年度_ＮＩＥ実践報告 

1 
 

「主体的・対話的で深い学びを取り入れた授業改善」 

～新聞を活用した授業実践を通して～ 
                                

糸満市立糸満中学校 

教諭  内山 直美 

 

１．はじめに 

 本校は，平成 29 年度から 30 年度にかけ，NIE 全国実践指定

校を受け，授業改善につなげる実践に取り組んでいる（図 1）。

2 年目を迎えた今年度は，前年度の課題を活かした取り組みを

模索する活動であった。引き続き研究主任を中心に，各教科

で取り組める手法を，試行錯誤を繰り返しながら進めている。 

 本校の研究主題は「確かな学力を身に付け，主体的に学び

合い高め合う生徒の育成」，副主題に「主体的・対話的で深

い学びの授業改善を通して」である。そこで，各教科が獲得

すべき資質・能力を共通の視点で共有し，NIE の手法を取り入れ

た授業公開，教材開発に取り組んだ。今年度は，社会科を中心

とし，各教科で取り組んだ実践を紹介する。 

 

２．ＮＩＥコーナーの設置 

平成 29 年 9 月より，各学年のフロアーを中心に全国紙・地

方紙２社の新聞を閲覧できるコーナーを設置している（図

２）。２年は地方紙，３年は全国紙や経済新聞が中心である。

また，昨年度に引き続き，職員には NIE の取り組みがアクテ

ィブ・ラーニングの一手法として注目されていることや新聞

を教室に持ち込むことで，子どもたちに主体的な活動を促す

ことができることを共有している。「無理なく，楽しく！」

をモットーに新聞を教室に，授業に取り入れることが目標で

ある。特集記事や読売中学生新聞記事などを閲覧できるコーナーも設置している。 

 

３．実践の内容 

（１）「吉浜先生と語る平和の可能性」 

   4 月 25 日（水），本校 2 年生の 7 名が沖縄国際大学を

退官された吉浜忍教授との対談を行った（図３）。この

企画は，沖縄タイムス子ども新聞「ワラビー慰霊の日特

集号」で企画されたものである（図４）。生徒たちは，

吉浜先生との対談の前に，各自が沖縄戦に関する疑問や

図２ ＮＩＥコーナーの設置 

図１ 指定校認定 

図３ 吉浜先生との対談 

糸満市立糸満中学校
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質問を考え準備した。「沖縄戦とはどのような戦いだったのか」の質問には，沖縄戦を

時系列で表した地図を活用し，太平洋で行われた戦いの説明があった。地図で確認する

と分かりやすく，授業でも活用できるヒントを得た。その後，「学徒隊が戦争に駆り出

された経緯」や，「軍事教育と平和教の違い」，「なぜ，沖縄に基地をつくるのか」，

「そもそも戦争は良くないものと分かっていて，なぜ，戦争をするのか」などの質問も

あがった。過去の戦争について学ぶことで，現在の沖縄の課題を見つめるきっかけにも

なった。 

 

 

（２）社会科公開授業「5，15から考える沖縄県」 

5 月 16 日（水），2 年生社会科の公開授業が開催された。今回の授業は，年間 6 回計画

している沖縄県に関する特設授業であり，今年度 2 回目となる。1972 年 5 月 15 日を取り上

げ授業を行った。昨年度公開した授業では，復帰前後の沖縄県の写真を読み解く，フォト

ランゲージの手法をとった。今年度は手法を変え，新聞活用に挑戦した（図５）。琉球新

報が発行している「戦後史新聞」を活用し，「新聞記者になって，復帰前後の沖縄の様子

を県民に伝えよう」のめあてのもと，「主体的・対話的で深い学び」の授業構成を試みた。 

図４ 沖縄タイムス「ワラビー」慰霊の日特集号 
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 導入では，昨年度取り上げた写真を紹介し，1972 年 5 月 15 日が沖縄にとってどのような

日かを考えた。展開では，各グループに戦後史新聞を配布し，横見出しを考えるワークシ

ョップを展開した。横見出しには，時数を制限し，新聞のリード文を読みながら，キーワ

ードになる言葉を出し合い，10 文字の文章を完成させた。新聞記者というパフォーマンス

課題で主体的になること，自分が考える見出しと仲間が考えた見出しをすり合わせ，10 文

字という制限があることで，深い学びにつながったと考える（図６）。終末では，復帰を

経験した先生方に，「私が語る祖国復帰」と題し，思い出を語ってもらった。さらに，テ

レビ局や新聞社の取材を受け，子どもたちの自信にもつながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 琉球新報「戦後史新聞」を活用した授業 

図６ 新聞掲載された内容（琉球新報 H30.5.17） 

糸満市立糸満中学校
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（３）目指そう！あなたも『カタリスト』 

6 月 15 日（金），2 年生全体の平和学習会が行

われた。1 校時の「平和講演会」の次時で，沖縄戦

への興味関心も高まっていた。今回の平和学習会は，

道徳主任の前田紗綾香教諭のアイディアも加わり

「次世代の語り継ぎべになろう！」のタイトルのも

と，地域の戦跡を知ること，沖縄タイムス「ワラビ

ー慰霊の日特集号」も利用しながら，戦争体験者の

体験談を読み込み，はがき新聞でまとめた。「地域

の戦跡を知る」は，吉浜忍先生の言葉からヒントを得ている（図７）。 

 

 

 

この言葉は，次代の平

和学習のあり方を提示し

ている。体験者は高齢化

し，直に体験を聞く機会

も少なくなった。今後は，

「記憶と向き合うのでは

なく，記録と向き合う」

という学習が増えていく

だろう。ところで，地域

には戦争の記録をまとめ

た書物も多く残されてい

る。各市町村が発行して

いる市町村史や字史など

である。そこに記録され

た体験談や戦跡を教材化

する取り組みが今後必要

となるであろう。これか

らの平和学習は，体験者

の講話を聞くだけにとど

めず，聞いた話を，自分

がどのように伝えていく

のかを考える機会を作る

必要もある。教師の工夫

がこれまでよりも必要に

なってくる（図８）。 

「地域に残っている戦跡に行き，体と心，頭で体感してほしい。現地に足を運び（体），立って感じ（

心），そこから考える（頭）。碑をはじめ，地元には戦跡がたくさんある。本物にふれることが大切だ。 

図８ 授業の様子が紹介された記事（沖縄タイムスH30.6．30） 

図７ タイムス「ワラビー」から記事を探す 
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（４）社会を見つめ，課題を捉える『新聞作成』 

本校では毎年 7 月，全学年で「社会科新聞」 

 に取り組んでいる。これは夏休みの課題であり， 

 「中学校社会科新聞コンクール」に出展される。 

 社会科の教科会を通して，優れた教師の実践を共 

 有することは，授業力の向上を図ることもできる 

 （図９）。本時は，新聞作成に向けた第 1 時間目， 

 「新聞作成のルールと書き方」の説明を受け，自 

 分が興味のある社会的事象を見つけ，テーマを絞 

 っていく時間である。中学校社会科研究会では，新聞作成のねらいを示している。 

 

 

 

 生徒たちは，教師の説明をしっかり聞いて，自分の作品づくりに生かそうと真剣であった。

また，現在自分が興味を持っている事象を出し合い，掘り下げていく作業は，自分事であり，

深い学びにつながると考える。自分だけのオリジナル作品なので，テーマ探しも真剣である。 

 

（５）新聞作成で『未来を拓く力』をつけよう！ 

9 月 8 日（土），本校社会科メンバーは「沖縄 

 県社会科新聞コンクール」の地区審査に参加し  

た。毎年県の審査会が行われていたが，出展作 

 品が増えたことや，各地区の新聞作成の取組を  

強化するため，今年度より地区開催が始まった。 

 島尻地区は高嶺中学校を会場に，地区の社会科 

 教諭が審査員として参加した（図 10）。新聞コ 

 ンクールは，琉球新報社とともに主催されてい 

 る。新聞作成を通して児童生徒の社会事象への 

 興味関心を喚起し，取材を通して課題を追究す 

 る力や調べた内容を記事にまとめ表現する力， 

創造力，情報を発信する力を育成することを目的としている。中学 1 年生から 3 年生の生

徒が出品でき，作品には，県社会科のテーマ「地域を支え，未来を拓く力を育む社会科学

習」という視点が文脈に表現されていることが基準となる。地域を支えるとは，その地域

を自分ごととしてとらえ課題意識をもって調査する姿勢である。本校でも，夏休みの宿題

として 7 月から取り組んでいる。1 年生は「世界の諸地域の調査」，2 年生は「沖縄 21 世

ビジョンから考える沖縄の課題」，3 年生は「社会的事象で自分が関心のある課題」がテー

マである。本校は 130 名の生徒が入賞（金銀銅）した。また，学校全体の取り組みが評価

されて，今年度は「学校賞」を受賞することもできた。 

 

① 社会科新聞作りを通して，興味・関心・資料活用・表現力・オリジナリティーを育む。 
② 社会科学習を創造する「学び合い」の機会とし，作品の質の向上と交流を深める。 

図９ 新聞作成の説明を行う 

図10 本校教師も審査員として参加 

糸満市立糸満中学校
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（６）あなたも主権者！『沖縄県知事選を考える』 

9 月 21 日（金），2 年生の社会科の授業で新聞を活用し

た特設授業を行った（図 11）。沖縄県知事選挙に向けて

候補者へのメッセージを考える授業である。新学習指導要

領の社会科における改訂の基本的な考え方の一つに，「主

権者として，持続可能な社会づくりに向かう社会参画意識

の涵養やよりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解

決しようとする態度の育成」をあげている。公職選挙法の 

改正で選挙権年齢が満 20 歳以上から満 18 歳以上に引き下げられたことから，主体的に政治

に参加することについての自覚を深めることなど，社会や世界と向き合い関わり合い，自ら

の人生を切り拓ひらいていくことが強く求められている。新学習指導要領でも主権者教育は，

「子供たちに平和で民主的な国家及び社会の形成者としての自覚を養うことが重要」と示さ

れている。今回活用した記事は，琉球新報の企画「VOTE！＃みんなごと若者たちが考える県

知事選」であり，知事候補者にどのような政策を求めるのか考えることができた。各自が自

分ごとで政策に対してランキングを行い，メッセージを書く作業に集中していた。生徒たち

も 4 年後は選挙権を得て，投票する立場となる。中学生でもその意識を持つことが重要と考

える（図 12）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図11 新聞を活用し討論 

図12 授業の様子が掲載された記事（琉球新報 H30.9.30） 
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（７）『世界のウチナーンチュ』の思いとは？ 

10 月 19 日（金），「1030 世界のウチナーンチュの日」

にちなんで社会科の特設授業を行った（図 15）。昨年に

続いて，本時の学習課題を「なぜ，世界のウチナーンチ

ュは沖縄を誇りに思うのか」と題し，授業を展開した。

世界のウチナーンチュの始まりは今から約 120年前であ

る。金武村（現金武町）の當山久三が 26 名を引き連れ

てハワイへ渡った。1900 年にハワイに着いた一行は，サ

トウキビプランテーションの過酷な労働に耐え，家族を

養いウチナーンチュのネットワークを広げて，様々な地

で生活を軌道に乗せていった。その世界のウチナーンチ

ュも現在は約 42 万人にのぼっている。5 年に一度行われ

る「世界のウチナーンチュ大会」には，世界中の様々な

場所から沖縄を目指してやってくる。第 6 回世界のウチ

ナーンチュ大会では 7000 人のウチナーンチュが集結し

た。その様子や高揚感は，子供たちに自然と問いを持た 

せる。「なぜ，世界のウチナーンチュはこんなに沖縄を愛し，大切に思うのか」である。昨

年度は移民 1 世の写真を活用したフォトランゲージを行った。今年は，ハワイ 2 世を中心と

して沖縄戦直後に，豚が 550 頭送られた事実を取り上げ，遠く離れた異国の地で沖縄を思う

ウチナーンチュを体感した（図 13）。昨年 9 月 28 日，ハワイ州のデイビッド・イゲ知事に

よる「海を越えたブタ」宣言が行われた。その記事も活用しながら，豚が送られて 70 年を祝

って行われた宣言に，ハワイのウチナーンチュの思いを感じたようだ（図 14）。 

 

 

 

 

 

  

 

 

図13 「海からブタがやってきた」 

「ＰＩＧＳ ＦＲＯＭ ＴＨＥ ＳＥＡ（海を渡った豚たち）」７０周年を記念する宣言式がハワイ時間の

９月２７日（日本時間９月２８日），ハワイ州ホノルル市にある州庁舎の知事室で開かれた。式には

ハワイ沖縄連合会の役員らをはじめ，オーエン号に乗り込み豚を沖縄へ送り届けたハワイ県系人

７人の子孫らも出席。子孫を代表して，リリアン・ホリオさんが県系３世のデイビッド・イゲ知事から

宣言書を受け取った。同日付で「海を渡った豚の日」が制定された。太平洋戦争で通訳兵などと

して沖縄戦に従軍していたハワイのウチナーンチュたちは食糧難にあえぐ故郷を目の当たりにし

，ハワイへ戻るとすぐに沖縄救済運動を開始した。ハワイのウチナーンチュを中心に５万ドルの寄

付を集め，５５０頭の豚を購入，沖縄へ送った。うるま市勝連平敷屋のホワイトビーチに到着した豚

は公平に配分され，４年後には１０万頭になり， 

沖縄県の養豚業を復活させ食糧難を解消する 

など，戦後復興に大きく貢献した。式でイゲ知事 

は「ハワイと沖縄のユイマール精神を象徴する 

この物語を後世へと語り継いでいきたい。今日， 

2018年9月28日を『ＰＩＧＳ ＦＲＯＭ ＴＨＥ ＳＥＡ』 

とする」と宣言した。 （比嘉具志堅華絵通信員） 

図14 「海を渡った豚の日制定」の記事（琉球新報 H30.10.8） 

糸満市立糸満中学校
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図15 公開授業の記事（琉球新報 H30.10.26） 
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（８）『一緒に読もう新聞コンクール』への取り組み！ 

   本校 2 年の福治茉莉愛さんが，日本新聞協会の「いっしょに読もう！新聞コンクール」で

県ＮＩＥ推進協議会会長賞に受賞された。このコンクールは，次のような目的がある。 

①社会への関心の広がりを促す。②社会の課題への｢気付き｣を促す。③家族･友だちとのコミ

ュニケーションを促す。④考えを深める姿勢を促す。⑤考えをまとめて表現する力を培う。

昨年度は学年全体で取組んだが，今回福治さんは個人応募での入賞となった。福治さんが取

り上げた新聞記事は，１８歳成人への民法改正の記事である（図 16）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図16 「いっしょに読もう！新聞コンクール」掲載記事（琉球新報 H30.11.27） 

糸満市立糸満中学校
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（９）NIEを通して『授業改善』を深めよう！ 

  11 月 12 日（月），本校にて「沖縄県 NIE 実践フォーラム」

が開催された（図 17～図 21）。2 学年担当の教師が中心と

なって，教材研究，教科会での練りあいを通して授業が展開

された。中学校で初の 4 教科同時開催の公開授業は，学校外

からも多くの先生方が参加し，NIE が有効であることも確認

できた。各先生方が思考を凝らしたアイディアで授業改善に

取り組み，新たな視点を学ぶことができた。特に，教科の壁

という課題解決に対し，新聞を活用することで，教材開発や

指導法工夫の視点を共有化しやすいとの意見も出た。 

■2 年 1 組【国語：前田佐綾香先生】 

単元名：スピーチを聞いて，自分の考えと比べよう。 

ねらい：聞き手に分かりやすいスピーチ原稿を作る 

ために，自分の意見の根拠となる  

記事を見つけ，その記事の交流を 

通して自己の考えを深める。 

■2 年 2 組【英語：大山美和先生】 

単元名：英字新聞の活用 

ねらい：英字新聞に触れる機会とし，新聞記

事の内容の概要を読み取る技能を身 

に付ける。 

■2 年 3 組【理科：金城博之先生】 

単元名：新聞記事の活用 

ねらい：新聞記事から，理科的な考え方を深

めさせ，自分の考えで今後期待される

ことを書く。 

■2 年 4 組【数学：金城勝樹先生】 

単元名：データの活用 

ねらい：新聞記事の数値だけでは分かりにく

い情報をグラフや割合で見方を変え

ることで，情報が分かりやすくなる

よさに気付く。 

 

 

 

 

 

 
図18 NIEフォーラム掲載記事（琉球新報 H30.11.20） 

図17 授業のようす（H30.11.27） 
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図19 NIEフォーラム掲載記事（沖縄タイムス H30.11.27） 

糸満市立糸満中学校
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図20 NIEフォーラム掲載記事（沖縄タイムス H30.11.27） 
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図15 琉球新報掲載記事（琉球新報H30.11.27） 

図21 NIEフォーラム掲載記事（沖縄タイムス H30.11.27） 

糸満市立糸満中学校
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（10）『未来へ煌めけ』中学生が輝く文化祭を取材！ 

   12 月 9 日（日），うるま市民芸術劇場

「響」ホールにて開催さ れた「第 24 回

沖縄県中学校総合文化祭」に参加した（図

22）。生徒会の 9 名が文化祭当日の様子を

取材し，午前・午後と速報新聞を発行する

取り組みである（図 23）。『未来へ煌めけ，

伝統文化，新たな時代が始ま

る』のテーマのもと，現場に立

って取材することができてと

ても良い経験になった。取材は

舞台部門，展示部門，ヤングパ

フォーマンスに分かれて行わ

れた。舞台の部では，郷土芸能

や少年の主張，合唱，リーコー

ダ―，英語スピーチ，吹奏楽な

どが披露され，舞台裏で出場者

に声をかけ一生懸命に聞き取

り取材を行った。記者からイン

タビューの手法を学び，「過去

・現在・未来」の聞き方で質問

する手法を活用し，インタビュ

ーすることができた。展示の部

では，美術や家庭科などの技能

教科以外にも，国語や社会，数

学，理科などの分野別のブース

が用意され，各教科の特性を生

かした展示や体験コーナーも

設けられていて，体験型の取材

にも挑戦した。ヤングパフォー

マンスでは，圧倒的な熱気に取

材を忘れるくらい夢中に鑑賞

していた。参加した生徒は取材

を重ねながら，中学生が生き生

きと活動している様子や作品

のすばらしさに感動していた。

それを限りある紙面でどう伝

えるのか考える機会ともなった。 

図23 沖縄タイムス「ワラビー」掲載記事（H30.12.16） 

図22 取材の様子 
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（11）『はがき新聞』で表現力を磨こう！

「はがき新聞」は，はがきサイズの大きさなので，無理なく活用できる。また，手軽に表

現力のトレーニングができ，新聞的な文章の特徴を生かして書くことができる。国語科では

我が国を代表する作家とその作品を紹介する内容で取り組み，社会科では歴史の授業におい

て，時代を大観するまとめの作業として「はがき新聞」に取り組んでいる（図 24）。 

図24 生徒の作品「はがき新聞」 

糸満市立糸満中学校
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（12）『糸満教育の日』公開授業

 1 月 10 日（木）開催された公開授業では，NIE の視点を

取り入れた授業が多く実践された。「糸満教育の日」は，

３つの趣旨があり，毎年午前中は公開授業，午後に表彰，

講演会が行われる。公開授業は，学校，保護者，地域の連

携を図り，学力向上に資することである。糸満市の教育施

策のテーマは「幼児児童生徒一人一人に確かな学力などの

生きる力を育む」，サブテーマは「支持的風土の学校， 

学級づくり，子ども主体の学び合い高め合う授業づくり，地域と共にある学校づくりを通し

て」である。公開授業を行うことで，子ども達も緊張感の中で，主体的に取り組む様子がう

かがえた。どの教科も「主体的・対話的で深い学び」を意識した授業が中心であり，特に，

新聞記事を積極的に活用し

た授業が多く，保護者の評

価も高かった。１年生の理

科の授業では，琉球新報「り

ゅう PON」の記事を活用し，

光のしくみを学んだ。1 年

生の社会科では，今年の元

日出された新聞記事から，

元号と歴史学習を関連付け

展開された。2 年生の音楽

では，沖縄タイムスの文化

芸能面の「オペラ」の記事

を活用し，鑑賞の授業が行

われた（図 26）。3 年生の

社会科の授業では，地方新

聞や中央新聞，経済新聞の

経済面を活用して興味を持

った記事を選び，その記事

に対する意見を述べ合った

（図 25）。4 校時の道徳は，

各学級が共通した内容で，

各学年の重点項目にあった

記事を選択し授業と関連さ

せた。生徒は，記事に集中

して読み込む姿があった

（図 27）。 

図25 集中して記事を選ぶ 

図26 授業のようす（沖縄タイムス H31.1.13） 
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図27 授業のようす（琉球新報 H31.1.18） 

糸満市立糸満中学校
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（13）新聞投稿への挑戦 

   国語科を中心に，新聞投稿に挑戦している（図 28）。新聞の記事や投書記事から課題を

見つけ，自分の考えを持つことがねらいである。文章では「構成の型」を用いる。最初に自

分の意見（立場）を示し，根拠をあげて，最後にもう一度意見をまとめる。特に，調べて分

かったことや経験などから根拠をあげることに気を付けている。書いた文章は友だち同士で

読み合い，「構成の型」を確認しあっている。 

 

 

 

４．成果と課題 

（1）成果 

 ・新聞コーナーや閲覧コーナーがあることで，日常的に新聞に触れていた。 

 ・教科の授業や道徳，学級活動でも活用できた。 

 ・新聞活用だけではなく，投稿や「こども新聞」作成などにも挑戦できた。 

（2）課題 

 ・新聞コーナーや閲覧コーナーの充実，さらに主体的に新聞に触れる工夫。 

 ・カリキュラム・マネジメントの視点や教科横断的な新聞緒活用の工夫。 

 ・校内研修にて理論的に学び，教科学習の中で積極的に新聞を活用できる教材化を進める。 

図28 新聞投稿（左：琉球新報 H30.6.5）（右：琉球新報 H30.6.7） 
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日常的な新聞活用を目指して 

～うるま市立川崎小学校の NIE の取り組み～ 

 
うるま市立川崎小学校 

教 頭  甲斐 崇  

 

１ はじめに   

	 	 うるま市立川崎小学校（校長 伊波みどり）は、本島中部に位置する在籍４１３名の中規模校で
ある。２０１７年度、ＮＩＥアドバイザー甲斐の赴任に伴い、校長の方針のもと、初めてＮＩＥ

（Newspaper	 in	 Education）の協会指定校として認定を受け、１年目の昨年度は環境整備や情報

提供、できる範囲の授業実践を行ってきた。	 	

２０１８年度、ＮＩＥ実践指定校２年目の今年度は、昨年度の成果を踏まえ、校内研究に新聞活

用を取り入れ、授業実践を全学年で行い、あわせて新聞に慣れ親しむための日常活動としてＮＩ

Ｅタイムを取り入れた。	

 
２ 新聞の活用に向けた環境整備 

(１) 理論研修の実施～校内研究での実践を踏まえ～ 

   平成３０年度は、校内研究のサブテーマとして、「各教科

における新聞の活用と発問の工夫を通して」を設定するこ

とになったため、３月に校内研究全体会の中で、教頭が講師

として理論研修を行い、ＮＩＥの実践事例やＮＩＥタイム

等の例を中心に共通理解を図った。また、夏季校内研修にお

いても、理論研修及びワークショップを行い、全学年で新聞

活用に向けた足がかりを作ることができた。	

 

(２) 情報提供から～書籍コーナー及び教頭だより等での紹介～  

	 	 	 	 	   昨年から取り組んでいることとは言え、初めて実践する職員もいるため、情報提供として、昨
年に引き続き、定期的に発行している教頭だより等で、推進協議会主催のセミナーの案内や、新

聞の構造やＮＩＥの実践やワークシートの紹介を行った。また職員室内に、ＮＩＥ関連の書籍

コーナーを設け、必要に応じていつでも情報収集ができるようにした。 
 
	 	 	 (３) レッツチャレンジ！ＮＩＥ等の活用	

執筆している琉球新報小中学生新聞りゅう PON！の『レッツチャレンジ！NIE』を月に２回の

掲載後に特別支援学級含めた全学級に配布。毎回ではなくとも、担任が判断して使えそうなワー

クシートであれば、授業や隙間時間、宿題として活用してもらうよう呼びかけている。	

 
(４) 図書館司書、図書委員会の協力による環境整備 

ＮＩＥの実践を進める上で、メディアセンターとしての学校図書館の活用、そして司書の協力

＜夏季校内研修の様子＞ 

うるま市立川崎小学校
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は欠かせないものである。今年度も引き続き、司書に協力を依頼し、図書室横のスペースにＮＩ

Ｅコーナーの充実を図った。 
① 	 新聞閲覧コーナー  

今年度は新聞架けを寄贈してもらい、入口近くに新聞

が整理して置けるようになった。また昨年同様新聞を自

由に閲覧できるようようにした。子どもたちだけでなく、

職員、来校した保護者も新聞を広げ目にしている姿が見

られている。 
②	 記事紹介コーナー 

	 司書のセレクトで、その時期に読ませたい記事や紹介

した記事を、切り抜いて掲示し紹介している。また、子ども新聞内の人気のある定期連載等は

継続して貼っており、児童がめくりながら見ることができるようにしている。 
② 	 投書＆掲載コーナー 

職員や子ども達に呼び掛けて投書を促し、掲載された

投書や、活躍が紹介された記事を集めて掲示している。掲

載された子をほめる場として、また他の子どもたちのお手

本として活用している。また、新聞活用の成果の場の一つ

として定期的に新聞への投書を行うよう呼びかけた。 
④	 図書委員会による新聞スクラップ 
図書委員会の日常活動の一つとして、毎朝職員室に新

聞を取りに来てもらうことと、新聞スクラップに取り組

んでもらった。スクラップした作品は図書室前に掲示し、全校児童が見てもらえるようにした。 
⑤	 新聞の保存管理について 
	 	 本校は、協会指定校として配達されている県外紙４紙、県内紙２紙以外に、学校独自で県内

紙２紙を購読している。新聞は、司書の協力を得て種類別・月ごとに司書室に保存をしている。

記事の中で、授業等で必要な場合は、なるべく切り取らずにコピーして使うようにした。また

司書が使えそう記事をピックアップして職員室の司書の机上に置いたりする等、活用の工夫を

行った。 
 

(５)  県ＮＩＥ推進協議会のセミナーへの定期的な参加 
	 校内研修でも理論研修やワークショップを行ってはいたが、全てを網羅することは難しかっ

たため、推進協議会主催のセミナーへの参加を定期的に促し、常に一人以上の参加を果たせた。

特に６月３０日に行われた「切り抜き新聞セミナー」には８名が参加し、切り抜き新聞の手法

をワークショップ形式で学び、その後学級での実践に取り入れることができた。 
 
このような取り組み以外に、学年広場や廊下等の掲示板にも積極的に新聞を掲示している箇所

もある。現在では、図書館に本を借りる際や、廊下を歩く際に、立ち止まって新聞を眺める児童

を多く見かけるようになり、掲示物の更新を楽しみにしている児童も多い。 

＜図書室前 NIE コーナー＞ 

＜投書＆掲載コーナー＞ 
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３ ２０１８年度の実践事例 

今年度は、校内研究に新聞活用を取り入れたことにより、全学年での授業実践が実現できた。ま

た、子ども達が新聞に慣れ親しみ、授業でスムーズに活用できることを目指して、ＮＩＥタイムを

取り入れた。	

(１) ＮＩＥタイムの実施 

   毎週月曜日、朝のドリルタイムの時間を「ＮＩＥタイム」と位置づけ、全学年で（１年生は２

学期からの実践）新聞を使った日常活動を行った。	

①  ワークシートの活用 

開始当初は主に、各新聞社が提供しているワークシー

ト（読売新聞ワークシート）や琉球新報小中学生新聞「り

ゅう PON」のレッツチャレンジ！ＮＩＥの活用を中心に

行った。あまり新聞を読んだことがない児童の新聞に対

する抵抗感をできるだけ無くすこと、また新聞を活用し

た実践経験がない職員にもすぐに取り組みやすいとい

う利点があるためである。活用に当たっては、発達の段

階に考慮し、すぐにワークシートを解かせるだけではな

く、記事にある写真を書画カメラで提示して興味関心を

起こさせたり、一緒に記事を読んだりするなど、工夫を

行った。ワークシート実施後には、教室の背面掲示板や

広場の掲示板に掲示する等、実施したことが足跡として

残るようにした。	

			

②  スクラップ等	

本来、新聞を授業で活用したり、自分で新聞を開いて

読んだりすることを活用の一つの目標としていたが、ワ

ークシートの実施だけではその実現は難しい部分があ

った。そこで、夏季休業中の職員研修で、NIE タイムの

取組についても振り返り、ワークシートだけでなく、記

事にも直接ふれる活動にシフトチェンジすること、特定

の記事を配布しての学習や、新聞から好きな記事を選ん

で要約する新聞スクラップ等を行う確認を行った。	

２学期以降は、ワークシートも活用しつつ、低学年ではカタカナ探しや習った漢字を探す

取り組みや、研究授業との関連で記事の中の写真や数字にふれる活動、総合的な学習の時間

との連動で、沖縄に関する記事を集めたり、スクラップしたりする活動、高学年では新聞ス

クラップをする等、発達の段階に応じて NIE タイムを充実させていくことができた	

	

(２) 校内研究での取り組み 

   校内研究のテーマ『思考力・判断力・表現力の育成』を目指すために、平成 30 年度は、「各教

＜ワークシート実施の様子と掲示板＞ 

＜記事を紹介し合う様子＞ 

うるま市立川崎小学校
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科における新聞の活用と発問の工夫を通して」をサブテーマに設定した。平成２９年度全国学

力・学習状況調査、児童質問紙の本校の結果では、「地域や社会で起こっている問題や出来事に

関心がありますか」の設問では、「当てはまる」が全国より 3.7 ポイント高くなっている。この

ような地域や社会への関心の高さを生かしつつ、必要な情報を取捨選択したり、様々な情報を

通して自分の考えを形成する学習活動を充実させたり、語彙を広げながら多様なテキストに対

応する力をつけたりする学習活動を工夫することで、思考力・判断力・表現力の育成につながる

と考え、そのような学習活動に最適な教材として「新聞」に着目した。	

	 	 	 本校では、各教科等のめざす思考力・判断力・表現力の「身に付けさせたい力」を明確にした

上で、児童の興味関心をもとに、新聞や新聞記事を教材化することにした。その過程で、考えさ

せたり、判断させたり、表現させたりすることを目指した。また、調べたことや学習したことを

新聞にまとめる学習活動は、思考の整理や表現力の育成に繋がると考えた。その際に、新聞等を

教材化したワークシートにおける「設問」や学習課題も、広く「発問」と捉え、学習活動を活性

化し、それらを積み重ねることで、思考力・判断力・表現力の育成を目指した。以下は、各学年

が行った授業実践の一覧である。低・中・高学年の隣学年部会のうち、１年・３年・５年が主事

等を招聘しての全体での公開授業実践を行った。	

	

学年 教科 単元名・教材文 実践内容 

１年	 国語	 どうぶつになって、おはな

しをしよう	

『うみへのながいたび』	

第三次		お気に入りの新聞記事（写真）をもとに動

物の言葉を考える	

関連新聞「琉球新報	 アニマルワールドシリーズ」	

２年	 国語	 『絵を見てお話を書こ

う』	

第二次	新聞記事（写真）から、想像を膨らませて、

お話づくりに必要なメモをする。	

３年	 算数	 大きい数のたし算とひき

算	『大きな数』	

日本の離島への観光客に関する新聞記事から、観光

客数の大小を比較したり、合計を計算したりする。	

関連新聞「琉球新報	 日本の離島」	

４年	 国語	 「ウミガメの命をつなぐ」

紹介記事を書こう	

『ウミガメの命をつなぐ』	

第二次	作ったメモや実際の新聞記事から、紹介し

たい文を要約したり、書いた要約文を見直したりす

る。		

５年	 国語	 新聞を読もう	 二つの記事を読み比べ、見出しをつけたり、記者の

伝えたいことを考えたりする。	

６年	 総合	 「沖縄戦」について考える	

～慰霊の日に向けて～	

沖縄戦に関する記事から、記者が伝えたかったこと

について考える。関連記事：琉球新報 2012 年 6 月

20 日「竹槍かたみてぃ」等	

 

(３) 各学年の実践から 

① ５年生の実践紹介～国語科、「新聞を読もう」～ 

国語の教材文に位置付けられている「新聞を読もう」。国語の教科書で新聞を読むこと自体

を扱うのはこの単元のみである。そこで、本教材において新聞の特徴や構成について知り（第

＜各学年の授業実践一覧＞ 
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１時）、記事の書き手が「どのような見方をし、何を読み手に伝えようとしているのか」を考

え（第２時）、記事を読み比べ、見出しをつけてその理由を話し合う活動（第３時）を通して、

読み手も受け取り方の違いがあることに気づかせることをねらった。	

本時の授業では、名古屋港水族館にシャチが到着した２つの記事を教材化し、２つの記事を

読み比べさせ、それぞれの見出しをつける活動を行った。また、教科書の教材の２つの囲み記

事の見出しを選び、理由を説明し合う活動を行った。それぞれの記事を読み比べる活動を通し

て、記者の伝えたいことが違うこと書きぶりや表現のしかたが違ってくることや、読み手が考

えて読む必要があることを捉えることができた。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

②  ３年生の実践紹介～算数科、「大きな数」～ 

    ３年生の児童は、社会科でうるま市の５つの離島について学習し、関連して総合的な学習

の時間で離島パンフレット作りを通して、それぞれの離島の良さや特徴について発見する学

習を行ってきた。今回の「大きな数」では、単元の終盤にある「大きい数のたし算とひき算」

において、琉球新報の小中学生新聞りゅう PON で紹介されていたビジュアル版「日本の離島」

を活用した。うるま市の離島から、日本全国の離島に興味を広げつつ、離島を訪れる観光客

数に着目してランキング（大小比較）をつける活動を行い、本時では沖縄の離島を訪れる観

光客数の和を求める活動を通して、様々な方法を出し合い、簡略化の良さに気づかせること

ができた。	

今回の実践にあたっては、毎週月曜日に行っている NIE タイムも活用し、「新聞記事から

数を探そう」と題したスクラップを行い、一人一人が新聞記事の中から様々な数を探し、そ

の表記の仕方にふれることができ、数のまとまりで表す良さにも気づかせることができた。

また、新聞に関する掲示物等も工夫を行い、本時の課題に見通しをもって、主体的な学習が

できるようにした。	

	

	

	

	

	

	

	

＜単元で使った掲示資料や本時の研究授業の様子＞ 

＜本時の研究授業の様子や NIE タイムで行ったスクラップ＞ 

うるま市立川崎小学校
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③  １年生の実践紹介～国語科、「どうぶつになって、おはなしをしよう」～ 

教材文「うみへのながいたび」は、白くまの親子の海への長い旅の様子がナレーション風

に書かれている。教材文の学習では、文中に登場する生き生きとした熊の写真をもとに、お

話の順序や出来事を確かめ、それぞれの場面での白くまの親子の言葉を考えたりした。次に、

関連新聞教材として、「琉球新報小中学生新聞りゅう PON のアニマルワールドシリーズ」を用

意し、保護者や６年生協力を得て新聞を読んでもらうことで読み取りを行い、分かったこと

や思ったことをワークシートに書いた。「アニマルワールドシリーズ」には様々な動物が紹介

されているが、その中から社会見学で行った「沖縄こどもの国」で見た動物やその仲間の動

物が掲載されている記事を選択することで、興味関心を持って動物の紹介や写真から想像を

広げて読むことができると考えた。本時では、そのワークシートをもとに、その中からお気

に入りの動物の記事を選び、記事や写真から分かったことを伝えたり、それらの情報から動

物の言葉を考えたりすることができた。	

	

 
４ 成果と課題 
（１）成果 

	 	 ①	 情報提供等の環境整備により職員のＮＩＥへの理解が徐々に得られた。また、今年度は学

校全体でＮＩＥタイムを取り入れ、新聞に親しませることで、子どもたちにとっても新聞が

身近になり、興味関心の範囲が広がり、身近な事象をより知ろうとする態度が見られるよう

になった。 
②	 	低学年では、新聞に使われている写真や記事を自分で選んで活動したことで、興味関心が	

高まり、主体的な学習を促すことができた。	

③			高学年では、５W１Hを意識して読むことで、自分の目的や意図に応じて必要な情報を取捨

選択しながら読めるようになってきた。	

（２）課題 

	 	 ①	 指導事項に合った新聞記事の選定や、本時のねらいに迫る効果的な活用の工夫。	

	 	 ②	 日常化や教材化に向けた各教科領域での新聞活用計画の立案。 

	

（３）次年度に向けて 

	 	 ①	 NIE タイムは、継続して実践し、新聞に慣れ親しみ、日常的に新聞を読む機会を設けるよ
うにする。 

＜本時の板書や研究授業の様子＞ 
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平成 年度 名護市立久辺小学校 実践報告書

名護市立久辺小学校 校長 伊波 和子

担当 教諭 東盛 麻里

１ はじめに

本校では、平成 ， 年度沖縄県、 年度は日本新聞協会の指定を受け、新聞を活用した教育

活動を行ってきた。これまでは高学年中心に行われてきたが、今年度から全学年で取り組んだこと

もあり、全校体制で新聞活用を意識することができた。主な活動として、おでかけりゅうＰＯＮ、

沖縄タイムス 出前授業の活用、気になった記事を選んでの感想記述、同一記事に対する意見

交流などである。また、新聞読者欄への積極的投稿や壁新聞コンクール及び新聞感想文コンクール

などへの取組、国語科の授業における新聞活用等も行った。さらに、校内研修テーマ「自分の考え

をもち、表現できる児童の育成」とも関連させ、実践にあたった。その具体的実践について報告す

る。

２ 本校の取り組み

本校では以下のねらいのもと、 活動を実践してきた。

児童の言語力を向上させる。

社会的事象に対する興味関心を広げ、情報を取捨選択する力の基礎を養う。

身近な地域の自然や生活の営みに対する情報を共有し、人と人とのつながりから成り立つ生

活のあり方を考える力を伸ばす。

教師集団の社会認識及び情報の共有化とコミュニケーション力を向上させる。

複数の新聞を読むことにより、報道には様々な角度があることを理解していく。

全校体制で取り組むために、学年の発達段階に応じた実践内容を定め、学校全体としてＮＩＥ活

動の充実が図れるようにした。また、児童がどのような活動をしているのか、保護者や地域の方々

にも周知できるように、授業参観や学校行事等で活動ノートやファイル、実践の様子を写した写真

等を掲示し、紹介した。

名護市立久辺小学校
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３ 実践事例

沖縄タイムス社及び琉球新報社による出前講座

沖縄タイムス社の 出前授業では記者を招き、５､６年生を対象に「新聞に親しみ、新聞に

ついて学ぶ」ための授業を行った。その中で、新聞がどのように構成されているのかを確認した上

で、グループごとに気に入った記事を切り抜きし、記事につける全体のテーマを考える作業を行っ

た。

普段、新聞は「難しい読みもの」と思っていた児童にとって新聞は「楽しいもの。楽しむもの。」

という意識の変化があったように感じられた。また同じ日の新聞であっても気になった記事はそれ

ぞれちがうということも実感でき個々の感じ方の違いを認め合うことにもつながったように思う。

琉球新報社の「おでかけりゅうＰＯＮ」では、３～６年生までを対象に、新聞ができるまでの過

程について学習した。新聞記者が取材をして記事にするまでの様子を実際に見ることができ、児童

相互で取材し合う活動を通して、取材の重要性及び文章化することの難しさなどを体感している様

子であった。

毎週木曜日朝の活動（ イム）

毎週木曜日、本校では タイムと称した朝の活動を行っている。低学年においては「新聞を楽

しむ」、中学年は「新聞に慣れる」、そして高学年では「新聞に親しむ」ことを目標において活動を行

ってきた。

具体的な活動内容は以下の通りである。
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学 年 具 体 的 内 容

１学年 ○教師による記事の読み聞かせ ○好きな写真を選ぶ ○習った漢字を見つける

２学年
○教師による記事の読み聞かせ ○ペアで写真の紹介をする

○グループで写真や簡単な見出しの紹介をする

３学年
○教師による記事の読み聞かせ ○子ども新聞を読む ○気になった記事を切り取る

○記事に対する感想を書く ○感想をグループで交流する

４学年
○教師による記事の読み聞かせ ○子ども新聞を読む ○記事に対する感想を書く

○感想をグループで交流する

５学年
○教師による記事の読み聞かせ ○気になった記事を読む ○記事に対する感想を書く

○記事を紹介し意見交換をする

６学年
○教師による記事の読み聞かせ ○気になった記事を読む

○記事に対する感想や意見を書く ○記事を紹介し意見交換をする

実践に際して、「①新聞に親しむ ②新聞を読む ③新聞を読んで考える ④発信する」という学

習の流れを意識すると共に、各学年の発達段間に応じて実践するように努めてきた。また、児童が無

理なくかつ楽しみながら活動できるように配慮した。

《 タイムの活動の様子》

３ 実践事例

沖縄タイムス社及び琉球新報社による出前講座

沖縄タイムス社の 出前授業では記者を招き、５､６年生を対象に「新聞に親しみ、新聞に

ついて学ぶ」ための授業を行った。その中で、新聞がどのように構成されているのかを確認した上

で、グループごとに気に入った記事を切り抜きし、記事につける全体のテーマを考える作業を行っ

た。

普段、新聞は「難しい読みもの」と思っていた児童にとって新聞は「楽しいもの。楽しむもの。」

という意識の変化があったように感じられた。また同じ日の新聞であっても気になった記事はそれ

ぞれちがうということも実感でき個々の感じ方の違いを認め合うことにもつながったように思う。

琉球新報社の「おでかけりゅうＰＯＮ」では、３～６年生までを対象に、新聞ができるまでの過

程について学習した。新聞記者が取材をして記事にするまでの様子を実際に見ることができ、児童

相互で取材し合う活動を通して、取材の重要性及び文章化することの難しさなどを体感している様

子であった。

毎週木曜日朝の活動（ イム）

毎週木曜日、本校では タイムと称した朝の活動を行っている。低学年においては「新聞を楽

しむ」、中学年は「新聞に慣れる」、そして高学年では「新聞に親しむ」ことを目標において活動を行

ってきた。

具体的な活動内容は以下の通りである。

名護市立久辺小学校
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《児童の ノート／ファイル》

学校壁新聞コンクールへの出品

新聞を「読む」ことから「つくる」ことへもつなげていった。高学年では、社会科や総合的な学習

の時間に学んだことを壁新聞にまとめて発信する活動を行った。日々の 関連学習から、見出し

の工夫の必要性や、記事の内容の明確化、そして誰もが楽しめるエンターテイメント性を考慮した紙

面作りが大切ということを学び、その学びをもとに壁新聞制作にとりかかった。

新聞は「事実を伝えるものである」という前提のもと、記事一つ一つが感想文になっていないか確

認したり、読者にわかりやすい記述になっているか確認したりしながら制作していった。６年生では、

５グループすべての作品が「琉球新報社主催学校壁新聞コンクール」において金賞を受賞することが

でき、児童個々の 活動に関する意欲がさらに高まったように感じている。
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新聞読者欄への積極的投稿

「日々の生活の中から感じたことや学んだことを文章化し、より多くの方に向けて発信しよう」と、

新聞読者欄への投稿も行った。作文を書くことに苦手意識のある児童も、 字程度という記述量に

無理なく取り組むことができたように思う。また、掲載されることで達成感を味わい、次への意欲に

もつながっていったように感じる。掲載された記事については、全児童に見てもらおうと、廊下の一

角に「新聞投稿コーナー」をつくり、掲示した。その結果、互いに掲載を喜び合ったり励まし合った

りして、 に関する意識が高まった。

４ 成果と課題

全校体制で積極的に新聞を活用した学習活動を仕組むことができ、児童が広い視野にたって物事

を考える機会をつくることができたと感じている。一般紙では難しい内容も、子ども新聞でわかり

やすく解説されている記事を読み、自分なりに内容を読み取り、そして感想をもったり考えを交流

したりできたと思う。時事問題が自分達の生活にいかに関連しているか、身近な問題かを実感でき

ることも少なくなかったと感じている。また、読者欄への投稿に意欲を見せ始め、感じたことや考

えたことを自分の言葉で表現して発信したいという児童が確実に増えた。そして、読み手のことを

意識して文章を書くことができる児童も増え、今後は書く力の向上につながるものだと期待してい

る。

一方で、学校の教育活動でどのように を取り入れ活用していくか、その研究不足を実感す

ることもあった。新聞を通して得た知識を、児童一人一人が自らの生活にどう生かしていくのか、

その見通しが我々教師側に十分にはないということである。身につけた力をより効果的に活用し、

そして幅広い分野で生かしていけるよう、教科指導は勿論のこと、学校の教育活動全体を通して生

かしていけるよう、教師側の研究・研修を深めていくことが課題である。

次年度、課題解決に向けて取り組むことで、児童一人一人が、新聞に親しみ、新聞を通して学び、

考え、そしてあらたな考えを生み出したり広げたりできるように、 活動の更なる充実を目指

していきたい。

６年生は、総合的な学

習の時間に行った《ジ

ョブシャドウイング》

の様子を新聞にまとめ

た。学んだことや感じ

たこと、将来につなげ

ていきたいことを自分

の言葉でまとめて壁新

聞という形で発信する

ことができた。 

《児童の ノート／ファイル》

学校壁新聞コンクールへの出品

新聞を「読む」ことから「つくる」ことへもつなげていった。高学年では、社会科や総合的な学習

の時間に学んだことを壁新聞にまとめて発信する活動を行った。日々の 関連学習から、見出し

の工夫の必要性や、記事の内容の明確化、そして誰もが楽しめるエンターテイメント性を考慮した紙

面作りが大切ということを学び、その学びをもとに壁新聞制作にとりかかった。

新聞は「事実を伝えるものである」という前提のもと、記事一つ一つが感想文になっていないか確

認したり、読者にわかりやすい記述になっているか確認したりしながら制作していった。６年生では、

５グループすべての作品が「琉球新報社主催学校壁新聞コンクール」において金賞を受賞することが

でき、児童個々の 活動に関する意欲がさらに高まったように感じている。

名護市立久辺小学校
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平成 年度 仲西小学校 実践報告書

浦添市仲西小学校

教諭 平良早美

１ はじめに

本校は、今年度より日本新聞協会指定 実践校となり、 学年を実践学年として新聞を活用した

教育実践に取り組んだ。本校にとっては初めての実践指定校であり、実践の手法を模索しながらの

取り組みではあったが、新聞に触れ、親しむことを重視し、国語や道徳、朝の会など、日々の授業

の中で新聞を活用するよう心がけた。

２ と校内研修との関わり

本校の校内研修主題は「読む力を高め、考えを広げ、深め、表現することができる児童の育成」

である。本校児童は、県到達度調査や全国学力状況調査などから、資料や文章等の中から目的に応

じて必要な情報を捉える「読解力」や条件に合わせて「記述する」ことに課題が見られる。そこで、

日常的に新聞を活用することで、児童の「読む力」「書く力」を高めることができるような学習指導

を校内研修と関連づけながら実践した。

３ 具体的な実践例

（１） 新聞スクラップ

自分が興味のある記事を切り抜き、内容を要約した後、その記事に対する自分の感想や意見を

まとめていった。スクラップにまとめた後は、友達同士で見せ合い、意見交流を行った。

よし、この記事を

スクラップにするぞ

じっくり読むといろんな

ことがわかるね。

この記事のこの部分、

読んでみて！

私は、サッカーの記事に

興味を持ちました。

自分の考えを

発表するのは楽しいな。

ぼくは、政治の話が

気になりました。

浦添市仲西小学校
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（２） 読売新聞ワークシート通信

読売新聞ワークシート通信を活用し、朝の時間や道徳の時間などで取り組んだ。最初の頃は、自

分で内容を読むのが難しい児童もいたため、低・中学年のワークシートを使用したり、教師が読

み書かせ解説したりしながら新聞を読むことに慣れていった。

“

最新のニュースが多く扱われてお

り、児童も意欲的に取り組んだ。

ニュースの出来事を自分事として

考えるきっかけとなった。

内容を要約することにもしだいに慣れ

記事に対して、自分の考えを書けるよ

うになってきた。

道徳「慰霊の日」平和学習では、沖縄タ

イムスワラビーの沖縄戦特集記事から

戦争体験者の思いを捉えていた。

家族や友達にも記事に対する感想や意見をインタビューして、自分の考えを深め、

まとめて書くことができた。
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（３） 出前講座

琉球新報社の関戸塩記者をお招きし、「おでかけりゅう 」の出前講座を実施した。

今回は、二部構成で、第一部は新聞の構造や作り方をはじめ、記者の仕事内容、取材の仕方など

を学ぶごとができた。「見出し」や「リード文」「本文の逆三角形構造」など新聞の紙面構成を知

ることで、新聞に対する知識や見方が広がり、新聞に対する関心が高まった。中には、初めて新

聞記者に接したり、新聞を読んだりした児童も多く、興味深く関戸記者の話に聞き入っていた。

第二部は、「コラ川道場」と題し、新聞切り抜きによるコラージュ川柳作りに挑戦した。

児童は、五七五の文字数に合わせて言葉を選び、生き生きと活動に取り組む姿が印象的であった。

琉球新報の関戸塩記者 記事は逆三角形になっているだね

一つ一つの言葉に注目しながら切り抜く

児童の作品

浦添市仲西小学校
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４ 成果と課題

（１） 成果

①学年で取り組むことにより、どの児童も新聞に関心を持つようになり、日常会話の中で

ニュースの話題がでるようになった。

②新聞を読むことに抵抗がなくなり、進んで記事を選んだり、あらゆる視点から自分なりの考えを

持ったりできるようになってきた。また、記事に対して友達や家族にインタビューする活動を取

り入れることで、自分の考えを深めていく様子が伺えた。

③新聞を書く際には、逆三角形の構造で書いたり、レイアウトの仕方や見出しを工夫したりする等、

新聞の基本的な書き方が身についてきた。

④新聞スクラップの学習は、多くの記事の中から必要な情報を捉え、それを根拠として自分の考え

をまとめていく力の素地を育んだ。

（２） 課題

①日々の授業の中で、効果的に を活用していくための工夫。（時数確保、教材研究等）

②新聞を身近に触れるための環境作りや新聞の確保。

③授業づくりの方法や記事の選定方法について教師の共通理解。

【 に取り組む児童の様子】

この記事に対する私の

考えは・・・記事をまとめるの

は難しいな。

この記事おもしろい！

たくさんプロ野球

のキャンプがきて

いるね。
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平成 年度 読谷村立古堅南小学校 ＮＩＥの実践

読谷村立古堅南小学校

教諭 伊波 まどか

１ はじめに

古堅南小学校は、 年度から 実践校（日本新聞協会指定）として認定され、今年度が初めて

の実践になる。【新聞に親しみをもって、読む（見る）習慣をつけよう】ということを目標として、 学

年を中心に活動している。子どもたちの発達段階に応じて、無理なく、負担なく、楽しみながら実践して

いくことを心がけている。

２ 具体的な内容・取り組み【６学年】

⑴ 環境

・ ＮＩＥコーナーの設置（学年廊下）

壁面には、その時期に合ったものや、児童の興味関心に沿った

紙面を掲示する。新聞社への投稿で掲載された児童の文をラミネートし、

貼っている。机の下には、今までの新聞をためておき、いつでも手に取り、

見られるようにしている。

⑵ 授業での実践など

・ 国語「３字以上の熟語の構成」

新聞の記事から熟語を探し、辞典でその意味を調べる。

・ 国語「日本語の文字」

短い記事を一つ選び、その文の中にあるひらがな、

カタカナ、漢字、ローマ字を探す。

・ 南っ子祭りで販売する、商品のポップ作成

レイアウトやレタリングの参考にし、目立つ・見やすい

ポップ作成を行う。

４ 成果と課題

（１） 成果

①学年で取り組むことにより、どの児童も新聞に関心を持つようになり、日常会話の中で

ニュースの話題がでるようになった。

②新聞を読むことに抵抗がなくなり、進んで記事を選んだり、あらゆる視点から自分なりの考えを

持ったりできるようになってきた。また、記事に対して友達や家族にインタビューする活動を取

り入れることで、自分の考えを深めていく様子が伺えた。

③新聞を書く際には、逆三角形の構造で書いたり、レイアウトの仕方や見出しを工夫したりする等、

新聞の基本的な書き方が身についてきた。

④新聞スクラップの学習は、多くの記事の中から必要な情報を捉え、それを根拠として自分の考え

をまとめていく力の素地を育んだ。

（２） 課題

①日々の授業の中で、効果的に を活用していくための工夫。（時数確保、教材研究等）

②新聞を身近に触れるための環境作りや新聞の確保。

③授業づくりの方法や記事の選定方法について教師の共通理解。

【 に取り組む児童の様子】

この記事に対する私の

考えは・・・記事をまとめるの

は難しいな。

この記事おもしろい！

たくさんプロ野球

のキャンプがきて

いるね。

読谷村立古堅南小学校
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⑶ 取り組み

・ 新聞社への投稿

児童の意見文・感想文や、日記などを投稿し、興味関心や意欲を高める。

・ １分間スピーチ

見出しだけを見て、気になった記事を切り抜き、

その記事の要約や感想をまとめて発表する。

・ 新聞スクラップ

毎週金曜日の課題として、気になった記事を切り抜き、

「いつ、どこで、だれが、どうした」、記事を選んだ理由、

感想を書き、保護者からのコメントをもらい、提出する、

その後、グループで読み合い、コメントを書き合う。

・ しんぶん感想文コンクールの参加

毎週の新聞スクラップで行っていることを

ワークシートに書かせ、コンクールに参加した。

スポーツにしか興味がなかった子

が、ほかのジャンルの記事を選んでき

たりする等、興味関心の幅が広がった

ように感じる。また、感想の内容や書

く量も増えてきている。

保護者も協力的で、子どもの感想を

見て、子どもに合った視点でコメント

書いてきてくれている。
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平成３０年度 ＮＩＥ実践報告書 
 

石垣市立 石垣小学校 
 
本校は平成２９年度より沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定実践校（独自認定校）の指定を受

けて参りました。 
主に県紙２社，島内紙２社の新聞を活用して行ってきた活動の報告を致します。 

 
１ 授業での活用 
（授業例：４年生国語） 

光村図書国語４年（上）「かがやき」の「新聞を作ろう」（５月下旬：１５時間）の

単元の学習で，新聞を活用しました。 
総合的な学習の時間や社会科の時間を利用して行った校外学習のまとめとして新聞作

りを行う際に，実際の新聞を活用して構成を学びました。また，同じ日に発行された

数社の新聞を見比べ，同じ出来事であっても書く人によって見出しも記事の内容も少

しずつ違ってくることなどを確認することもできました。 
新聞作成において，実際の新聞を参考にしながら作業を進めることで，よりよい物を

作ることができました。 
また校外学習後，見学した施設に関する記事を担任が取り上げて紹介する機会ももち

ました。 
 

 
 

（警察署・消防署・海上保安庁を見学し新聞作成） 
 
 
 
 
 

石垣市立石垣小学校　
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２ 環境整備 
（１）掲示コーナーの活用（図書館事務が担当） 

図書館から児童玄関へとつながる階段の掲示板に「ＮＩＥコーナー」を設置し，各紙

に掲載された本校に関わる記事を掲示しました。多くの児童が足を止めて記事に目を

通す姿が見られ，新聞記事への興味関心を高めたと思われます。 
また，年度末には記事を「新聞記事に見る石小っ子のあしあと」と題して冊子にまと

めて，資料としました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ＮＩＥコーナー：随時記事を貼り替え） （石小っ子のあしあと：資料として保管） 
 
 
（２）新聞閲覧台の活用 

より多くの児童に新聞に触れる機会をつくるため，新聞閲覧台を自作し，図書室に入

ってすぐのスペースに設置しました。両面に児童向けの新聞を配置しておくことで，

貸出・返却の待ち時間に閲覧する児童も多く見られました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（新聞閲覧台：主に児童向け新聞を配置）  （新聞置場：前日までの分をストック） 
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④発信  

する  

ＮＩＥ  

活 動  
②新聞

を読む  

①新聞に

親しむ  

③新聞を読

んで考える  

平成３０年度 伊平屋村立伊平屋小学校 NIE 実践報告

                                                          伊平屋村立伊平屋小学校                                                           

教諭 仲村 高博

１ はじめに

伊平屋小学校は，２０１２年度から NIE 指定校（沖縄県 NIE 推進協議会指定）として認定

され，今年度で６年目となる。児童の語彙力の育成のために始めた活動で，現在では記事か

ら読み取ったことを書いたり考えたことを表現したりと「書く活動」として重点的に取り組

んでいる。

学校教育計画では，特色ある教育活動の一環として朝の活動時間に「NIE タイム」が設け

られており，伊平屋村からの支援で全学級に一般紙（中・高学年）と小学生新聞（低学年・

特別支援学級）が配布され学校全体で取り組んでいる。  

２ 本校の取り組み方針  

（１）本校の NIE 活動の具体的目標  

① 新聞を活用した教育活動（ＮＩＥ）を通して社会に関心を持つ児童を育てる。

② 新聞記事について自分の考えや意見を持ち，自ら発信できる児童を育てる。

③ 一つの記事からいろいろな視点で物事を考えることができる児童を育てる。

このような目標のもと，児童の多様な視野を育て書く力・思考力・表現力をつけさせるこ

と  

をねらいとしている。  

 

（２）NIE 教育への取り組み方  

以下のことを職員で共通理解を行い，各学年の発達段階に応じて実践をしている。  

１、毎週木曜日の朝の時間に「NIE タイム」として全学年で実践する。  

２、右図のようなステップを学年の発達段階  

に応じて，スパイラル形式で実践する。  

３、無理なく，楽しみながら実践する。  

４、「NIE タイム」だけでなく，家庭学習等

で新聞を効果的に活用する。  

また，学年の発達と状況に合わせて段階的

に取り組めるように，各学年の活動例を参考

に取り組んでいる。各学年の活動例は次項の

一覧となっている。  

 

 

 

２ 環境整備 
（１）掲示コーナーの活用（図書館事務が担当） 

図書館から児童玄関へとつながる階段の掲示板に「ＮＩＥコーナー」を設置し，各紙

に掲載された本校に関わる記事を掲示しました。多くの児童が足を止めて記事に目を

通す姿が見られ，新聞記事への興味関心を高めたと思われます。 
また，年度末には記事を「新聞記事に見る石小っ子のあしあと」と題して冊子にまと

めて，資料としました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ＮＩＥコーナー：随時記事を貼り替え） （石小っ子のあしあと：資料として保管） 
 
 
（２）新聞閲覧台の活用 

より多くの児童に新聞に触れる機会をつくるため，新聞閲覧台を自作し，図書室に入

ってすぐのスペースに設置しました。両面に児童向けの新聞を配置しておくことで，

貸出・返却の待ち時間に閲覧する児童も多く見られました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（新聞閲覧台：主に児童向け新聞を配置）  （新聞置場：前日までの分をストック） 

伊平屋村立伊平屋小学校



54

 

 

 

 

 

【 各学年の主な活動例 】  

 

 

 

 

学年 １学期 ２学期 ３学期

１年

○記事の読み聞かせ

○自由に開き、見る

○新聞で遊ぶ

○記事の読み聞かせ

○好きな写真を選び、紹介し合

う。

○習った漢字を見つける

○記事の読み聞かせ

○好きな写真を選び、紹介し合

う。

○習った漢字を見つける。

２年

○記事の読み聞かせ

○自由に開き、見る

○ペアで写真の紹介をする

○記事の読み聞かせ

○ペアで写真の紹介をする

○間違い探しにチャレンジ

○記事の読み聞かせ

○ペア、グループでの写真

や簡単な見出しの紹介

３年

○記事の読み聞かせ

○自由に開き、見る

○ペア、グループでの写真

や見出しの紹介

○記事の読み聞かせ

○ペア、グループでの写真

や見出しの紹介

○読売新聞のワークシート活用

○記事の読み聞かせ

○四コマまんがのセリフを考

える

○簡単な見出しを読み、感

想を発表する。

４年

○記事の読み聞かせ

○自由に開き、見る

○ペア、グループでの写真

や見出しの紹介

○記事の読み聞かせ

○簡単な見出し、記事を読

む

（子供新聞等）

○読売新聞のワークシート活用

○記事の読み聞かせ

○簡単な見出し、記事を読

み感想を交流

（子供新聞等）

５年

○記事の読み聞かせ

○自由に開き、見る

○簡単な見出し、記事を読

み、感想を交流（子供新

聞等）

○記事の読み聞かせ

○簡単な見出し、記事を読

み、感想を交流（子供新

聞等）

○読売新聞のワークシート活用

○記事の読み聞かせ

○記事を紹介し、感想、意

見を発表する。

○読売新聞のワークシート活用

６年

○記事の読み聞かせ

○自由に開き、見る

○記事を紹介し、感想、意

見を発表する。

○記事の読み聞かせ

○記事を紹介し、ペア、グ

ループでの意見交換

○読売新聞のワークシート活用

○記事の読み聞かせ

○記事を紹介し、ペア、グ

ループでの意見交換

○読売新聞のワークシート活用
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３ 本校の具体的な取り組み

（１）朝のＮＩＥタイム（毎週木曜日 ８時２５分～８時４０分）  

毎日各学級に新聞が配布され，学級の状況（発達段階や授業内容など）に応じて，４つ

のステップ（新聞に親しむ活動・読む活動・考える活動・発信する活動）で行っている。  

 

 

（ 低学年の取り組み ）  

・児童が興味を示しそうな記事を教師が選び紹介。  

・四コママンガのセリフを考える。  

・児童自身が好きな写真や記事を選び，選んだ理由  

の発表や読み取ったことを記録。  

 

 

 

 

（ 中学年の取り組み ）

・子ども新聞や４コママンガに興味を持たせ、発表させる。

・新聞を切り抜き、スクラップ。

・記事から５Ｗ１Ｈを抜き出し、読み取りの練習を行っている。

・記事の中から単語を見つけ切り取り、俳句を詠んでいる。

・社会の授業で地域を紹介したり、算数では概念の学習で活用したりしている。

（ 高学年の取り組み ）

・ペアやグループで記事を選んで電子黒板に写して 、その内容や感想を発表して

学級で共有している。

・読売ワークシートの活用。

・社会の工業製品を扱う単元では、チラシを製品の仲間分けで活用した。

 

 

 

 

 

【 各学年の主な活動例 】  

 

 

 

 

学年 １学期 ２学期 ３学期

１年

○記事の読み聞かせ

○自由に開き、見る

○新聞で遊ぶ

○記事の読み聞かせ

○好きな写真を選び、紹介し合

う。

○習った漢字を見つける

○記事の読み聞かせ

○好きな写真を選び、紹介し合

う。

○習った漢字を見つける。

２年

○記事の読み聞かせ

○自由に開き、見る

○ペアで写真の紹介をする

○記事の読み聞かせ

○ペアで写真の紹介をする

○間違い探しにチャレンジ

○記事の読み聞かせ

○ペア、グループでの写真

や簡単な見出しの紹介

３年

○記事の読み聞かせ

○自由に開き、見る

○ペア、グループでの写真

や見出しの紹介

○記事の読み聞かせ

○ペア、グループでの写真

や見出しの紹介

○読売新聞のワークシート活用

○記事の読み聞かせ

○四コマまんがのセリフを考

える

○簡単な見出しを読み、感

想を発表する。

４年

○記事の読み聞かせ

○自由に開き、見る

○ペア、グループでの写真

や見出しの紹介

○記事の読み聞かせ

○簡単な見出し、記事を読

む

（子供新聞等）

○読売新聞のワークシート活用

○記事の読み聞かせ

○簡単な見出し、記事を読

み感想を交流

（子供新聞等）

５年

○記事の読み聞かせ

○自由に開き、見る

○簡単な見出し、記事を読

み、感想を交流（子供新

聞等）

○記事の読み聞かせ

○簡単な見出し、記事を読

み、感想を交流（子供新

聞等）

○読売新聞のワークシート活用

○記事の読み聞かせ

○記事を紹介し、感想、意

見を発表する。

○読売新聞のワークシート活用

６年

○記事の読み聞かせ

○自由に開き、見る

○記事を紹介し、感想、意

見を発表する。

○記事の読み聞かせ

○記事を紹介し、ペア、グ

ループでの意見交換

○読売新聞のワークシート活用

○記事の読み聞かせ

○記事を紹介し、ペア、グ

ループでの意見交換

○読売新聞のワークシート活用

伊平屋村立伊平屋小学校
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・新聞作りでは、新聞の構成を実物で確認しながら作成している。

・社会の単元によって、関連する記事を紹介している。

（２）新聞投稿

NIE タイムや授業で取り組んだ児童の作文や俳句・絵・一言詩など幅広く投稿し、掲載さ

れたものを職員室前に張り出しを行っている。職員室前へ掲示することで、児童の目に触れ

る機会を設けることができ、職員室への用件の待ち時間や通りすがりに読む姿が見られる。

掲載された作品を見て、新聞投稿へ興味を持ったり、掲載児童への声掛けを児童同士で行う

こともあり、児童への刺激や励みとなっている。

また、新聞社への投稿を効率よくするために、Fax がある事

務室に投稿先ごとの送信票の準備をした。担任は、日付と児童

名・担当名を記載するだけで、登録している新聞社へ Fax の送

信ができる。送信票の横には、各新聞社の投稿規定と Fax の送

信方法を掲示しており、気軽に取り組めるようにしている。  
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平成 年度 ＮＩＥ実践報告書

那覇市立城北小学校

教 諭 宮城 和人

１ はじめに

本校では、平成 ・ 年度までＮＩＥ実践指定校。平成 ～ 年度は、ＮＩＥ推進協

議会指定実践校として取り組んだ。

今年度は、５学年を実践学年として、平和学習の新聞づくりや、新聞記事の紹介、関連

のコンクールに応募することを中心に新聞を活用してきた。職員研修として、夏休み期間

中に研修を行い、 月に公開授業を５学年が行った。

２ 本校の取り組み

 琉球新報、沖縄タイムスの２社の新聞を、５・６学年で活用した。５学年は、朝日

小学生新聞も各学級（４学級）１部ずつ購読した。

 ５・６学年ワークスペースに、ＮＩＥコーナーを設けた。

５年生は、新聞係があり、その日の新聞を配達し、２社の一面記事を入れ替えて掲

示した。前日までの新聞は、保管し後日活用できるようにした。

  

掲示コーナー（新聞記事や友だちが選んだ記事を掲示する。） 

 
ＮＩＥ(保管コーナー) 

 

 
 

「一面記事を読もう」コーナー 「絵画を知ろう」コーナー 
（朝日小学生新聞） 琉球新報、沖縄タイムスの、 

その日の一面記事を見比べる。 

・新聞作りでは、新聞の構成を実物で確認しながら作成している。

・社会の単元によって、関連する記事を紹介している。

（２）新聞投稿

NIE タイムや授業で取り組んだ児童の作文や俳句・絵・一言詩など幅広く投稿し、掲載さ

れたものを職員室前に張り出しを行っている。職員室前へ掲示することで、児童の目に触れ

る機会を設けることができ、職員室への用件の待ち時間や通りすがりに読む姿が見られる。

掲載された作品を見て、新聞投稿へ興味を持ったり、掲載児童への声掛けを児童同士で行う

こともあり、児童への刺激や励みとなっている。

また、新聞社への投稿を効率よくするために、Fax がある事

務室に投稿先ごとの送信票の準備をした。担任は、日付と児童

名・担当名を記載するだけで、登録している新聞社へ Fax の送

信ができる。送信票の横には、各新聞社の投稿規定と Fax の送

信方法を掲示しており、気軽に取り組めるようにしている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

那覇市立城北小学校
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校内研修の様子

本校のこれまでの取り組み、実践報告をした後、演習を各学年ごとに作成、発表した。

３ 実践事例

学年の取り組み

２学年

・写真を見せながら記事の内容を説明する。（朝の会）

ジャンル：地域の行事（スポーツ選手）、県内のニュース

・子どもが興味を持った記事を持ってきて担任が紹介。（朝の会）

・新聞の四コマ漫画を掲示（朝の会）

３学年

・総合的な学習の時間で新聞を書かせる際に実際の新聞を見せて、大見出しや小見出

しの書き方を教えました。

・コンクール入賞作品をお手本として見せました。

・平和学習で使用した。（慰霊の日特集）

４学年

・６月（総合的な学習の時間）

「タイムスワラビー」（沖縄戦を学ぼう特別版）を活用して平和新聞を作成した。

５学年

・朝の会･･･３分間新聞タイム（各自、気になる記事を読む）

・係･･･ニュース係が気になる記事を切り抜いて、コメントを添えて掲示する。

・帰りの会で、新聞記事の紹介。

・平和新聞の作成、掲示。

６学年

・気になる話題の切り抜きを児童が紹介する。

・学年の壁や学級の壁に平和の記事を掲示する。

・子ども新聞を掲示した。

・社会や道徳で新聞を活用した。
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関連教科とＮＩＥ

ア 国語科

・「新聞記事を書いて、言葉と事実について考えよう」

イ 社会科

・「工業生産を支える人々」 ・「いろいろなグラフを集めよう」

ウ 家庭科

・「じょうずに使おう物やお金」

エ 総合的な学習の時間

・平和学習の取り組みとして、新聞記事の特別号で調べ新聞にまとめた。

・新聞記事スクラップ

・校外学習「琉球新報博物館見学」（５学年）

カ 公開授業（平成 年 月 日）

・国語科 ５年１組 指導者：宮城 和人

主題名 「友だちに伝えよう」 ～ジグソー学習を活用して～

ねらい 本単元は，資料を活用して報告・発表する学習である。より効果的なプ

レゼンテーションとしての発表を経験させたい。

そのためには，より聞き手の存在を意識して，内容を効果的に伝えるこ

とである。

 

  

 
「６つの記事」班で割り当て 
 

「自分の記事を要約する」 

「同じ記事のグループで話し合う」 「班に戻り、話し合ったことを伝える」 

校内研修の様子

本校のこれまでの取り組み、実践報告をした後、演習を各学年ごとに作成、発表した。

３ 実践事例

学年の取り組み

２学年

・写真を見せながら記事の内容を説明する。（朝の会）

ジャンル：地域の行事（スポーツ選手）、県内のニュース

・子どもが興味を持った記事を持ってきて担任が紹介。（朝の会）

・新聞の四コマ漫画を掲示（朝の会）

３学年

・総合的な学習の時間で新聞を書かせる際に実際の新聞を見せて、大見出しや小見出

しの書き方を教えました。

・コンクール入賞作品をお手本として見せました。

・平和学習で使用した。（慰霊の日特集）

４学年

・６月（総合的な学習の時間）

「タイムスワラビー」（沖縄戦を学ぼう特別版）を活用して平和新聞を作成した。

５学年

・朝の会･･･３分間新聞タイム（各自、気になる記事を読む）

・係･･･ニュース係が気になる記事を切り抜いて、コメントを添えて掲示する。

・帰りの会で、新聞記事の紹介。

・平和新聞の作成、掲示。

６学年

・気になる話題の切り抜きを児童が紹介する。

・学年の壁や学級の壁に平和の記事を掲示する。

・子ども新聞を掲示した。

・社会や道徳で新聞を活用した。

   

那覇市立城北小学校
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授業者の感想： 各新聞記事を，班の友だちに伝わるように要約し，さらに話し手は，同

じ班の人に新聞記事を伝わるように工夫し，聞き手は，新聞記事の内容

を十分に聞き取ることができることを本時の目標にした。

要約の苦手な児童も、ジグソー学習をすることで、友だちに伝えるこ

とや、聞くことに意識をもってくれたので良かった。

その他

・沖縄タイムス社、「スクラップ新聞コンクール」に応募。（５学年）

・琉球新報社、「しんぶん感想コンクール」に応募。（６学年）

４ 実践の感想、今後の課題（アンケート対象：５学年）

（１）子どもの声（アンケートから）

「新聞の良いところ」

・何回でも読める。 ・切り取って持ち運びができる。

・見出しで何のことについて書いているか一目でわかる。

・一面を読むだけで、その日の新聞の内容がだいたいわかる。

・正しい情報が書かれている。 ・難しい漢字を調べて覚えられるようになる。

（２）成 果

・新聞に興味をもつ児童が増えた。

・新聞記事を使った新聞づくりが上手くなった。

・５Ｗ１Ｈ、要約、文のまとめ方や書き方。

（３）課 題

・日常の活動に新聞を活用したい。

・年間計画を見直し、各学年で新聞活用ができるか。

・校内研等で広める機会を増やしたい。

・教師の負担感がない取り組み。

５ 実践者の感想

今年度も、ＮＩＥ推進協議会指定実践校として、琉球新報、沖縄タイムスを提供頂き

５・６学年で活用できた。本土新聞にも関われるように、５学年は保護者の理解を得て、

朝日小学生新聞を購読することにした。

今年度は、校内研修で、これまでの本校のＮＩＥの取り組みを伝えることができたこ

と。また、各学年の実践が、報告書に紹介できた。

次年度も、積極的に新聞学習の良さを知ってもらい、ＮＩＥの学習を取り入れ、広げ

ていきたい。
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平成 年度 実践報告書
沖縄市立髙原小学校
教諭 座喜味 美夏

１はじめに
本校は、２年間の日本新聞協会指定の 実践校としての実践経験を経て、今年度より沖縄県

推進協議会指定実践校として の実践に取り組んでいる。前年度は、校内研との関わりを持たせて全
校での取り組みを行ってきたが、今年度から 担当教諭を配置し、 実践例の紹介やこれまでの取
り組みをいかした実践を担当が周知、連絡をする形で進めてきた。
月に１度、朝の活動の時間に の時間を設け、各学年で新聞の読み聞かせ、レッツチャレンジ 、
朝日新聞読み解きワークシートを活用しての取り組み、各教科と関連させて、新聞制作やはがき新聞制
作に取り組んでいる。

本校での取り組み
・各学年で県紙２紙を年間４ヶ月、購読の月を設け活用
・各学年で コーナーや新聞コーナーを設けた
・ 担当が各学年に新聞を配布
・新聞関連のコンクールへの応募、県紙への作文・日記の投稿。
・図書館に子ども新聞「りゅう 」「ワラビー」の掲示
・朝日新聞読み解きワークシートの活用
・教科と関連させたはがき新聞の作成

３実践事例

★ 学年の取り組み★＜日常的な取り組み＞

・日常的に新聞に触れあってほしいと思い、廊下にコルクボードを下げて、 コーナーを設置してい
る。低学年でも興味を持って読めるような、身近な記事を「りゅう 」や「ワラビー」などから切り
抜いて掲示している。
＜授業実践＞
・今回の授業では、導入に廊下に掲示したミミズの記事を紹介し、天気クイズを 問行い、本時の課題
に入った。
・「りゅう 」に掲載されている「レッツチャレンジ 」のワークシート
を活用した。 年生の投稿「大きな一歩」を読み合わせて、内容を読み取り、
自分の「踏み出した一歩」は何だろうと考え、発表させた。最後に感想を書か
せたが、どの児童もとても楽しんで取り組むことができたようである。

授業者の感想： 各新聞記事を，班の友だちに伝わるように要約し，さらに話し手は，同

じ班の人に新聞記事を伝わるように工夫し，聞き手は，新聞記事の内容

を十分に聞き取ることができることを本時の目標にした。

要約の苦手な児童も、ジグソー学習をすることで、友だちに伝えるこ

とや、聞くことに意識をもってくれたので良かった。

その他

・沖縄タイムス社、「スクラップ新聞コンクール」に応募。（５学年）

・琉球新報社、「しんぶん感想コンクール」に応募。（６学年）

４ 実践の感想、今後の課題（アンケート対象：５学年）

（１）子どもの声（アンケートから）

「新聞の良いところ」

・何回でも読める。 ・切り取って持ち運びができる。

・見出しで何のことについて書いているか一目でわかる。

・一面を読むだけで、その日の新聞の内容がだいたいわかる。

・正しい情報が書かれている。 ・難しい漢字を調べて覚えられるようになる。

（２）成 果

・新聞に興味をもつ児童が増えた。

・新聞記事を使った新聞づくりが上手くなった。

・５Ｗ１Ｈ、要約、文のまとめ方や書き方。

（３）課 題

・日常の活動に新聞を活用したい。

・年間計画を見直し、各学年で新聞活用ができるか。

・校内研等で広める機会を増やしたい。

・教師の負担感がない取り組み。

５ 実践者の感想

今年度も、ＮＩＥ推進協議会指定実践校として、琉球新報、沖縄タイムスを提供頂き

５・６学年で活用できた。本土新聞にも関われるように、５学年は保護者の理解を得て、

朝日小学生新聞を購読することにした。

今年度は、校内研修で、これまでの本校のＮＩＥの取り組みを伝えることができたこ

と。また、各学年の実践が、報告書に紹介できた。

次年度も、積極的に新聞学習の良さを知ってもらい、ＮＩＥの学習を取り入れ、広げ

ていきたい。

沖縄市立高原小学校
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★２学年の取り組み★〈はがき新聞作成〉

実践１ 「世界で一つのぼうしを作ろう」【図工】

実践２ あらすじをはがき新聞にまとめる【国語】 実践３ メモをもとに文章を書く【国語】

『アレクサンダとぜんまいねずみ』 『メモをもとに文章を書こう』

新聞に慣れ親しむことを意識し
ての帽子づくり。作った後は、はが
き新聞にぼうしの説明や、友達の
ぼうしを鑑賞しての感想を書きま
す。新聞は図工の評価にも活用で
きます。

全
国
は
が
き
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
銀
賞
作
品

成果
はがき新聞の制作をすることで、児童が作
文を書くことに積極的になった。また、書
くことが苦手な児童も、レイアウトを工夫
して絵を入れるなど楽しんで取り組むこ
とができた。
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★３学年の取り組み★

子どもたちの興味のありそうな記事
や、楽しく記事が読めるクイズ付きの
「チャレンジ 」を選んで活用して
いる。

新聞記事を読み、自
分の感じたことやこ
れからの自分につい
て付箋紙に書き込み
をしている。

コーナーを
設置し、自由に
新聞が読めるよ
うにしている。

成果と課題 

◎新聞記事を紹介することで、色々なこ

とに興味を持ち、自分の身近なことと関

連つけて考える子が増えた。 

●新聞を取っていない家庭が多い為、新

聞に親しむ機会が少ない。 

沖縄市立高原小学校
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成果と課題

○５Ｗ１Ｈを意識して分かりやすい文章を書けるようになった。

○誰に，何を伝えたいのかはっきりさせて伝えることができるようになってきた。

○知りたい情報を整理し，まとめることができるようになってきた。

○新聞について家族や友達と話す機会が増えてきた。

●興味ある情報に偏りがみられた。

●国語との取り組みが多かったので，他教科とも連動した授業づくりを意識していきたい。

★４学年の取り組み★

★５学年の取り組み★

・主に国語の授業と関わりを持たせて取り組んだ。記事の内容や，自分の意見，思いを分かりやすく相手
に伝えることを意識して取り組ませた。また，友だちの発表を聞き，良かった点を付箋紙にまとめ，アド
バイスをもらった。

成果 

・社会や総合の学習で新聞づくりに取り組むことが出来た。

・新聞を作成する際には、読者に伝わりやすいようにレイアウトや写

真・絵などを上手く活用することが出来た。
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★６学年の取り組み★
【歴史新聞づくり】 【マイベスト記事】

単元が終わるごとに、学習のまとめとして 子ども自身の関心のある新聞記事を切り抜いて、

歴史上の人物を取り上げながら、新聞に ５Ｗ１Ｈを読み取り、記事の内容をまとめた。

まとめた。

【情報収集】 【平和新聞づくり】

調べ学習の中で、本やインターネットのみ 沖縄の戦跡を見学し、学習してきたことをグル

ならず、新聞記事から必要な情報を読み取り ―プに分かれて、役割分担し記事にまとめ発表

活用した。 した。

（成果と課題）

〇定期的に新聞を作成することで、調べたことを伝える方法を学ばせることができた。

〇新聞記事の読み取りを行うことで、５Ｗ１Ｈを意識させることができた。

△地域に関する記事を朝の時間に紹介したり、記事を基に話し合わせたりしていきたい。

沖縄市立高原小学校
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★特別支援学級の取り組み★

４成果と課題

成果

・月に１回 の時間（朝の活動）を設定することで、新聞に触れる機会ができ、いろいろなことに興
味をもつことができた。

・知りたい情報を整理し、まとめることができるようになった。
・新聞に、作文や日記を積極的に投稿することで書くことへの抵抗がなくなってきた。
・はがき新聞の制作をすることで、書くことを楽しむ子が増えてきた。

課題

・新聞をとっていない家庭がほとんどで、新聞に親しむ機会が少ない。
・様々な教科と関連させて新聞を活用できるように、教師も新聞をつかった情報収集を積極的におこな
いたい。

１年生から６年生ま
で在籍しているた
め、興味をもちそう
な「チャレンジ

」を選んで活用
している。

「りゅう 」の記事
を紹介しています。

「チャレンジ 」の
学習が終わったあと
は、教室背面にはりだ
す。「りゅう 」
の記事も貼り出して自
由に読ませている。

◎新聞記事を紹介することによって、

新聞に興味をもって、進んで読もう

としたり、教師に読んでほしいとお

願いしたりする子がいる。

◎「チャレンジ 」の取り組みで、

新聞記事をしっかり読み取ろうと

がんばっている姿が見られた。

◎「チャレンジ 」の学習を楽しん

で取り組む姿が見られる。

●新聞を取っていない家庭がほとん

どで、新聞に親しむ機会が少ない。
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テーマ「社会に関心をもち、課題に対して多角的視野から考え、発信する力を育てる」

～学校、家庭での新聞活用を通して～

沖縄市立比屋根小学校 教諭 佐久間 洋

１．比屋根小学校では、Ｈ２６年度よりＮＩＥの指定校として認定され、６学年を中心に授業や日常的な活動、

家庭においては親子で新聞活動を行ってきた。今年度は学力向上の一環として新聞活用を取り入れ、全学年で

月に一回朝の新聞読み聞かせを実施した。本校の課題として挙げられるのが、「学習意欲はあるが、学習の中

で課題に対して問題意識を持ち、自分なりの考えをもつことを苦手としている児童が多い」ということが挙げ

られる。この現状をうけて、今年度はこれまでの活動を引き続き行い、さらに、各学年でできる新聞活動を通

して「社会に関心をもち、課題に対して多角的視点から考え、発信する児童を育てる」ことをＮＩＥ活動の大

きなねらいとした。特に６学年では、昨年度以上に授業での新聞活用を意識しながら実践し、これまでと同様

キャリア教育においてもＮＩＥ活動を展開した。

２．児童の実態と活動を方針

（１）児童の実態

全国学力状況調査質問紙調査から新聞の閲覧頻度が低いことがわかった。この背景には、インターネット、

スマートフォンの普及により、新聞購読率が低下、活字離れが影響していると考えられる。そのため、児童自

身、社会への関心が低く、社会性に乏しいという実態がある。また、全ての教科において、課題意識が低く、

自分の考えもたない児童が多い。また、自分の考えを相手に分かりやすく伝える児童が苦手な児童が多い。

（２）活動方針

実態を踏まえたうえで、学習活動だけで新聞活動をしても効果が低いと考え、まずは日常的に新聞に触れさ

せ、新聞に親しませること活動を行った。また、学年で年間を通してＮＩＥ活動を実践していくために「無理

なく、楽しく、継続できる活動」を教師のテーマにかかげ、活動を行ってきた。さらに、今年度は、書く力を

つけるために、新聞活動で書く活動を計画した。以上の方針を踏まえて、以下の活動を行った。

①新聞に触れる

②新聞に慣れ親しむ

③記事を読み、自分の考えを発信する。

④記事を学習活動で活用する。

⑤キャリア教育で活用する。

⑥はがき新聞

３．学校、学年としての取り組み

＜学校＞

・新聞読み聞かせ

・図書館で新聞閲覧コーナーを設置

・学校の掲示板にＮＩＥコーナーを設置

＜学年＞

①朝の１分間スピーチ

②各教科での活用

③週末の課題としてスクラップノート（ファミリーフォーカス）

④新聞ツイッター

沖縄市立比屋根小学校
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⑤コンクールへの取り組み 
⑥朝の読み聞かせ 
⑦はがき新聞 

 
４．新聞活動にあたっての工夫 
・新聞購読の年間計画を立てる際に、各教科の単元配列を意識した。また両新聞社から提供された新聞を６

学年各学級に配布した。 
・家庭へ協力依頼をし、新聞を提供してもらった。 
・新聞係を配置し、使った新聞を整理整頓させ、常に新しい新聞に触れる環境を整えた。 
・学年掲示板に両紙のこども新聞を毎週掲示している。 
・教師が授業で使えそうな記事を収集し、授業で活用した。 
・コンクールで受賞した児童を学年朝会で紹介した。 
・販売店からの子供新聞を提供してもらった。 

 
 
 
 
 
 
 

 
５．実践について 
（１）新聞活動を通して身につけたい力 

①課題に対して問いを持ち、多角的な視点から考えを持つ。そして分かりやすく表現する力 
・記事から読み取ったことを５Ｗ１Ｈに意識しながらまとめる。（表現力） 
・感想や意見を相手に伝わりやすくまとめる。（表現力） 
・記事に対して問いを持つ。（思考力） 
・社会に関心を持ち、自分の考えや意見を持つ（思考力） 
・自分の意見と比べながら相手の意見を聞き、さらに自分の考えを深める 

（思考力、判断力、表現力） 
②広い視野に立って考える力 
・記事について話し合い活動を通して、社会的事象を多面的にとらえる力（思考力、判断力） 

（２）実践の概要 
単 元 実 践 内 容 
国 語 ・単元での活用、読み聞かせ はがき新聞 

社 会 ・政治・国際関係 ・環境 ・事件・事故 ・新聞作り、教育 

道 徳 ・記事を読んで感想（ワークシートを作成）・記事をもとに話し合い活動 

総合的な学習の時間 ・キャリア教育での活用（努力、協力、挑戦 職業観）  
・記事についての感想、意見の交流、・国際理解教育  
・コンクールへの取り組み・新聞作り ・キャリア教育講話（新聞記者） 
・平和学習 

学級保管 学年掲示板 
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日常的活動 ・１分間スピーチ ・読み聞かせ 記事を読んでの意見交換

・新聞ツイッター・新聞投稿

家 庭 ・スクラップノート（ファミリーフォーカス）

（３）実践するにあたっての工夫

①教師間の工夫

・教師間で新聞活用方法、効果を情報交換（資料提供）

・校内研ＯＪＴでのワークショップ

・新聞を家庭から提供。

②新聞に関心を持たせる工夫

・１分間スピーチの内容を社会的な出来事をテーマにした。

・読み聞かせをし、感想交流（教師）

・教師がコメントやスクラップノート等作品を紹介、評価する。

・新聞投稿

・児童が関心ある記事、写真をグループ、全体に紹介

・コンクールに出品

・新聞を教室に置き、いつでも読める環境を設定

・ＮＩＥ専用掲示板を設置し、児童がいつでも新聞に親しむ工夫をした。

・写真や記事、児童のコメント等を掲示

・図書館前、算数ルーム前での記事やクイズの紹介

③言語活動を充実させるための工夫

・読み聞かせや児童のスピーチをする際に話し手・聞き手に感想、意見を持たせる。

※教師が１つ発問をする。

・日頃から記事に対してペア、グループで２、３分程度話し合いをさせる。

・見本となる意見、活発なグループを具体的に褒める。

・日々の授業から常に自分の考えを持つように指導する。

（４）実践例

＜日常的な活動＞

全学年共通 朝の新聞読み聞かせ

・毎月第一月曜日に全学年共通で朝の新聞読み聞かせを実施している。

沖縄市立比屋根小学校
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お互いに気になる記事を紹介し意見交換

・朝の読書の時間を利用して自分の関心をある記事を読み、ペア・グループで記事を紹介し合う。

その時①選んだ理由 ②内容 ③感想④相手の感想 の順で進めていく。

新聞ツイッター

・４人グループで週末に各自、関心ある記事をまとめて、紙面を作成する。

作成の際には、記事にグループで話し合い順位をつける。出来上がった紙面に、その他の児童が好きな記事に

コメントをする。また、教師が児童に考えてもらいたい記事を提示し、コメントする場合もある。

＜家庭での活動＞

新聞スクラップ（ファミリーフォーカス）

・毎週末一回の課題としてスクラッを行っている。自分の関心ある記事をまとめ、自分の意見を書く。そして、

保護者も記事に対する意見を書いてもらう活動を５月から行ってきた。

いろいろな視点から

自分の意見を書く

スクラップを発表し合い、書き

方についての学び合い

３年生のツイッター

読み聞かせの記事に

コメントを書く。

スクラップの書き方

①記事を選んだ理由 ②記事の感想 ③保護者の感想
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＜学習での活用＞

総合的な学習における平和教育～沖縄戦について学ぼう～

両紙の沖縄戦特別号を活用しながら、沖縄戦について学習した。また、まとめとして、県外紙を取り寄せ、沖

縄戦の記事ついて比べ読みを行い、新聞社別に沖縄戦の記事の数や内容を比べた。

道徳科での活動「キャリア教育」

・「一秒先の勇気」（琉球新報 ２０１５．１０．２２）の記事を活用して、「勤労・公共の精神」について

の授業を展開した。

6 月２４日の記事を県外紙と県内紙で比べ読み 
沖縄戦の記事の数と見出しを比べる

沖縄戦の特別号を使っての学習

県外紙と県内紙で比べ読み，違いについて考える。 

沖縄市立比屋根小学校
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「はがき新聞」実践

国語科 単元名「伊能忠敬」

授業のまとめとして、自分が紹介したい偉人についてはがき新聞を活用した実践。２時間で作成できた。

児童はコンパクトにまとめるために、辞書を引き、言葉を考えた。

国語科 単元名「私の大切な一冊を紹介しよう」

単元のまとめとして、自分が紹介したい本を読み、自分の考えを整理して書く実践。２時間で作成できた。

特別活動

教 室 掲 示

修学旅行、学習発表会、の感想、意見をはがき新聞にまとめ、紹介し合う実践

社会科で学習した

福沢諭吉の紹介。
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社会科 単元名「世界の人々と共に生きる」

単元のまとめとして、世界の子供達が現状を知り、将来に向けて自分たちができることを考えさせることをね

らいとして、切り抜き新聞作り、発表会を実践した。４時間で作成

※総合的な学習時間との合科学習を行った。

その他の活動例

新聞のしくみ、書き方の指導

朝の１分間スピーチ

タイムス社の協力を

得て、ワラビー掲載

「世界の子どもた

ち」の記事を資料提

供してもらった。

児童は、自分の関心ある

記事を選び、切り抜き新

聞を作成した

沖縄市立比屋根小学校
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３．実践後の成果と課題 
（１）学校全体での児童の変容 
・学校全体で取り組むことで、どの児童も新聞に関心を持つようになった。 
・ＮＩＥの掲示板を見る児童が増え、新聞に関心をもつ児童が増えた。 
学年での変容 
・日常会話の中にニュースの話題がでるようになり、子供達に社会性が身についてきた。 
・記事対して問題意識を持つようになり、多角的な視点から自分なりの答えをもつようになった。教科にお

いての思考力、判断力、表現力が身についた。特に分かりやすく表現できる力が身についてきた。 

クラスの新聞係毎週掲示 子ども新聞掲示板 

ＮＩＥ掲示版 

図書室での活用 
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・キャリア教育を意識した取り組みを展開することで、児童に基礎的・汎用的能力が身に付き、結果として

学習意欲の向上につながった。 
（２）ＮＩＥについての児童の感想 
・世の中の事を知ることができるので、新聞活動は継続してやりたい。 
・いろいろなニュースがあって楽しい。 
・友達と記事対して意見交換することで、自分の考えを広げ、深める事ができた。 
・文章力がついた。意見を書くときにいろいろな視点から書く事ができた。 

（３）実践者（教師）の感想 
・子ども達に社会性が身についてきた。 
・子どもが活動をすることで、保護者も関心をもつようになり、子供と保護者がコミュニケーションをする

良いツールなった。 
・学校・学年全体で行うことで、活動の雰囲気が作られ、効果がとても高かった。 
・ＮＩＥ活動を通して、思考力、判断力、表現力がついてきた。 
・学年でセミナーに参加することで、学年全体で取り組むことができた。 
・はがき新聞を活用することで、コンパクトに書く力が身についた。 
・キャリア教育を意識した活用を行うことで、学習意欲の向上が見られた。 

（４）課題 
・ＮＩＥ活動をさらに学校全体へ広げていく方法。また、保護者、地域への広げ方 
・部数が少ないので、どのように新聞を収集していくか。 
・職員の異動により、実践者が変わるので、学校内での今後の継続方法 
・ＮＩＥ実践者の広げ方 

 

沖縄市立比屋根小学校
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- 1 -

平成30年度 美東中学校ＮＩＥ実践報告書

沖縄市立美東中学校

校長 仲宗根 賢

主幹教諭 松田美奈子

１．はじめに
本校では平成２８年度から日本新聞協会認定ＮＩＥ実践校指定を受け、新聞を活用した教育実

践は最終年次（２年目）を終え、今年度から沖縄県ＮＩＥ実践指定校の指定を受け、ＮＩＥを継

続実践してきた。おもな教育実践の取り組みとして、各教科・道徳・特活・事前学習・キャリア

教育等で進めてきた。

２．推進テーマ
「思考力・判断力・表現力を育むＮＩＥの実践」

３．学校としての取り組み
（１）新聞の設置

・新聞は毎日、新聞コーナーのテーブルに広げて、生徒や教師が自由に閲覧できる環境をつく

った。また発行済みの過去新聞は厚紙で背表紙をつくり、１か月ごとに仕切って、専用棚に

て保管し、すぐ閲覧できるように工夫した。

（２）校内研修（ＮＩＥ研修会の実施）

①オリエンテーション

（４月 講師：松田美奈子ＮＩＥアドバイザー）

②新聞の活用例、各教科・領域の実践例紹介

（５月 講師：松田美奈子ＮＩＥアドバイザー）

（３）実践事例

①国語：和語・漢語・外来語を新聞記事から探そう

：新聞記事を読み比べよう

②社会：東日本大震災から学ぼう

：米朝首脳会談の影響を考えよう

：ＴＰＰについて考えよう（メリット・デメリット）

：ワーク・ライフ・バランスについて考えよう

：裁判員制度について考えよう ～身近な司法を目指して～

①道徳：平和のためにできること

：いじめ、ライバル、友情とは

：生命尊重

④特活：先輩たちの進路選択

：勉強法について考えよう

：キャリア教育

⑦総合学習：職業調べ、平和学習、職業と職種の違い、職業の３要素

沖縄市立美東中学校
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（４）11月おきなわＮＩＥ月間 公開授業実施表

月日・曜日 校時 学年・学級 教科 題材名

11月 2日（金） ５ １年１組・２組 総合 職業調べ

３組・４組・６組 （職場体験学習 事前学習）

７組・８組

11月 16日（金） ３ ２年２組 特活 勉強について考えよう

11月 22日（木） ５ １年５組 特活 職業調べ

（職場体験学習 事前学習）

11月 28日（水） ５ ３年５組 社会 ワーク・ライフ・バランス

について考えよう

（５）実践後の生徒の変容、成果と課題

①生徒の変容：年度当初は興味がある面（スポーツ面等）に目を通す生徒が多かったが、

ＮＩＥを進めていくにつれて、すべての面を熟読する生徒が少しずつふえた。

：学習の風土づくり（学習環境）がよくなった。〔大きな拍手・相手を見て聴く〕

：学級の雰囲気が良くなった（学び合い・教え合い・聞き合い・話し合いが生徒

が積極的、自主的に行われた）

：自己肯定感が向上し、意欲的に発言する生徒が大幅にふえた。

：何事にも最後まで粘り強く取り組む姿勢が見られるようになった。

②成果 ：記述力が徐々に身につき、簡潔に記述すること、理由書き、根拠書き、要約書

きを時間内に終える生徒がふえた。

：グループ学習では読解力・思考力・判断力・分析力・情報収集選択活用力・

コミュニケーション能力・集中力・チーム力・問題発見力が著しく向上した。

③課題 ：全教科での取り組みを目標にしていたが達成できなかったので、他校の実践事

例や教育的効果を粘り強く紹介し、先生方の温度差をなくし、共通理解・共通

実践を着実に確実にすすめたい。

：生徒の新聞記事・写真などを読み取る時間がかかる男子生徒が数名いるので、

記事や写真などの読解力がさらに身につくよう、丁寧にじっくり取り組みたい。
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（６）ＮＩＥ授業のようす

３年５組 ワーク・ライフ・バランス ３年５組 裁判員制度

３年５組 ＴＰＰ（メリット・デメリット） 第 24回沖縄県中学校総合文化祭ＮＩＥ部門
速報新聞係（３年５組）

１年５組 職業調べ １年２組 平和のためにできること

沖縄市立美東中学校
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80 81名護市立小中一貫教育校緑風学園
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82 83名護市立小中一貫教育校緑風学園
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84 85名護市立小中一貫教育校緑風学園
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【沖縄県ＮＩＥ推進協議会組織（ 年度）】

＜会長＞ 仲村守和（元沖縄県教育長）

＜副会長＞ 与那嶺一枝（沖縄タイムス社編集局長）

普久原均（琉球新報社編集局長）

＜顧問＞ 山内彰（元沖縄県教育長）

武富和彦（沖縄タイムス社代表取締役社長）

玻名城泰山（琉球新報社代表取締役社長）

＜ＮＩＥアドバイザー＞

甲斐崇（うるま市立川崎小学校教頭）

佐久間洋（沖縄市立比屋根小学校教諭）

石川美穂（興南高校教諭）

松田美奈子（沖縄市立美東中学校教諭）

宮城英誉（名護市小中一貫教育校緑風学園）

＜事務局長＞ 安里努（沖縄タイムス社編集局 事業推進室）

※事務局は沖縄タイムス社と琉球新報社が２年交代で担当

＜会員社＞琉球新報社▽沖縄タイムス社▽宮古毎日新聞社（那覇支社）▽八重山毎日新聞

（那覇支局）▽朝日新聞社（那覇総局）▽毎日新聞社（那覇支局）▽読売新聞社（那覇支

局）▽日本経済新聞社（那覇支局）▽共同通信社（那覇支局）▽時事通信社（那覇支局）

【沖縄県ＮＩＥ運動の経過】

＜１９９６年（平成８年）＞

「沖縄県ＮＩＥ連絡会」結成

７月２５日 第１回ＮＩＥ全国大会（東京都）。新聞社員２名、県教育庁指導主事２名が

参加

＜１９９９年（平成１１年）＞

日本新聞教育文化財団によるＮＩＥ実践指定校に那覇市立松島小、同古蔵中、県立首里

東高。※翌年以降の実践指定校は別紙一覧表に掲載

＜２０００年（平成１２年）＞

２月２６日 県ＮＩＥ連絡会を母体に「沖縄県ＮＩＥ推進協議会」設立総会。全国３３

番目。初代会長に津留健二元教育長。事務局を沖縄タイムス社に設置

７月２７日 ＮＩＥ全国大会（神奈川県）参加

＜２００１年（平成１３年）＞

３月１６日 県ＮＩＥ推進協議会総会。津留会長再任

７月２６日 ＮＩＥ全国大会（兵庫県）参加

＜２００２年（平成１４年）＞

資料
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４月５日 県ＮＩＥ推進協議会総会。津留会長再任

８月１日 ＮＩＥ全国大会（北海道）参加

く２００３年（平成１５年）＞

３月２７日 県ＮＩＥ推進協議会総会。会長に渡久地政吉元那覇市教育長。事務局を琉

球新報社へ

７月３１日 ＮＩＥ全国大会（島根県）参加

＜２００４年（平成１６年）＞

７月 日本新聞教育文化財団が「ＮＩＥアドバイザー」制度を発足。県内から兼松力教

諭が認定される

７月２９日 ＮＩＥ全国大会（新潟県）参加

＜２００５年（平成１７年）＞

３月２０日 「日本ＮＩＥ学会」が発足

４月２７日 県ＮＩＥ推進協議会総会。渡久地会長再任。事務局を沖縄タイムス社へ

７月２８日 ＮＩＥ全国大会（鹿児島県）参加

１１月７日 初めての「ＮＩＥ週間」実施

＜２００６年（平成１８年）＞

５月２５日 県ＮＩＥ推進協議会総会。渡久地会長再任

７月２７日 ＮＩＥ全国大会（茨城県）参加

く２００７年（平成１９年）＞

県ＮＩＥ推進協議会総会。会長に山内彰元県教育長。事務局を琉球新報社へ

７月２６日 ＮＩＥ全国大会（岡山県）参加

１１月１０日 「沖縄県ＮＩＥ実践フォーラム」を初開催（琉球新報社で）

＜２００８年（平成２０年）＞

７月３１日 ＮＩＥ全国大会（高知県）参加

１１月８日 第２回県ＮＩＥ実践フォーラム開催（沖縄タイムス社で）

＜２００９年（平成２１年）＞

４月１７日 ＮＩＥ実践中間報告会（琉球新報社で）

５月９日 ＮＩＥワークショップ（琉球新報社で）

５月１８日 県ＮＩＥ推進協議会総会。山内会長再任。事務局を沖縄タイムス社へ

７月３０日 ＮＩＥ全国大会（長野県）参加

１０月３１日 第３回県ＮＩＥ実践フォーラム開催（琉球新報ホールで）

く２０１０年（平成２２年）＞

３月５日 ＮＩＥ実践最終報告会（沖縄タイムス社で）

３月８日 山内会長、岸本沖縄タイムス社長、高嶺琉球新報社長らが県教育長を訪問し、

大城浩統括官にＮＩＥへの一層の理解と連携を要請

４月 財団指定の実践校「奨励枠」に県内から初めて北中城村立北中城小学校、宜野湾
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市立宜野湾小学校（ともに０９年度指定）を推薦し、認定される

５月１４日 ＮＩＥワークショップ（沖縄タイムス社で）

６月１日 県独自指定校制度が発足。協議会が４校を指定し、沖縄タイムス・琉球新報

２紙を提供開始。１０年度はうるま市立比嘉小学校、豊見城市立豊見城中学校（以上０９

年財団指定校）、うるま市立石川中学校、与那原町立与那原中学校（以上新規）

６月５日 九州地区事務局長会議・アドバイザー会議（熊本市）に与那嶺功事務局長、

兼松力アドバイザー出席

６月２９日 県ＮＩＥ推進協議会総会。山内会長再任

７月２９日 ＮＩＥ全国大会（熊本県）参加

１１月６日 第４回県ＮＩＥ実践フォーラム開催（沖縄タイムス社で）。教育関係者、保

護者ら２００人が参加した。越来小が国語の公開授業。記念講演は作家の大城貞俊さん（琉

球大学准教授）。兼松力教諭（ＮＩＥアドバイザー）、古波津聡越来小教諭、山城銀子小禄

南小校長、奥村敦子沖縄タイムス社学芸部デスク、佐藤ひろこ琉球新報社教育担当キャッ

プをパネリストに、佐久間洋宜野湾小教諭をコーディネーターにシンポジウム「新学習指

導要領とＮＩＥ」を行った

＜２０１１年（平成２３年）＞

２月９日 日本新聞教育文化財団の枝元一三コーディネーターを招いた特別講演会「新

学習指導要領とＮＩＥ」（主催＝読谷中、喜名小、共催＝県ＮＩＥ推進協議会）を読谷中学

校体育館で開催。村内の教職員ら約１２０人が参加した

２月１０日 金武正八郎県教育長に要請活動。山内会長、中根学沖縄タイムス社編集局

長、玻名城泰山琉球新報社編集局長、兼松アドバイザーらがＮＩＥ活動への理解と協力を

要請した

４月 ２０１０年６月にパイロット事業としてスタートした沖縄タイムス社と琉球新報

社による県指定校制度の継続を確認。５校を上限に指定予定

６月１７日 県ＮＩＥ推進協議会総会。事務局が琉球新報社へ

７月２４日 ＮＩＥ全国大会（青森県）。教師・事務局１３人、取材記者４人が参加

８月２日 ＮＩＥアドバイザー就任要請。山内会長らが４校訪問

９月１４日 日本新聞協会ＮＩＥ専門部会で仲程俊浩氏、佐久間洋氏、甲斐崇氏のＮＩ

Ｅアドバイザー認定が了承される

１０月１７日 日本新聞協会主催「第２回いっしょに読もう！新聞コンクール」の地域

審査（琉球新報社で）

１１月１２日 第５回県ＮＩＥ実践フォーラム（那覇市立小禄南小学校で）。全２６学級

で公開授業。保護者６００人を含む７５０人が参加

１２月１０日 県中学校総合文化祭。中学生が速報発行、両新聞社が支援。ＮＩＥ展示

ブースも設置。１１日まで

＜２０１２年（平成２４年）＞

４月５日 県ＮＩＥ推進協議会総会。津留会長再任

８月１日 ＮＩＥ全国大会（北海道）参加

く２００３年（平成１５年）＞

３月２７日 県ＮＩＥ推進協議会総会。会長に渡久地政吉元那覇市教育長。事務局を琉

球新報社へ

７月３１日 ＮＩＥ全国大会（島根県）参加

＜２００４年（平成１６年）＞

７月 日本新聞教育文化財団が「ＮＩＥアドバイザー」制度を発足。県内から兼松力教

諭が認定される

７月２９日 ＮＩＥ全国大会（新潟県）参加

＜２００５年（平成１７年）＞

３月２０日 「日本ＮＩＥ学会」が発足

４月２７日 県ＮＩＥ推進協議会総会。渡久地会長再任。事務局を沖縄タイムス社へ

７月２８日 ＮＩＥ全国大会（鹿児島県）参加

１１月７日 初めての「ＮＩＥ週間」実施

＜２００６年（平成１８年）＞

５月２５日 県ＮＩＥ推進協議会総会。渡久地会長再任

７月２７日 ＮＩＥ全国大会（茨城県）参加

く２００７年（平成１９年）＞

県ＮＩＥ推進協議会総会。会長に山内彰元県教育長。事務局を琉球新報社へ

７月２６日 ＮＩＥ全国大会（岡山県）参加

１１月１０日 「沖縄県ＮＩＥ実践フォーラム」を初開催（琉球新報社で）

＜２００８年（平成２０年）＞

７月３１日 ＮＩＥ全国大会（高知県）参加

１１月８日 第２回県ＮＩＥ実践フォーラム開催（沖縄タイムス社で）

＜２００９年（平成２１年）＞

４月１７日 ＮＩＥ実践中間報告会（琉球新報社で）

５月９日 ＮＩＥワークショップ（琉球新報社で）

５月１８日 県ＮＩＥ推進協議会総会。山内会長再任。事務局を沖縄タイムス社へ

７月３０日 ＮＩＥ全国大会（長野県）参加

１０月３１日 第３回県ＮＩＥ実践フォーラム開催（琉球新報ホールで）

く２０１０年（平成２２年）＞

３月５日 ＮＩＥ実践最終報告会（沖縄タイムス社で）

３月８日 山内会長、岸本沖縄タイムス社長、高嶺琉球新報社長らが県教育長を訪問し、

大城浩統括官にＮＩＥへの一層の理解と連携を要請

４月 財団指定の実践校「奨励枠」に県内から初めて北中城村立北中城小学校、宜野湾
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２月１５日 大城浩県教育長を訪問（山内会長、アドバイザー、両新聞社編集局長）。夏

休みの短期講座の開催、全国大会への職員派遣を確認

３月５日 ＮＩＥ実践最終報告会（琉球新報社で）

４月２１日 県ＮＩＥ研究会発足。教員主体の研究組織を目指す。当面、新聞社主催の

講座に合わせて会合を開く

６月２２日 県ＮＩＥ推進協議会総会。地元２社の会費の増額を承認（６万円から１０

万円に）。他の加盟社の会費増額は次年度総会までに議論することにした

７月３０日 ＮＩＥ全国大会（福井県）参加。県教育庁から職員３人が参加

７月・８月 県立総合教育センターで初の教員向け研修。７月２７日に短期研修講座・

小学校社会科講座の一部として佐久間アドバイザーが講師。８月３日は中学校社会・高校

地歴公民講座の一部として兼松アドバイザーが講師

１１月３日 第６回県ＮＩＥ実践フォーラム（うるま市立中原小学校で）。県教育委員会、

うるま市教育委員会の後援を得た。特別支援を含む全学年全学級で公開授業を行い、保護

者や教育関係者、新聞関係者計８００人が来場した。教師向け、保護者向けのワークショ

ップ（分科会）も開催し、兼松・佐久間・甲斐アドバイザーが講師

＜２０１３年（平成２５年）＞

１月２０日 教師向けメーリングリスト開設

２月２０日 大城浩県教育長を山内会長らが訪問。全国大会への職員派遣、行政主催の

研修へのＮＩＥ採用に謝意を述べた

３月６日 実践報告会（琉球新報社で）。協会指定、県指定１０校のうち９校が報告した

４月 県立総合教育センターの出前講座にＮＩＥが開設。甲斐崇研究主事（ＮＩＥアド

バイザー）が担当して校内研修や児童生徒の授業に対応開始

５月１１日 教師向け研修会「第１回おきなわＮＩＥセミナー」開催。昨年度まで新聞

社主催だった講座を推進協主催に。原則として偶数月に開催する

５月２４日 県ＮＩＥ推進協議会総会。会費、会則の変更を了承。会費は地元２社１０

万円から１５万円に、全国紙４社３万円から４万円に、通信社２社１万円から３万円に、

宮古・八重山２社３万円据え置き。役員では副会長を１名から２名とし、地元紙２社の編

集局長を充て、任期を１年から２年とした。再任を妨げないことは従来通り。事務局が沖

縄タイムス社へ

７月２５日 ＮＩＥ全国大会（静岡県）参加。県教育庁が前年に続いて職員を派遣し、

県内の教育関係者、新聞社関係者らが参加

７月３０日 金武町教育委員会が主催する教員研修に４人のＮＩＥアドバイザーを派

遣

８月１３日 県中頭教育事務所が主催する１０年経験者研修の選択研修でＮＩＥが取

り入れられ、２０人が受講。推進協に講師派遣依頼があり、兼松、佐久間両アドバイザー

が校種に分かれて講師を務めた
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１１月３０日 第７回実践フォーラム（県立総合教育センターで）。沖縄市立コザ小学

校の４年生、５年生が公開授業。パネルディスカッションは実践校の教員、県教育行政、

教育センターからパネリスト・コーディネーターを招いて議論を深め、新聞社による新聞

解説・ワークショップもあった。約１５０人が参加。※古波津聡沖縄市立コザ小学校教諭

が５人目のＮＩＥアドバイザーに承認

＜２０１４年（平成２６年）＞

２月６日 山内彰会長、玻名城泰山琉球新報社取締役編集局長、武富和彦沖縄タイムス

社取締役編集局長ら７人が県教育庁に諸見里明県教育長を表敬訪問

３月４日 実践報告会（沖縄タイムス社）１２校が発表。ほか２校が紙面発表。県指定

校の拡大にともない、過去最大の報告校数になった

５月２４日 九州アドバイザー・事務局長会議を沖縄で開催（沖縄タイムス社）。沖縄か

らは推進協発足の経緯やフォーラム開催などの活動報告、教育センターにＮＩＥ出前講座

が盛り込まれたことなどを報告

６月２８日 ６月のおきなわＮＩＥセミナーから、セミナー開催前の午前中に実践教員

に呼び掛けて「研究部会」を開催。それぞれの実践を持ち寄り、情報交換

７月３１日 ＮＩＥ全国大会（徳島県）参加。８月１日まで

１１月１日 第８回実践フォーラム（県立総合教育センターで）興南中学校の国語の公

開授業、授業研究会を行った。約５０人が参加

＜２０１５年（平成２７年）＞

２月１３日 山内彰会長、副会長の武富和彦沖縄タイムス社取締役編集局長、潮平芳和

琉球新報社編集局長、兼松アドバイザー、佐久間アドバイザーが県教育庁に諸見里明県教

育長を表敬訪問

３月２日 実践報告会（沖縄タイムス社）日本新聞協会指定のうち、指定最終年の名護

市立真喜屋小、興南中学・高校、那覇市立小禄南小から報告を受け、３グループに分かれ

て報告の内容や日頃の実践について意見交換

５月１９日 県ＮＩＥ推進協議会総会。事務局が琉球新報社へ

６月２５日 山内彰会長、甲斐崇ＮＩＥアドバイザーらが北中城村教育委員会に森田孟

則教育長らを訪問。地域連携型の ＮＩＥ の推進について意見交換

６月２７日 ＮＩＥ研究部会を開催。佐久間洋ＮＩＥアドバイザー、松田美奈子美東中

教諭が記事を使った道徳の授業について実践報告。１５年度から研究部会の開催を定例化

し、教員らの実践内容の共有、意見交換の場とすることを確認した

７月３０日 第２０回ＮＩＥ全国大会（秋田県）に、山内彰会長ら教育関係者７人と新

聞社関係者９人の計１６人が参加。「『問い』を育てるＮＩＥ思考を深め、発信する子ども

たち」をテーマにしたパネル討論や公開授業、実践発表などを通して論理的思考力など「２

１世紀型学力」とＮＩＥの取り組みを学んだ

９月９日 日本新聞協会ＮＩＥアドバイザーに、新たに石川美穂興南高教諭、松田美奈

２月１５日 大城浩県教育長を訪問（山内会長、アドバイザー、両新聞社編集局長）。夏

休みの短期講座の開催、全国大会への職員派遣を確認

３月５日 ＮＩＥ実践最終報告会（琉球新報社で）

４月２１日 県ＮＩＥ研究会発足。教員主体の研究組織を目指す。当面、新聞社主催の

講座に合わせて会合を開く

６月２２日 県ＮＩＥ推進協議会総会。地元２社の会費の増額を承認（６万円から１０

万円に）。他の加盟社の会費増額は次年度総会までに議論することにした

７月３０日 ＮＩＥ全国大会（福井県）参加。県教育庁から職員３人が参加

７月・８月 県立総合教育センターで初の教員向け研修。７月２７日に短期研修講座・

小学校社会科講座の一部として佐久間アドバイザーが講師。８月３日は中学校社会・高校

地歴公民講座の一部として兼松アドバイザーが講師

１１月３日 第６回県ＮＩＥ実践フォーラム（うるま市立中原小学校で）。県教育委員会、

うるま市教育委員会の後援を得た。特別支援を含む全学年全学級で公開授業を行い、保護

者や教育関係者、新聞関係者計８００人が来場した。教師向け、保護者向けのワークショ

ップ（分科会）も開催し、兼松・佐久間・甲斐アドバイザーが講師

＜２０１３年（平成２５年）＞

１月２０日 教師向けメーリングリスト開設

２月２０日 大城浩県教育長を山内会長らが訪問。全国大会への職員派遣、行政主催の

研修へのＮＩＥ採用に謝意を述べた

３月６日 実践報告会（琉球新報社で）。協会指定、県指定１０校のうち９校が報告した

４月 県立総合教育センターの出前講座にＮＩＥが開設。甲斐崇研究主事（ＮＩＥアド

バイザー）が担当して校内研修や児童生徒の授業に対応開始

５月１１日 教師向け研修会「第１回おきなわＮＩＥセミナー」開催。昨年度まで新聞

社主催だった講座を推進協主催に。原則として偶数月に開催する

５月２４日 県ＮＩＥ推進協議会総会。会費、会則の変更を了承。会費は地元２社１０

万円から１５万円に、全国紙４社３万円から４万円に、通信社２社１万円から３万円に、

宮古・八重山２社３万円据え置き。役員では副会長を１名から２名とし、地元紙２社の編

集局長を充て、任期を１年から２年とした。再任を妨げないことは従来通り。事務局が沖

縄タイムス社へ

７月２５日 ＮＩＥ全国大会（静岡県）参加。県教育庁が前年に続いて職員を派遣し、

県内の教育関係者、新聞社関係者らが参加

７月３０日 金武町教育委員会が主催する教員研修に４人のＮＩＥアドバイザーを派

遣

８月１３日 県中頭教育事務所が主催する１０年経験者研修の選択研修でＮＩＥが取

り入れられ、２０人が受講。推進協に講師派遣依頼があり、兼松、佐久間両アドバイザー

が校種に分かれて講師を務めた
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子美東中教諭が認定

１１月１２日 日本新聞協会実践指定校の那覇市立城北小学校が１１月のおきなわＮＩ

Ｅ月間に合わせ、４年（総合学習）、５年（道徳）、６年（国語）の公開授業を同校で行っ

た

１１月２６日 第６回「いっしょに読もう！新聞コンクール」（日本新聞協会主催）で、

小学生部門の最優秀賞に北中城小６年の瀬底蘭さんが選ばれた。同コンクールの最優秀賞

は県内初。奨励賞３人、優秀学校賞に大里南小が選ばれた

＜２０１６年（平成２８年）＞

２月１６日 山内彰会長、潮平芳和琉球新報編集局長、武富和彦沖縄タイムス編集局長

の両副会長らは県教育庁に諸見里明県教育長を表敬訪問。教育行政とのさらなる連携を確

認した。いっしょに読もう！新聞コンクール最優秀賞の瀬底蘭さんの受賞も報告した

３月１日 ２０１５年度の実践報告会を琉球新報社で開催。日本新聞協会ＮＩＥ実践校

のうち本年度で実践期間が終了する城北小、大里南小、興南中・高校がこれまでの取り組

みや成果を報告した

５月２８日 県ＮＩＥ推進協議会総会

６月１８日 ＮＩＥ研究部会を「ＮＩＥカフェ」として、ケーキやコーヒーの出る飲食

店で開催した。原則毎月第３土曜日の午後２時から開催し、教員が参加しやすい環境にし

た

８月４日 第２１回ＮＩＥ全国大会（大分県）に、山内彰会長ら教育関係者９人と新聞

社関係者が参加。パネル討論や公開授業を通し、大分や各地の事例や手法などに理解を深

めた

１１月４日 県ＮＩＥ実践フォーラム２０１６（沖縄市立室川小学校で）。おきなわＮＩ

Ｅ月間（県教育委員会後援）の中心行事として開催。２、３、６学年（計３クラス）の公

開授業や全体会を行った。約１２０人が参加

１２月１０日 第２２回県中学校総合文化祭で中学生が速報を発行し、両新聞社が支援

した。ＮＩＥ展示コーナーも設置し、実践校や新聞社の活動を紹介。１１日まで

＜２０１７年（平成２９年）＞

３月１日 実践報告会（琉球新報社）日本新聞協会指定のうち、指定最終年の室川小、

県立森川特別支援学校が報告発表を行った

４月２０日 山内彰会長、副会長の普久原均琉球新報社編集局長、石川達也沖縄タイム

ス社編集局長、佐久間アドバイザー、石川アドバイザーらが県教育庁に平敷昭人県教育長

を表敬訪問

５月２６日 県ＮＩＥ推進協議会総会。共同通信社の会費増額を承認（３万円から４万

円に）。事務局が沖縄タイムス社へ

５月２７日 本年度最初のおきなわＮＩＥセミナー。新聞協会取材の「いっしょに読も

う新聞コンクールを授業に組み込む」（佐久間アドバイザー）。その後、６月はこども新聞
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沖縄戦特別版の活用方法（松田アドバイザー）、１１月は「はがき新聞作り」（プール学院

大学の今宮信吾准教授）、２月に「 年間計画の立て方」（石川アドバイザー）を行った。

８月３、４日 ＮＩＥ全国大会名古屋大会に山内彰会長、蔵根美智子前室川小校長、松

田美奈子アドバイザー、金城治・県立総合教育センター研究主事、宮城英誉・緑風学園教

諭、比嘉美保・森川特支教諭、内山直美・糸満中教諭、地元新聞社員が参加した

１２月９、１０日 「第２３回県中学校総合文化祭」（沖縄市民会館など）で、沖縄タイ

ムス、琉球新報の移動編集車両（ワラビーＧＯ！、りゅうちゃん号）を活用し、大会の速

報作りを行った。速報作りには糸満中、美東中の生徒が記者として参加し、新聞社が指導

した

＜２０１８年（平成３０年）＞

１月１７日 名護市教育委員会の後援を得て、実践指定校の同市立小中一貫教育校緑風

学園で 実践フォーラムを開催。朝の フリートーク再現、５年生の社会、１年生と

８年生（中学２年）合同の国語の３本の授業を公開。小中一貫校らしい異学年の学びの蓄

積を他校教員、保護者らに見せた。学校の取り組みを振り返る全体会も行った

３月８日 ２０１７年度の実践報告会を那覇市の沖縄タイムス社で開催した。日本新聞

協会指定のうち、指定最終年の高原小、美東中、興南高校が報告発表を行った。その後、

他の指定校の代表者が３グループに分かれ、報告への質疑、実践交流を行った

５月１０日 緑風学園の宮城英誉教諭がＮＩＥアドバイザーに認定。北部地区での教師

ネットワークづくりへ

５月２６日 ６年目の「おきなわＮＩＥセミナー」スタート。この日は「話す力・書く

力を育てる指導法」をテーマに佐久間洋、宮城英誉両アドバイザーが講師。その後、６月

「切り抜き新聞」（甲斐崇アドバイザーがメイン講師）、１２月「はがき新聞」（講師は桃山

学院教育大学の今宮信吾准教授）を行った。

５月３１日 県ＮＩＥ推進協議会総会。会長に仲村守和元県教育長を選出。山内彰会長

は顧問に就任。６月４日に新旧会長が平敷昭人県教育長を訪問した

７月２６、２７日 ＮＩＥ全国大会岩手大会に宮城英誉アドバイザー、比嘉美保桜野特

別支援学校教諭、宮城通就宜野座高校教諭、蔵根美智子放送大学沖縄学習センター客員准

教授、地元新聞社員が参加した

８月４日 実践資料集（仮称）制作のため、編集委員会を結成し、８、９、１０、翌年

１月に会議。編集作業を進めた。

１０月９日 県教育庁の県立学校教育課、義務教育課から各１人の指導主事を推進協の

幹事に任命

１１月８日 比嘉美保桜野特別支援学校教諭がＮＩＥアドバイザーに承認された

１１月１２日 糸満市立糸満中学校でＮＩＥ実践フォーラム開催。数学、英語、国語、

理科で公開授業を行った

１２月８、９日 「第２４回県中学校総合文化祭」（うるま市民芸術劇場など）で、沖縄

子美東中教諭が認定

１１月１２日 日本新聞協会実践指定校の那覇市立城北小学校が１１月のおきなわＮＩ

Ｅ月間に合わせ、４年（総合学習）、５年（道徳）、６年（国語）の公開授業を同校で行っ

た

１１月２６日 第６回「いっしょに読もう！新聞コンクール」（日本新聞協会主催）で、

小学生部門の最優秀賞に北中城小６年の瀬底蘭さんが選ばれた。同コンクールの最優秀賞

は県内初。奨励賞３人、優秀学校賞に大里南小が選ばれた

＜２０１６年（平成２８年）＞

２月１６日 山内彰会長、潮平芳和琉球新報編集局長、武富和彦沖縄タイムス編集局長

の両副会長らは県教育庁に諸見里明県教育長を表敬訪問。教育行政とのさらなる連携を確

認した。いっしょに読もう！新聞コンクール最優秀賞の瀬底蘭さんの受賞も報告した

３月１日 ２０１５年度の実践報告会を琉球新報社で開催。日本新聞協会ＮＩＥ実践校

のうち本年度で実践期間が終了する城北小、大里南小、興南中・高校がこれまでの取り組

みや成果を報告した

５月２８日 県ＮＩＥ推進協議会総会

６月１８日 ＮＩＥ研究部会を「ＮＩＥカフェ」として、ケーキやコーヒーの出る飲食

店で開催した。原則毎月第３土曜日の午後２時から開催し、教員が参加しやすい環境にし

た

８月４日 第２１回ＮＩＥ全国大会（大分県）に、山内彰会長ら教育関係者９人と新聞

社関係者が参加。パネル討論や公開授業を通し、大分や各地の事例や手法などに理解を深

めた

１１月４日 県ＮＩＥ実践フォーラム２０１６（沖縄市立室川小学校で）。おきなわＮＩ

Ｅ月間（県教育委員会後援）の中心行事として開催。２、３、６学年（計３クラス）の公

開授業や全体会を行った。約１２０人が参加

１２月１０日 第２２回県中学校総合文化祭で中学生が速報を発行し、両新聞社が支援

した。ＮＩＥ展示コーナーも設置し、実践校や新聞社の活動を紹介。１１日まで

＜２０１７年（平成２９年）＞

３月１日 実践報告会（琉球新報社）日本新聞協会指定のうち、指定最終年の室川小、

県立森川特別支援学校が報告発表を行った

４月２０日 山内彰会長、副会長の普久原均琉球新報社編集局長、石川達也沖縄タイム

ス社編集局長、佐久間アドバイザー、石川アドバイザーらが県教育庁に平敷昭人県教育長

を表敬訪問

５月２６日 県ＮＩＥ推進協議会総会。共同通信社の会費増額を承認（３万円から４万

円に）。事務局が沖縄タイムス社へ

５月２７日 本年度最初のおきなわＮＩＥセミナー。新聞協会取材の「いっしょに読も

う新聞コンクールを授業に組み込む」（佐久間アドバイザー）。その後、６月はこども新聞
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タイムス、琉球新報の移動編集車両で大会の速報作りを行った。速報作りには糸満中、美

東中の生徒が記者として参加し、新聞社が指導した

＜２０１９年（平成３１年）＞

１月７、１１日 仲村守和会長が沖縄タイムス社、琉球新報社の社長を訪ね、学校への

購読料軽減措置を要請。７日には平敷昭人県教育長を訪ね、学校図書館への新聞配備状況

の調査を要請した

３月１５日 ２０１８年度の実践報告会を那覇市のてぃるるで開催した。日本新聞協会

指定のうち、指定最終年の糸満中、宜野座高校が報告発表を行った。その後、他の指定校

の代表者が３グループに分かれ、報告への質疑、実践交流を行った
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沖縄県内の実践指定校一覧

＜２０１８年度＞

【日本新聞協会指定】うるま市立川崎小学校▽糸満市立糸満中学校▽県立宜野座高校▽

読谷村立古堅南小学校▽名護市立久辺小学校▽浦添市立仲西小学校

【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽沖縄市立美東中学校▽興南中

学校▽名護市立小中一貫教育校緑風学園▽伊平屋村立伊平屋小学校▽那覇市立城北小学校

▽石垣市立石垣小学校▽沖縄市立室川小学校▽沖縄市立高原小学校

＜２０１７年度＞

【日本新聞協会指定】沖縄市立高原小学校▽名護市立小中一貫教育校緑風学園▽沖縄市

立美東中学校▽興南高校▽うるま市立川崎小学校▽糸満市立糸満中学校▽県立宜野座高校

【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽那覇

市立城北小学校▽石垣市立石垣小学校▽名護市立久辺小学校▽久米島町立久米島小学校▽

渡嘉敷村立渡嘉敷中学校▽沖縄市立室川小学校▽県立森川特別支援学校

＜２０１６年度＞

【日本新聞協会指定】沖縄市立室川小学校▽宮古島市立福嶺小学校▽興南高校▽県立森

川特別支援学校▽沖縄市立高原小学校▽名護市立小中一貫教育校緑風学園▽沖縄市立美東

中学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】沖縄市立比屋根小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校

▽那覇市立城北小学校▽石垣市立石垣小学校▽名護市立久辺小学校▽宮古島市立西辺小学

校▽久米島町立久米島小学校▽八重瀬町立具志頭中学校▽渡嘉敷村立渡嘉敷中学校

＜２０１５年度＞

【日本新聞協会指定奨励枠】興南中学校・高校【日本新聞協会指定通常枠】南城市立大

里南小学校▽那覇市立城北小学校▽沖縄市立北美小学校▽宮古島市立福嶺小学校▽沖縄市

立室川小学校▽県立森川特別支援学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中学

校▽沖縄市立比屋根小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽石垣市立石垣小学校▽沖縄アミー

クスインターナショナル▽宜野座村立松田小学校▽那覇市立小禄南小学校

＜２０１４年度＞

【日本新聞協会指定奨励枠】那覇市立小禄南小学校【日本新聞協会指定通常枠】名護市

立真喜屋小学校▽興南中学校・高校▽南城市立大里南小学校▽北谷町立浜川小学校▽那覇

市立城北小学校▽石垣市立伊野田小学校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中

学校▽沖縄市立比屋根小学校▽沖縄市立コザ小学校▽那覇市立城北中学校若夏分校▽伊平

屋村立伊平屋小学校▽石垣市立宮良小学校▽県立泊高校▽沖縄アミークスインターナショ

ナル▽宜野座村立松田小学校▽宮古島市立平良中学校

＜２Ｏ１３年度＞

【日本新聞協会指定奨励枠】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校【日本新聞協

会指定通常枠】うるま市立中原小学校▽沖縄市立コザ小学校▽沖縄アミークスインターナ

タイムス、琉球新報の移動編集車両で大会の速報作りを行った。速報作りには糸満中、美

東中の生徒が記者として参加し、新聞社が指導した

＜２０１９年（平成３１年）＞

１月７、１１日 仲村守和会長が沖縄タイムス社、琉球新報社の社長を訪ね、学校への

購読料軽減措置を要請。７日には平敷昭人県教育長を訪ね、学校図書館への新聞配備状況

の調査を要請した

３月１５日 ２０１８年度の実践報告会を那覇市のてぃるるで開催した。日本新聞協会

指定のうち、指定最終年の糸満中、宜野座高校が報告発表を行った。その後、他の指定校

の代表者が３グループに分かれ、報告への質疑、実践交流を行った
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ショナル▽名護市立真喜屋小学校▽恩納村立喜瀬武原小中学校▽興南中学校▽県立陽明高

校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中学校▽那覇市立城北中学校若夏分校▽

北谷町立浜川小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽石垣市立伊野田小学校▽石垣市立宮良小

学校▽県立沖縄工業高校

＜２０１２年度＞

【日本新聞協会指定奨励枠】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校【日本新聞協

会指定通常枠】うるま市立中原小学校▽沖縄市立コザ小学校▽沖縄アミークスインターナ

ショナル【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中学校▽豊見城市立豊見城中学校

▽北谷町立浜川小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽石垣市立伊野田小学校

＜２Ｏ１１年度＞

【日本新聞協会指定奨励枠】宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学校【日本

新聞協会指定通常枠】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校▽うるま市立勝連小学

校▽宜野座村立漢那小学校▽読谷村立喜名小学校▽読谷村立読谷中学校▽県立真和志高校

【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】与那原町立与那原中学校▽豊見城市立豊見城中学校

＜２０１０年度＞

【日本新聞教育文化財団指定奨励枠】宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学

校【日本新聞教育文化財団指定】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校▽うるま市

立勝連小学校▽宜野座村立漢那小学校▽読谷村立喜名小学校▽読谷村立読谷中学校▽県立

真和志高校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】うるま市立比嘉小学校▽与那原町立与那原中

学校▽うるま市立石川中学校▽豊見城市立豊見城中学校 ※年度末で日本新聞教育文化財

団が日本新聞協会と合併

＜２００９年度＞

※これ以前はすべて日本新聞教育文化財団指定▽那覇市立さつき小学校▽那覇市立古蔵

中学校▽うるま市立比嘉小学校▽うるま市立高江洲中学校▽宜野湾市立宜野湾小学校▽北

中城村立北中城小学校▽豊見城市立豊見城中学校

＜２００８年度＞

那覇市立さつき小学校▽那覇市立古蔵中学校▽うるま市立比嘉小学校▽うるま市立高江

洲中学校▽宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学校▽豊見城市立豊見城中学校

＜２００７年度＞

那覇市立銘苅小学校▽名護市立大宮小学校▽糸満市立三和中学校（注１）▽那覇市立石

嶺中学校▽うるま市立石川中学校▽沖縄三育中学校 （注１）座間味村立慶留間小中学校

から実践者異動による実践校の変更

＜２００６年度＞

那覇市立銘苅小学校▽名護市立大宮小学校▽座間味村立慶留間小中学校▽那覇市立石嶺

中学校▽うるま市立石川中学校▽沖縄三育中学校▽県立向陽高校（注２）▽県立南風原高

校（注２） （注２）実践者の休職などによる指定中止
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＜２００５年度＞

浦添市立当山小学校▽座間味村立座間味小中学校▽那覇市立小禄中学校▽那覇市立上山

中学校▽県立浦添商業高校

＜２００４年度＞

浦添市立当山小学校▽座間味村立座間味小中学校▽那覇市立小禄中学校▽那覇市立上山

中学校▽県立那覇高校▽県立浦添商業高校

＜２００３年度＞

那覇市立城北小学校▽沖縄市立室川小学校▽琉球大学教育学部附属中学校▽沖縄尚学高

校附属中学校▽県立那覇高校▽県立辺土名高校

＜２００２年度＞

那覇市立城北小学校▽沖縄市立室川小学校▽琉球大学教育学部附属中学校▽沖縄尚学高

校附属中学校▽県立中部商業高校▽県立辺土名高校

＜２００１年度＞

豊見城村立とよみ小学校▽沖縄カトリック小学校▽平良市立西辺中学校▽東風平町立東

風平中学校▽県立中部商業高校▽県立浦添高校

＜２０００年度＞

豊見城村立とよみ小学校▽沖縄カトリック小学校▽平良市立西辺中学校▽東風平町立東

風平中学校▽県立首里東高校▽県立浦添高校

＜１９９９年度＞

那覇市立古蔵中学校▽那覇市立松島小学校▽県立首里東高校

ショナル▽名護市立真喜屋小学校▽恩納村立喜瀬武原小中学校▽興南中学校▽県立陽明高

校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中学校▽那覇市立城北中学校若夏分校▽

北谷町立浜川小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽石垣市立伊野田小学校▽石垣市立宮良小

学校▽県立沖縄工業高校

＜２０１２年度＞

【日本新聞協会指定奨励枠】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校【日本新聞協

会指定通常枠】うるま市立中原小学校▽沖縄市立コザ小学校▽沖縄アミークスインターナ

ショナル【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】南城市立大里中学校▽豊見城市立豊見城中学校

▽北谷町立浜川小学校▽伊平屋村立伊平屋小学校▽石垣市立伊野田小学校

＜２Ｏ１１年度＞

【日本新聞協会指定奨励枠】宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学校【日本

新聞協会指定通常枠】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校▽うるま市立勝連小学

校▽宜野座村立漢那小学校▽読谷村立喜名小学校▽読谷村立読谷中学校▽県立真和志高校

【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】与那原町立与那原中学校▽豊見城市立豊見城中学校

＜２０１０年度＞

【日本新聞教育文化財団指定奨励枠】宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学

校【日本新聞教育文化財団指定】那覇市立小禄南小学校▽沖縄市立越来小学校▽うるま市

立勝連小学校▽宜野座村立漢那小学校▽読谷村立喜名小学校▽読谷村立読谷中学校▽県立

真和志高校【沖縄県ＮＩＥ推進協議会指定】うるま市立比嘉小学校▽与那原町立与那原中

学校▽うるま市立石川中学校▽豊見城市立豊見城中学校 ※年度末で日本新聞教育文化財

団が日本新聞協会と合併

＜２００９年度＞

※これ以前はすべて日本新聞教育文化財団指定▽那覇市立さつき小学校▽那覇市立古蔵

中学校▽うるま市立比嘉小学校▽うるま市立高江洲中学校▽宜野湾市立宜野湾小学校▽北

中城村立北中城小学校▽豊見城市立豊見城中学校

＜２００８年度＞

那覇市立さつき小学校▽那覇市立古蔵中学校▽うるま市立比嘉小学校▽うるま市立高江

洲中学校▽宜野湾市立宜野湾小学校▽北中城村立北中城小学校▽豊見城市立豊見城中学校

＜２００７年度＞

那覇市立銘苅小学校▽名護市立大宮小学校▽糸満市立三和中学校（注１）▽那覇市立石

嶺中学校▽うるま市立石川中学校▽沖縄三育中学校 （注１）座間味村立慶留間小中学校

から実践者異動による実践校の変更

＜２００６年度＞

那覇市立銘苅小学校▽名護市立大宮小学校▽座間味村立慶留間小中学校▽那覇市立石嶺

中学校▽うるま市立石川中学校▽沖縄三育中学校▽県立向陽高校（注２）▽県立南風原高

校（注２） （注２）実践者の休職などによる指定中止
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陶
芸
班
　
震
災
当
時
か
ら
復
興
に
向
け
て
の

記
事
を
読
み
、
考
え
方
の
違
う
３
人
で
制
作
し
た
。

震
災
に
つ
い
て
思
う
こ
と
は
人
ぞ
れ
ぞ
れ
。
表
面

の
ぷ
つ
ぷ
つ
は
そ
れ
を
表
現
し
て
い
る

　
彫
刻
班
　
首
か
ら
下
が
な
い
作
品
を
創

作
し
、
希
望
に
向
か
っ
て
踏
み
出
す
足
や
大

切
な
人
を
守
る
腕
を
想
像
す
る
こ
と
で
、
今

自
分
が
生
き
て
い
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
を

想
像
し
て
ほ
し
い
と
の
思
い
を
込
め
た

　
絵
画
班
　
震
災
時
の
空
撮
写
真
に
掲
げ

ら
れ
た
見
出
し
「
郷
土
失
色
」
と
い
う
記
事

か
ら
発
想
を
得
た
。
愛
す
る
人
や
大
切
な
も

の
が
奪
わ
れ
た
震
災
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
、
失
っ
た
日
常
に
再
び
色
を
与
え

る
一
つ
の
手
段
と
考
え
、
一
人
一
人
が
担
当

の
色
を
持
ち
、
作
品
を
制
作
し
た

　
デ
ザ
イ
ン
班
　
記
事
を
読
ん
で
伝
え

た
い
こ
と
を
作
品
に
込
め
た
。
「
３
・
�
」

を
希
望
の
記
号
と
見
な
し
た
生
徒
は
、
当

た
り
前
が
い
つ
な
く
な
る
か
考
え
ず
に
生

き
て
い
る
女
子
高
生
が
水
に
溶
け
て
い
る

様
子
を
描
き
、
皮
肉
を
込
め
た

教
科
書
か
ら
被
災
し
た
ワ
カ
メ
養
殖
業
者
の
思
い
を
読
み
取
り
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

に
ま
と
め
る
児
童
た
ち
＝
７
月
�
日
、
ア
イ
ー
ナ
い
わ
て
県
民
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー

公
開
授
業
で
、
自
分
が
選
ん
だ
新
聞
記
事
に
つ
い
て
話

す
大
槌
学
園
の
小
学
生
＝
７
月
�
日
、
岩
手
県
大
槌
町

「
新
聞
と
歩
む
　
復
興
、
未
来
へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
７
月
�
、
�
の
両
日
、
岩
手
県
盛
岡
市
で
開
か
れ
た
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
（
�
日
の
全
体
会
）

岩
手
大
学
教
育
学
部
付
属
小
６
年
が
取
り
組
ん
だ
ス
ク
ラ
ッ
プ
新

聞
。
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
利
用
し
、
「
命
を
守
る
　
未
来
を
つ

く
る
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
「
～
東
日
本
大
震
災
、
あ
の
と
き
と
今
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
て
制
作
し
た
。
被
害
を
伝
え
る
記
事
や

復
興
が
進
む
様
子
を
伝
え
る
記
事
が
並
べ
ら
れ
、
震
災
の
教
訓
を
生

か
す
た
め
に
「
復
興
や
当
時
の
こ
と
を
伝
え
、
た
く
さ
ん
の
人
に
知

っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
」
と
考
え
を
ま
と
め
て
い
る

３ 校 種 連 携 し て 作 っ た 復 興 缶 詰 復 興 缶 詰 の 取 り 組 み に つ い て 説 明

す る 宮 古 水 産 高 校 の 村 上 美 香 教 諭

聴 覚 障 が い の あ る 生 徒 が 作 っ た 壁 新 聞 を 紹 介 す る

千 葉 信 子 教 諭 （ 左 ） と 寄 宿 舎 の 山 口 祥 指 導 員 ＝ ７

月 � 日 、 ア イ ー ナ い わ て 県 民 情 報 交 流 セ ン タ ー

　 新 聞 は 、 い ろ ん な 経 験 を 社

会 で 共 有 す る た め の 基 盤 だ 。

東 日 本 大 震 災 や 西 日 本 豪 雨 な

ど 災 害 の 記 事 で 言 え ば 、 読 ん

で 被 害 の 切 実 さ を 感 じ 、 防 災

の 動 機 づ け と な れ ば 、 社 会 の

耐 震 性 が 増 す 。 多 様 な 経 験 が

記 録 さ れ た 新 聞 は 、 教 育 現 場

で さ ま ざ ま な 活 用 法 が あ る 。

　 月 曜 の 朝 の � 分 間 を 、 子 ど

も が 選 び 切 り 抜 い て き た 新 聞

記 事 を 自 ら 紹 介 し 、 意 見 を 発

表 す る 時 間 に 充 て て ほ し い 。

一 つ の 記 事 を 選 ぶ た め に は 、

い ろ い ろ な ペ ー ジ を 開 く 必 要

が あ り 、 世 界 が 広 が る き っ か

け に な る 。 地 域 に 関 す る 記 事

を 読 め ば 郷 土 愛 に も つ な が る

だ ろ う 。

　 切 り 抜 い て ノ ー ト に 貼 っ

て 、 発 表 す る と い う 手 作 業 が

大 事 。 記 事 の 内 容 が し っ か り

体 に 刻 ま れ 、 自 分 の こ と と し

て 感 じ ら れ る か ら だ 。 そ れ が

当 事 者 意 識 や 主 体 性 を 養 う こ

と に な る 。 ひ い て は 問 題 を 自

分 で 見 つ け 、 解 決 策 を 探 す 「 新

た な 学 力 」 を 育 て る 。 紙 の 新

聞 は 、 そ の 教 材 に 向 い て い る 。

　 日 本 語 力 を 鍛 え る に は 国 語

の 授 業 だ け で は 足 り な い 。 実

用 的 な 言 葉 で 書 か れ た 新 聞 を

活 用 す る 方 法 は 有 効 だ 。 今 を

生 き る 子 ど も た ち に は 、 相 手
ご い

に し っ か り 意 味 を 伝 え る 語 彙

力 が 求 め ら れ て い る 。

　 さ い と う ・ た か し 　 １ ９ ６ ０ 年 静 岡 市 生 ま れ 。

明 治 大 教 授 。 専 門 は 教 育 学 や 身 体 論 、 コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 論 。 著 書 に 「 声 に 出 し て 読 み た い 日 本 語 」

「 新 聞 力 」 な ど 多 数 。

　 岩 手 県 立 盛 岡 聴 覚 支 援 学 校 は 、

聴 覚 障 が い の あ る 生 徒 が 新 聞 ス ク

ラ ッ プ や 壁 新 聞 作 り を 通 し て 言 葉

や 社 会 へ の 関 心 を 深 め 、 表 現 力 を

高 め る こ と を 目 標 と し た 実 践 「 ふ

れ て 、 は ぐ く む こ と ば 」 を 報 告 し

た 。
　 同 校 中 学 部 で は 、 東 日 本 大 震 災

の 復 興 ・ 防 災 学 習 に 新 聞 を 活 用 し

た 。 「 震 災 直 後 の イ メ ー ジ し か 持

っ て い な い 」 と い う 生 徒 が 大 多 数

を 占 め る 中 、 朝 活 動 や 国 語 の 授 業

を 利 用 し て 、 新 聞 か ら 被 災 地 の 近

況 や 被 災 者 の 声 を 読 み 取 り 、 今 後

の 復 興 に つ い て 考 え た 。

　 そ の 後 は グ ル ー プ に 分 か れ 、 「 被

災 地 へ の 支 援 」 な ど 関 心 の あ る テ

ー マ に 沿 っ た 記 事 を ス ク ラ ッ プ

し 、 壁 新 聞 作 り に 取 り 組 ん だ 。 活

動 を 通 し て 、 生 徒 た ち は 文 章 を 読

む こ と へ の 抵 抗 が 少 な く な り 、 「 原

子 力 発 電 所 」 な ど 災 害 関 連 手 話 も

学 ぶ こ と が で き た と い う 。

　 千 葉 信 子 教 諭 は 「 聴 覚 障 が い は

情 報 を 十 分 に 取 り 込 め な い た め に

言 葉 の 獲 得 や コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

が 難 し く な る こ と が 問 題 だ 。 視 覚

情 報 は 非 常 に 大 切 で 、 要 点 が ま と

め ら れ て い る 新 聞 は 有 効 な 教 材

だ 」 と 話 し た 。

　 寄 宿 舎 で も 壁 新 聞 作 り を 実 施

し 、 職 員 や 生 徒 の 交 流 を 深 め な が

ら 、 社 会 へ の 関 心 を 広 げ て い る 。

　 震 災 時 は 被 害 が 少 な い と こ

ろ に い た 。 父 が 持 っ て き た 新

聞 で 友 達 や 祖 母 の い る 地 域 に

甚 大 な 被 害 が あ っ た と 知 っ

た 。 何 を し た ら い い の か 分 か

ら な く な っ た が 、 取 り あ え ず

支 援 物 資 の 仕 分 け や 避 難 所 の

炊 き 出 し ボ ラ ン テ ィ ア を し

た 。 そ の と き 、 近 所 に 住 む 中

学 の 先 生 か ら 「 新 聞 を 書 い て

み な い か 」 と 言 わ れ 、 震 災 か

ら １ 週 間 後 に 「 学 校 新 聞 　 希

望 」 を 発 行 し た 。

　 「 希 望 」 は 地 域 と つ な が る 手

段 と な っ た 。 「 な ん で も 声 を 掛

け て く だ さ い 」 と 新 聞 に 載 せ

た こ と で 、 さ ま ざ ま な お 手 伝

い の 依 頼 を 受 け た 。 地 域 を 励

ま す 思 い で 始 め た が 、 い ろ い

ろ な 人 と の 出 会 い も あ り 逆 に

励 ま さ れ る こ と の 方 が 多 か っ

た 。
　 「 希 望 」 は 今 も 後 輩 た ち が

作 り 続 け て く れ て い る 。 し か

し 、 始 め た 思 い な ど を 理 解 し

て い な い た め た だ の 作 業 に な

っ て し ま っ て お り 、 震 災 の 記

憶 の 風 化 が 課 題 だ 。

　 風 化 を 防 ぐ た め 、 教 員 に な

っ て 自 分 の 言 葉 で 子 ど も た ち

に 伝 え て い き た い 。 過 去 の 情

報 を 知 る 手 段 と し て 新 聞 を 使

い 、 学 ぶ 機 会 を 提 供 す る こ と

で 、 子 ど も た ち が 自 ら 課 題 を

見 つ け て 解 決 に 向 か っ て い け

る と 考 え て い る 。

　 震 災 当 時 、 小 学 ３ 年 生 だ っ

た 。 地 震 が 起 き た と き は 算 数

の 授 業 中 で そ ろ ば ん を 習 っ て

い た が 、 隣 接 し て い た 中 学 校

の 生 徒 が 走 っ て 逃 げ て い た の

で 私 た ち も 逃 げ る こ と に な っ

た 。 中 学 校 と は 日 頃 か ら 一 緒

に 津 波 の 避 難 訓 練 を や っ て い

た の で 、 手 を つ な い で 走 っ た 。

「 大 丈 夫 だ よ 」 と 声 を 掛 け て

く れ て う れ し か っ た こ と を 覚

え て い る 。

　 中 学 生 に な る と ボ ラ ン テ ィ

ア 活 動 に 積 極 的 に 参 加 し た 。

仮 設 住 宅 な ど に 来 る ボ ラ ン テ

ィ ア の 人 を 見 て い た か ら だ 。

「 助 け ら れ る 人 か ら 助 け る 人

へ 」 と ス ロ ー ガ ン を 掲 げ て 生

徒 会 に 所 属 し 、 活 動 し た 。 高

校 生 に な っ た 今 も 活 動 を 続 け

て お り 、 普 段 か ら 地 域 と の コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 必 要 だ と

感 じ て い る 。 自 分 た ち も 中 学

生 と の 交 流 が あ っ た か ら 逃 げ

る こ と が で き た 。

　 震 災 の 記 憶 を 風 化 さ せ な い

た め に 、 語 り 部 を 増 や す 必 要

が あ る と 考 え て い る 。 こ れ か

ら 小 学 校 に 入 学 し て く る 子 ど

も は も う 震 災 を 経 験 し て い な

い 。 ち ゃ ん と 震 災 に つ い て 伝

え る こ と で 風 化 を 防 ぐ こ と が

で き る 。

　 「 新 聞 と 歩 む 　 復 興 、 未 来 へ 」 を テ ー

マ に 、 「 第 � 回 Ｎ Ｉ Ｅ 全 国 大 会 盛 岡 大 会 」

（ 日 本 新 聞 協 会 主 催 ） が ７ 月 � 、 � の 両

日 、 盛 岡 市 の 盛 岡 地 域 交 流 セ ン タ ー ・ マ

リ オ ス 、 ア イ ー ナ い わ て 県 民 情 報 交 流 セ

ン タ ー を 主 会 場 に 開 か れ た 。 全 国 か ら 教

育 、 新 聞 関 係 者 ら 約 １ ６ ０ ０ 人 が 参 加 し

た 。 公 開 授 業 ・ 実 践 発 表 を 通 し て 災 害 を

記 録 し 、 復 興 の 様 子 を 伝 え る 新 聞 の 役 割

を 考 え る と と も に 、 教 材 と し て 活 用 す る

可 能 性 を 考 え た 。 東 日 本 大 震 災 で 甚 大 な

被 害 を 受 け た 大 槌 町 の 小 中 一 貫 教 育 校

「 大 槌 学 園 」 で も 公 開 授 業 が 開 か れ 、 そ

の 模 様 が 盛 岡 会 場 で 放 映 さ れ た 。

　 盛 岡 市 立 松 園 小 学 校 で は

総 合 的 な 学 習 の 時 間 を 利 用

し て 、 新 聞 ス ク ラ ッ プ や 声

の 欄 へ の 投 稿 を 継 続 的 に 続

け て き た 。 そ う し て 培 っ た

力 を 他 教 科 に 生 か す こ と を

目 的 に 、 中 嶋 一 良 教 諭 が ５

年 生 の 道 徳 の 公 開 授 業 を 行

っ た 。

　 東 日 本 大 震 災 で 壊 滅 的 な

被 害 を 受 け た 岩 手 県 田 野 畑

村 で ワ カ メ 養 殖 業 を 営 む 男

性 が 水 揚 げ を 再 開 さ せ る ま

で の 行 動 や 思 い を 追 っ た 読

み 物 「 日 本 一 の 復 興 を 目 指

し て 」 を 活 用 。 さ ら に 岩 手

日 報 の 記 事 「 借 金 し て 漁 で

き る の か 」 な ど 、 被 災 し た

漁 師 の 思 い を 伝 え る 教 材 を

使 用 し 、 困 難 を 克 服 す る 人

間 の 強 さ に つ い て 考 え た 。

　 児 童 た ち は 教 材 を 読 み 、

養 殖 業 者 の 「 強 い 気 持 ち 」

と 「 弱 い 気 持 ち 」 を ま と め

た 。 心 が 揺 れ た り 諦 め た り

し そ う に な っ た 時 期 が あ り

な が ら も 、 努 力 し 続 け た 被

災 者 の 意 志 を 知 る こ と を 狙

い と し た 取 り 組 み 。

　 児 童 た ち は 「 寒 い 時 期 で

が れ き を 片 付 け る の に 心 が

折 れ て 不 安 に な っ た 」 「 日

本 一 の ワ カ メ を み ん な に 食

べ て 喜 ん で も ら お う と 決 心

し た 」 な ど 多 く の 意 見 を 出

し 合 っ た 。

　 中 嶋 教 諭 は 「 努 力 し 続 け

る た め に は 何 が 必 要 か 」 「 自

分 の 生 活 や 経 験 で 努 力 が 必

要 だ と 思 っ た こ と や 今 後 頑

張 り た い こ と は ？ 」 と 問 い

掛 け 、 被 災 者 の 経 験 を 通 し

て 児 童 自 身 が 自 分 を 見 つ め

る 時 間 を 設 け た 。 児 童 た ち

は 次 々 と 手 を 挙 げ 、 「 強 い

気 持 ち や 目 標 を 持 つ 」 「 諦

め ず 夢 を か な え る 」 な ど と

答 え て い た 。

　 岩 手 県 立 宮 古 水 産 高 校 の 村 上

美 香 教 諭 は 「 ３ 校 種 連 携 し て 復

興 缶 詰 を つ く ろ う ！ ～ 缶 詰 に 詰

め 込 ん だ 防 災 と 未 来 ～ 」 と 題 し

た 取 り 組 み に つ い て 発 表 し た 。

　 小 中 高 連 携 と い う テ ー マ の

下 、 同 校 食 品 家 政 科 食 品 管 理 系

の ３ 年 が 中 心 と な り 、 震 災 時 に

活 躍 し た 缶 詰 を 制 作 し た 。 年 齢

に 応 じ た 役 割 分 担 を 考 え 、 小 学

生 は 缶 詰 の ラ ベ ル デ ザ イ ン 、 中

学 生 に は 缶 詰 の レ シ ピ の ア イ デ

ア を 出 さ せ た 。 そ の 際 、 高 校 生

が 新 聞 を 基 に 震 災 に つ い て ま と

め 、 小 中 学 生 に 出 前 授 業 を 行 っ

た 。 非 常 食 と し て の 缶 詰 と い う

視 点 か ら 、 ど の 年 齢 で も 抵 抗 感

の な い 味 付 け に こ だ わ っ た 。

　 村 上 教 諭 は 「 新 聞 を 通 し て 震

災 に つ い て 学 び 直 す こ と で 、 改

め て 防 災 意 識 や 復 興 へ の 気 持 ち

を 持 た せ る こ と が で き た 」 と 話

し た 。

　
緑
風
学
園
　
宮
城
英
誉
教
諭
　
復
興
を
願
い
、
本
気
で
考

え
を
話
し
合
う
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
心
か
ら
感
動
し
た
。
あ

る
授
業
で
は
、
震
災
後
も
ワ
カ
メ
養
殖
を
続
け
る
漁
師
の
記

事
を
基
に
、
子
ど
も
た
ち
が
互
い
の
意
見
を
受
け
入
れ
な
が

ら
、
自
分
事
と
し
て
発
言
す
る
場
面
が
随
所
に
見
ら
れ
た
。

新
聞
を
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
道
徳
の

学
習
に
も
深
ま
り
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
可
能
性
を
得

る
大
会
で
あ
っ
た
。

　
桜
野
特
別
支
援
学
校
　
比
嘉
美
保
教
諭
　
震
災
か
ら
７
年

が
た
ち
、
現
地
で
は
意
外
に
も
「
風
化
」
の
兆
し
が
見
え
始

め
た
中
で
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
。
「
継
承
」
を
誓
い
学
ぶ

子
ど
も
た
ち
の
真
剣
な
姿
に
心
が
震
え
た
。
公
開
授
業
で
は
、

課
題
に
対
す
る
解
決
策
に
つ
い
て
意
見
を
交
流
さ
せ
る
子
ど

も
た
ち
の
熱
量
と
、
防
災
・
減
災
の
本
質
に
気
付
け
る
よ
う

綿
密
に
計
画
さ
れ
た
学
習
活
動
や
授
業
展
開
に
圧
倒
さ
れ

た
。
今
後
私
の
立
場
で
で
き
る
実
践
を
試
み
た
い
。

　
宜
野
座
高
校
　
宮
城
通
就
教
諭
　
こ
の
大
会
を
通
し
て
考

え
た
の
は
「
問
題
意
識
を
い
か
に
（
学
習
者
の
）
心
に
落
と

し
込
む
か
」
と
い
う
こ
と
だ
。
「
新
聞
」
は
道
具
で
あ
る
。

し
か
し
教
材
に
す
る
こ
と
で
、
学
習
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
力
を

伸
ば
す
仕
掛
け
を
た
く
さ
ん
作
れ
る
と
い
う
こ
と
が
実
証
さ

れ
た
。
Ｎ
Ｉ
Ｅ
を
通
し
て
授
業
者
は
「
教
え
る
こ
と
の
意
味
」

を
確
認
し
、
学
習
者
は
「
学
ぶ
こ
と
の
価
値
」
を
実
感
で
き

て
い
た
大
会
で
あ
っ
た
。

　
藏
根
美
智
子
・
放
送
大
学
客
員
准
教
授
　
公
開
授
業
で
生

徒
た
ち
が
「
明
日
が
来
る
保
証
は
な
い
。
一
分
一
秒
を
大
切

に
し
た
い
」
と
言
い
、
「
今
日
で
全
て
が
終
わ
る
と
し
た
ら
、

伝
え
た
い
、
ど
ん
な
に
あ
な
た
を
愛
し
て
い
る
か
」
と
歌
っ

た
。
被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
の
感
性
は
未
来
や
復
興
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
る
。
新
聞
の
発
信
力
を
子
ど
も
た
ち
が
受
け
取

り
、
復
興
を
目
指
す
意
志
が
伝
わ
っ
た
。
新
聞
を
活
用
す
る

教
員
の
手
腕
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。

　 「 大 槌 町 で 活 動 し て い る

人 た ち の 共 通 点 っ て 何 だ と

思 う ？ 」 。 三 陸 海 岸 に 面 す

る 大 槌 町 の 小 中 一 貫 教 育 校

「 町 立 大 槌 学 園 」 で 開 か れ

た 公 開 授 業 。 ６ 年 １ 組 の 担

任 ・ 多 田 俊 舗 教 諭 の 質 問

に 、 児 童 た ち の 手 が 次 々 と

上 が る 。

　 町 は 震 災 で 人 口 の 約 １ 割

の １ ２ ８ ６ 人 が 亡 く な り 、

家 屋 の ７ 割 が 消 失 。 復 興 に

向 か う 中 で ５ 年 前 、 防 災 や

教 育 を 学 ぶ 独 自 の 科 目 「 ふ

る さ と 科 」 を 創 設 し た 。 公

開 授 業 は そ の 一 こ ま で 、 テ

ー マ は 「 復 興 の た め に 努 力

し て い る 人 の 思 い を 読 み 取

る 」 だ っ た 。 教 材 は 岩 手 日

報 や 河 北 新 報 な ど に 掲 載 さ

れ た 復 興 に 思 い を 寄 せ る 人

々 の イ ン タ ビ ュ ー や 活 動 を

描 い た 記 事 。 児 童 ら は 記 事

を 読 み 込 み そ れ ぞ れ １ 本 を

選 び 、 授 業 に 臨 ん だ 。

　 「 登 場 す る 人 た ち の 共 通

点 を 挙 げ よ う 」 と い う 多 田

教 諭 の 声 掛 け に 、 児 童 か ら

は 「 悲 し み や 苦 し み が あ る

か ら こ そ 、 復 興 を 願 い そ の

た め に 努 力 し て い る 」 「 笑

顔 を 届 け る こ と 」 な ど の 意

見 が 出 て き た 。

　 ク ラ ス � 人 の 半 数 以 上 が

自 宅 を 失 い 、 ３ 人 が 家 族 を

亡 く し た 。 普 段 で も 、 揺 れ

や 防 災 訓 練 音 に 敏 感 だ と い

う 。
　 今 後 は こ れ ま で 集 め て き

た 記 事 か ら 感 じ た こ と を ま

と め 「 希 望 新 聞 」 を つ く る

予 定 だ 。 多 田 教 諭 は 新 聞 づ

く り を 通 し て 、 そ れ ぞ れ の

児 童 が 大 槌 町 の た め に 「 自

分 に で き る こ と 、 自 分 に し

か で き な い こ と を 考 え て ほ

し い 」 と 願 う 。 熊 谷 百 笑 さ

ん （ � ） は 「 記 事 に 出 て く る

人 た ち の 言 葉 を 抜 き 出 し 、

吹 き 出 し で 表 現 し て み た

い 」 と 意 欲 を 見 せ て い た 。

　 岩 手 県 立 不 来 方 高 校 ３ 年

普 通 科 芸 術 学 系 の 国 語 科 公

開 授 業 は 「 私 た ち の 『 希 望

の 記 号 』 」 と 題 し て 、 芸 術

科 と の 教 科 を 横 断 す る 手 法

で 展 開 さ れ た 。

　 芸 術 学 系 の 生 徒 ら は 日 頃

か ら 美 術 陶 芸 や 音 楽 な ど の

分 野 を 学 習 し 、 創 作 に 取 り

組 ん で い る 。 今 回 は 現 代 文

の 授 業 で 「 記 号 論 」 に つ い て

学 ん だ 後 、 震 災 に 関 す る 記

事 や 新 聞 広 告 を 基 に 復 興 を

象 徴 す る 作 品 を 創 り 、 プ レ

ゼ ン テ ー シ ョ ン を 行 っ た 。

　 会 場 で は 陶 芸 班 や 音 楽 班

な ど 六 つ の 班 に 分 か れ て 作

品 に 込 め た 思 い を 説 明 。 音

楽 班 は 新 聞 広 告 に 載 っ て い

た 詩 に 曲 を つ け 、 歌 声 で そ

の メ ロ デ ィ ー を 披 露 し た 。

（
１
４
）
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（
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　方見の諭教加参

認確性効有へ善改業授

諭教美直山内 任主究研・者表代践実

                                      

認確﹂業授は本基﹁

長校樹正覇那與

                                      

與 那 覇 正 樹 校 長

生 活 へ と 直 結

記 事 が 伝 え る

　
運 天 浩 俊 教 諭 ・ 北 山 高 校

　

理 科 の 授 保 で は  日 頃 学 ん で

い る 理 科 の 知 識 が 生 活 に 化 り

入 れ ら れ て い る と い う こ と

を  記 事 を 通 し て 伝 え て い た

こ と が 良 か  た  理 科 に 関 す

る 記 事 は 見 つ け る の が 難 し

い  教 諭 が あ ら か じ め 選 ん で

提 価 す る こ と で 学 び を 深 め る

時 間 を つ く  て い た  参 公 に

な  た 

　
本 校 は 昨 年 ７ 月 に 日 本 新 聞

協 会 指 定 Ｎ Ｉ Ｅ 実 践 校 と な

り  新 聞 を ど の よ う に 使 う か

先 生 方 と 議 論 し て き た  そ の

と き 再 度 確 認 し 合  た の は

﹁ 教 師 の 基 本 は 授 保 で あ る ﹂

と い う こ と  Ｎ Ｉ Ｅ ア つ に イ

け  の 先 生 方 か ら 助 言 を も ら

い な が ら  今 後 の 授 保 が も 

と よ く な る よ う 願  て い る 

　
ば   や ほ 開 催 校 の 糸 満 中

学 校 は ２ ０ １ ７   年 度 の 日

本 新 聞 協 会 指 定 実 践 校  実 践

代 表 者 の 内 山 直 美 教 諭 は 本 年

度  校 務 分 掌 で 研 究 主 任 を 務

め た  学 校 の 目 標 は ﹁ 授 保 万

善 뗓  内 山 教 諭 は ば   や ほ

を 振 り 返  て ﹁ か ル  ひ 学 習

を 入 れ る な ど  授 保 万 善 の 形

は 整  て き た  あ と は 発 問 や

教 分 を 高 め て い く が  新 聞 活

用 も 手 段 と し て 有 効 と 確 認 で

き た ﹂ と 話 し た 

　
教 科 担 任 制 の 中 学 で は  社

会 科 で 指 導 内 容 に

　
合 わ せ た

資 料 と し て 使  た り  国 語 で

の 読 解 や 小 論 文 対 策 で 新 聞 を

使  た り す る こ と が 多 か 

た  今 回 の ば   や ほ は  な

じ み の 薄 い 数 学  理 科  英 語

で 授 保 を 行  た の が 特 徴 だ 

た 
　
ば   や ほ の 後  、 か の 教

師 か ら も 新 聞 を 使  た 授 保 の

ア イ デ ア が 出 た と い う 

　
内 山 教 諭 は ﹁ 新 聞 活 用 を 通

し て 学 校 が 一 つ に な  て 化 り

組 め た  教 科 の 壁 が あ る と い

わ れ る 中 学 で Ｎ Ｉ Ｅ に 化 り 組

む 意 何 は 大 き い ﹂ と 振 り 返 

た 

リ  デ  ン グ

深 み あ る 学 び

　
伊 波 妙 子 教 諭 ・ 緑 風 学 園

︵ 久 志 小 学 校 ︶

　
英 語 の 授 保

を 見 学 し た  新 聞 を 使 う こ と

で  深 み の あ る リ  デ  ン か

の 学 び に つ な が る と 人 じ た 

子 ど も 新 聞 の 英 語 の コ  づ 

を 使 い  和 訳 の 部 分 を 隠 し て

お イ さ 形 式 の 授 保 も で き る と

思 う  ぜ ひ 応 用 し た い 

小 学 校 と 中 学

つ な が り 発 見

　
上 江 洲 こ  ア ナ か お る 教 諭

・ 沖 縄 ア ミ  お

　
ス イ ン タ 

ナ シ 

　
ナ ル

　
Ｎ Ｉ Ｅ の 実 践

を し て い る の は 小 学 校 が 多 い

中  中 学 校 で  そ れ も 多 教 科

で 公 開 授

　
保 を し て も ら  て

あ り が た い  小 学 校 で 教 え て

い る 立 場 か ら す る と  中 学 へ

の つ な が り が 見 え て 良 か 

た 
生 き た 情 報 で

有 用 性 を 実 感

　
大 城 盛 浩 教 諭 ・ 南 風 原 中 学

校

　
生 徒 に ﹁ 数 学 は 役 に 立 つ

の ？ ﹂ と よ く 聞 か れ る  投 票

者 数 ・ 率 と い う 生 き た 情 容 を

使 う こ と で  数 学 の 有 用 性 を

人 じ  関 心 を 持  て も ら え る

の で は な い か と 思  た  功 面

の レ イ ア ウ っ か ら 図 形 の 学 習

に 結 び 付 け ら れ る か も し れ な

い と 人 じ た 

事
記

る
え

越 　
守

の
科

教

てし識意
　

的目う使事記











    










 

会
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全
言

助
が

諭
教

５
の

ー
ザ

イ
バ

つ
ア

Ｅ
Ｉ

Ｎ

宮 城 英 誉 教 諭

石 川 美 穂 教 諭

佐 久 間 洋 教 諭

松 田 美 奈 子 主 幹 教 諭

比 嘉 美 保 教 諭

　
公 開 授 保 後 の 全 体 会 で は 

日 本 新 聞 協 会 Ｎ Ｉ Ｅ ア つ に イ

け  の ５ 教 諭 が 助 言 し た 

　
国 語 を 見 た 石 川 美 穂 ・ 興 夏

中 教 諭 は ﹁ 自 分 の 意 見 を 論 じ

る 時  反 対 の 意 見 も 用 い る と

い う 有 効 な 活 用 法 も 見 ら れ

た  生 徒 同 士 が 教 え 合 う 場 面

も あ り  対 話 的 な 深 い 学 び だ

 た ﹂ と 評 価 し  뗒 先 生 が し

 か り 新 聞 を 読 み 込 み  適 切

な 記 事 を 配 布 し た こ と が 成 功

の へ イ ン っ だ  た 뗓 と 危 べ た 뗇

万 善 点 と し て は  生 徒 が 公 え

た 意 見 を う  つ に 書 い て 並 び

替 え る 初 保 が あ る と  意 見 の

比 較 や 論 理 的 な ス は  ぜ の 組

み 立 て が で き る と し た 

　
佐 久 間 洋 ・ 比 屋 根 小 教 諭 は

英 語 を 担 当  뗒 全 国 大 会 に も

何 度 か 参 加 し た が  英 語 の 授

保 で 新 聞 を 使 う の は 画 期 的 ﹂

と 驚 い た  英 効 新 聞 は 大 人 で

も 全 文 読 む の は 難 し い と し

﹁ お イ さ 形 式 で 見 出 し を 和 訳

さ せ る 方 法 も あ る の で は  英

語 の ４ こ ま 届 画 が 載  て い る

新 聞 を 使 う 手 も あ る ﹂ と 提 案

し た 
　
理 科 を 見 た 宮 城 英 誉 ・ 緑 風

学 園 教 諭 は  뗒 生 徒 一 人 一 人

が 一 生 懸 命 新 聞 と 向 き 合  て

い た ﹂ と 人 心 し た 様 子  記 事

を 要 約 す る 初 保 は 時 間 が か か

る と し て ﹁ リ  つ 文 に ﹃ ５ Ｗ

１ Ｈ ﹄ が ま と め ら れ て い る の

で  要 約 は リ  つ 文 を 使 い 

今 後 の 予 想 を 立 て る 部 分 に 時

間 を 使 う と  も  と 学 び が 深

ま  た と 思 う ﹂ と 助 言 し た 

　
数 学 を 見 た 松 報 美 奈 子 ・ 美

東 中 主 幹 教 諭 は  ど の か ル 

ひ か ら も 発 言 が あ  た こ と を

評 価 し ﹁ え  ぜ ン ず イ べ  や

ず ブ レ  っ で 時 間 設 定 を 視 覚

化 す る と  生 徒 の 時 間 他 理 能

力 も 向 が る と 思 う ﹂ と ア つ に

イ ス し た 

　
教 分 と な る 記 事 を 見 つ け る

方 法 と し て 뗒 教 師 が 日 頃 か ら 뗆

ど ん な 力 を 生 徒 に 付 け て も ら

い た い か 意 識 す る こ と  今 は

使 わ な い 記 事 で も 次 に 使 う か

も し れ な い も の は お リ ア ば 

イ ル や 箱 に 化  て お く こ と ﹂

と 話 し た 

　
比 嘉 美 保 ・ 桜 野 特 別 支 援 学

校 教 諭 は 全 授 保 を 見 て ﹁ 社 会

と 自 分 た ち を 近 づ け る た め に

新 聞 は 有 効  生 徒 た ち に 当 事

者 意 識 を 持 た せ る た め に 新 聞

を 使  て い た こ と が 良 か 

た ﹂ と 人 想 を 危 べ た  特 別 支

援 教 育 の 視 点 か ら ﹁ 勉 で 聞 く

よ り 目 で 見 る こ と が 得 意 な 子

に と  て は  い か に 視 覚 的 に

教 師 の 狙 い を 提 示 す る か が 大

事 ﹂ 뗒 生 徒 に 何 を 公 え さ せ た

い か  教 師 が か み 砕 く 必 要 が

あ る ﹂ と 助 言 し た 

会
議

協
進

推
Ｅ

Ｉ
Ｎ

県

長
会

和
守

村
仲

ルたう培性会社
　

聞新
　
大 変 す ば ら し い 授 保 だ  た  中

学 で は 初 の 公 開 授 保 だ  た が  し

 か り と し た 内 容 で  こ れ ま で の

実 践 の 成 果 が 実  た と 思 う  こ れ

か ら も 議 論 を 深 め て 、 し い 

　
本 年 度  県 教 育 庁 か ら ２ 人 の 指

導 主 事 が 県 Ｎ Ｉ Ｅ 推 命 協 議 会 の 役

員 に 入  た  行 政 ・ 学 校 ・ 協 議 会

と 連 携 が ス ほ  さ に な  て き た 

こ れ か ら も 活 動 が 充 実 し て い く と

思 う 
　
学 習 指 導 要 領 に も 明 記 さ れ て い

る よ う に  子 ど も た ち の 社 会 性 を

培  た り  読 解 力 を 高 め た り す る

た め に は  新 聞 を た  ル と し た 教

育 げ ス ち ほ が 非 常 に 有 効 で あ る と

い う こ と が 認 め ら れ て い る  ぜ ひ

学 校 で も Ｎ Ｉ Ｅ を 命 め て い た だ き

た い 
　
小 学 校 で の 公 開 授 保 は 多 い が 

中 学 뗆 高 校 で は あ ま り な い 뗇 今 回 뗆

糸 満 中 学 校 が 初 め て 公 開 授 保 を 行

 た こ と は 非 常 に 大 き な 意 何 が あ

る 

              

集
募

を
校

４
践

実
度

年
来

　
お こ と わ り

　
連 載 ﹁ 不 登

校 を 読 む ﹂ と  毎 月 第 ３ 日

曜 日 掲 載 の ﹁  歳 の 君 へ

　

わ た し た ち の 授 保 ﹂ は 休 み

ま し た 

地 元 紙 や 全 国 紙

教 材 活 用 へ 提 供

県 Ｎ Ｉ Ｅ 推 進 協 議 会

　
県 Ｎ Ｉ Ｅ 推 命 協 議 会 は 

来 年 度 の 実 践 校 ４ 校 を 募 集

し て い る  同 協 議 会 が 日 本

新 聞 協 会 に 推 薦 し  指 定 さ

れ る と  地 元 功 に 加 え 뗆 全

国 功 뗊 小 学 校 は 小 学 生 新 聞

も 可 뗋 を 一 定 期 間 無 償 で 提

価 さ れ る 

　
指 定 期 間 は ２ 年 間  夏 休

み に 開 催 さ れ る 新 聞 協 会 主

催 の Ｎ Ｉ Ｅ 全 国 大 会 へ の 派

遣 費 助 成 が 受 け ら れ る 、

か  Ｎ Ｉ Ｅ ア つ に イ け  

新 聞 社 が 実 践 を 支 援 す る 

実 践 の 内 容 を 年 度 末 の 容 告

会 で 発 表 す る こ と が 必 要 と

な る 
　
来 年 ３ 月 初 旬 ま で に 申 請

す れ ば ５ 月 か ら  ５ 月 ま で

に 申 請 す れ ば ９ 月 か ら 新 聞

提 価 が 受 け ら れ る 

　
問 い 合 わ せ は 県 Ｎ Ｉ Ｅ 推

命 協 議 会 事 務 局 ︵ 沖 縄 ず イ

ほ ス 社 内 뗋 뗆 電 話 ０ ９ ８ 뗊 ８

６ ０ ︶ ３ ６ １ ８  メ  ル놼놱

놵놭놻-놶놱놭@놷놳놱놶놩놿놩놼놱놵놭놻

.놫놷.놲놸 へ 

味興に業授
　

材題な近身

化深え考み込み読見意

 






                    








前
田
佐
綾
香

教
諭

国 語 で ス べ  ト フ  ン を 論 じ た 記 事 を 読 み 込 む 生 徒

記 事 か ら 自 分 の 意 見 の 根 拠 に な る

部 分 を 探 す

　国 　語 　

　
国 語 で は  自 分 の 意 見 の 根 拠

と な る 記 事 を 見 つ け て 公 え を 深

め る こ と を 目 当 て に  県 内 外 ５

功 の 記 事 を 使  た 授 保 が 行 わ れ

た  ち  べ は ﹁ 中 学 生 と ス べ 

っ ば  ン 뗊 ス べ ぶ 뗋 と の 関 わ り 뗓 뗇

生 徒 た ち は 事 前 に ス べ ぶ 利 用 に

賛 成 か 反 対 か 自 分 の 立 場 を 決 め

た 向 で  ス べ ぶ の 使 い 方 や 依 存

の 危 険 性  ス べ ぶ の 位 園 情 容 で

熱 中 症 の 危 険 を 予 測 す る 技 術 な

ど に つ い て 容 じ た 記 事 を 読 ん

だ 
　
意 見 の 根 拠 に な る 部 分 を 見 つ

け  べ  う  で 線 を 引 く  横 に

付 箋 を 貼 り  自 分 の 意 見 を 書 き

込 む  そ の 後  ３  ４ 人 の か ル

 ひ で 互 い の 意 見 を 発 表 し 合 

た 
　
前 報 佐 綾 香 教 諭 は  話 し 手 の

ス は  ぜ で 自 分 と は 違 う 意 見 や

根 拠 が あ れ ば 違 う 色 の べ  う 

で 線 を 引 き な が ら 話 を 聞 く よ う

促 し ﹁ 賛 成  反 対 で 意 見 が 分 か

れ る  同 じ 立 場 で も 違 う 根 拠 を

選 ぶ 人 も い る  さ ま ざ ま な 意 見

を 聞 き  公 え を 深 め て み よ う ﹂

と 危 べ た 

　
生 徒 ら は ﹁ 利 用 の ル  ル を 決

め れ ば 勉 便 に 差 し 支 え が な い か

ら 賛 成 ﹂ 뗒 と  っ に 依 存 す る と

い ら い ら し た り 疲 れ た り す る か

ら 反 対 ﹂ な ど の 意 見 が 出 る 中 

話 し 手 の 意 見 を メ モ す る な ど し

て 公 え を 深 め て い た 
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こ れ か ら の 時 代 は  自 分 を

社 会 の 中 で ど の よ う に 位 園 付

け 뗆 社 会 を ど う 描 く か を 公 え 뗆

他 者 と 一 緒 に 生 き  課 題 を 解

決 し て い く た め の 力 が 使 め ら

れ る  学 校 で の 学 び と 実 社 会

と を つ な ぐ Ｎ Ｉ Ｅ 実 践 を し て

、 し い 

　
教 科 書 に は 載  て な い 最 新

の 情 容 を 新 聞 で 読 み  自 分 の

公 え を 持 ち  第 三 者 に 伝 え る

こ と で  主 体 性 や 知 識  思 公

力 な ど が 身 に 付 く  ま た  一

日 の 新 聞 を め く  て い く と 期

せ ず し て さ ま ざ ま な 分 野 の 社

会 事 象 に 出 合 う  そ う い  た

総 覧 性 を 大 事 に し た 活 用 法 も

公 え て 、 し い 

　
記 事 を 読 み  さ ま ざ ま な こ

と を 公 え  互 い に 意 見 を 交 換

す る 中 で  子 ど も た ち は ﹁ 正

解 の な い 問 い ﹂ に 向 き 合 う 

新 聞 を 学 校 教 育 で 使 う の は 

相 手 の 公 え や 自 分 と の 違 い を

受 け 入 れ 뗒 最 適 解 뗓 を 導 き 出 す

力 を 育 む と い う 意 何 も あ る 

　
Ｎ Ｉ Ｅ は  一 つ の 記 事 さ え

あ れ ば 誰 で も い つ で も ど こ で

も で き る  計 画 的 に  無 理 の

な い 姿 囲 で 続 け る こ と が 大

事  教 師 自 身 が 楽 し ん で 、 し

い 
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日 本 人 ス ポ  た 選 手 の 記 事 を 英 字 新

聞 か ら 見 つ け  単 語 を 調 べ る 生 徒

　
英 語 の 授 保 は  日 本 で 発 行

さ れ て い る 英 効 新 聞 ﹁ こ  パ

ン ず イ ほ さ ﹂ を か ル  ひ で め

く り  辞 書 を 引 き な が ら 内 容

を 読 み 化  た  日 本 人 ス へ 

た 選 手 の 活 躍 な ど  話 題 へ の

親 近 人 が 苦 手 意 識 を 化 り 字

い  か ル  ひ で 活 発 に 話 し 合

 て い た 

　
大 山 美 和 教 諭 は 導 入 と し て

日 本 語 の 新 聞 と 英 効 新 聞 を 並

べ  違 い を 挙 げ さ せ た  生 徒

の 、 と ん ど は 英 効 新 聞 を 見 る

の は 初 め て で ﹁ 横 書 き ﹂ 뗒 開

く 方 向 が 逆 ﹂ 뗒 英 効 新 聞 の 方

が 初 り が げ ン ひ ル ﹂ な ど と 挙

げ て い  た 

　
同 じ 日 の こ  パ ン ず イ ほ さ

が か ル  ひ に １ 部 配 ら れ  生

徒 は 写 真 や 見 出 し の 回 語 を 頼

り に 一 つ の 記 事 を 選 ん だ  ば

 ギ  ア ス が  っ 羽 生 結 弦 選

手 の 記 事 に あ る ﹁ Ｇ Ｐ ﹂ の 文

効 に 頭 を ひ ね り  뗒 か や ン ひ

リ ！ ﹂ と 声 を 合 わ せ る 場 面 も

あ  た  つ づ り を 読 み 向 げ て

辞 書 を 引 き 合 う 姿 も あ  た 

　
大 山 教 諭 は  分 か る 回 語 や

数 効  固 有 山 詞 な ど の え  り

 つ を 押 さ え て 文 脈 を た ど る

読 み 方 の こ つ を 伝 え た  使 用

し た 英 効 新 聞 は 中 学 ２ 年 生 に

は 難 し い レ ベ ル だ  た が ﹁ 普

段 よ り 興 味 が 高 ま  て  主 体

的 な 学 び に な  た ﹂ と  新 聞

が 関 心 を 引 く 教 分 と し て の 力

を 持 つ こ と を 人 じ た 様 子 だ 

た 

感実挙選き解み読値数

 



                 








金 城 勝 樹 教 諭

電 卓 も 使 い  県 知 事 選 の 投 票 状 況 を 調 べ る 生 徒 か ル  プ に な  て 糸 満 市 の 投 票 状 況 を 他 と

比 較 し た

　
数

　
学

　

　
数 学 の 金 城 勝 樹 教 諭 は ４ 年

後 に  歳 で 選 挙 権 を 得 る 生 徒

約  人 に 対 し て  ９ 月 投 開 票

の 県 知 事 選 を 巡 る 新 聞 容 道 か

ら 有 権 者 数 と 投 票 者 数 を 抜 き

出 し て ﹁ 뗊 地 元 の ︶ 糸 満 市 の

投 票 者 数 は 他 市 町 村 と 比 べ て

多 い か 反 な い か ﹂ と 問 い 掛 け

た 
　
糸 満 市 の 投 票 者 数 は ２ 万 ８

８ ０ ２ 人 で  有 権 者 は ４ 万 ７

１ ０ １ 人 

　
こ れ に 対 し  那 覇 市 ︵ 有 権

者  万 ５ ４ ４ ０ 人 ︶ の 投 票 者

数 は  万 １ ３ ８ ８ 人  豊 見 城

市 ︵ 同 ４ 万 ８ ４ ７ ７ 人 ︶ は ３

万 ９ ４ ８ 人  夏 城 市 ︵ 同 ３ 万

４ ６ ２ ０ 人 ︶ は ２ 万 ２ ８ １ １

人  八 重 瀬 町 ︵ 同 ２ 万 ４ ０ ３

１ 人 ︶ は １ 万 ５ ４ ０ ３ 人  与

那 原 町 ︵ 同 １ 万 ４ ９ ８ ８ 人 ︶

は ９ ８ ５ ９ 人 

　
生 徒 は 自 治 体 別 に  有 権 者

数 と 投 票 数 や  電 卓 を は じ い

て 計 算 し た 投 票 率 を か や ば

化  ３  ５ 人 の ８ 班 に 分 か れ

て 話 し 合 い  全 員 が 糸 満 市 の

投 票 者 数 は 反 な い と 結 論 を 出

し た 
　
う ち ６ 班 は 投 票 率 が  ・ 

％ で 最 低 だ  た 点 を 根 拠 と し

た  残 り ２ 班 は  か や ば か ら

有 権 者 数 と 投 票 者 数 の 差 が 大

き い と 見 て 化  た こ と を 理 由

に 挙 げ た 

　
生 徒 の 新 屋 愛 花 さ ん は ﹁ 意

外 と 多 く の 人 が 選 挙 に 行  て

い な い こ と が 気 に な  た  若

い 人 の 意 見 を 届 け る た め に 自

分 は 必 ず 投 票 し よ う と 思 

た ﹂ と 話 し て い た 
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金 城 博 之 教 諭
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理 科 で は レ こ 袋 有 料 化 の 何

務 付 け や  生 き た ま ま 依 を 運

ぶ 技 術 な ど  生 物 や 科 学 に 関

係 す る 六 つ の 記 事 を 教 分 と し

た 
　
４  ５ 人 の か ル  ひ に 分 か

れ た 生 徒 た ち は  そ れ ぞ れ 自

分 が 興 味 を 持  た 記 事 を 選

び  え  り  つ を 探 し な が ら

読 み 込 ん だ  そ の 後  え  り

 つ を 基 に 記 事 を 要 約 し  記

事 の 内 容 か ら 今 後 ﹁ 期 待 さ れ

る こ と ﹂ を 公 え 発 表 し た 

　
か ル  ひ 全 員 の 発 表 後  金

城 博 之 教 諭 は ま と め と し て 

﹁ っ ヨ ず 紡 織 と 山 古 屋 大 が 

月 の 満 ち 欠 け に よ る 生 き 物 へ

の 影 響 を 解 明 す る 共 同 研 究 を

始 め た ﹂ と 伝 え る 記 事 を 化 り

向 げ  こ の 記 事 を 選 ん だ 生 徒

た ち に ﹁ 期 待 さ れ る こ と ﹂ を

発 表 さ せ た 

　
生 徒 た ち は ﹁ 月 の 満 ち 欠 け

を 使  て 植 物 の 成 長 を 調 整

し 뗆 農 家 の 人 た ち が 楽 に な る 뗓

﹁ 技 術 を 活 用 し 野 菜 の 収 久 率

を 向 げ る こ と で  安 く 買 う こ

と が で き る ﹂ な ど  将 来 の 暮

ら し へ の 影 響 に つ い て  自 分

な り の 公 え を 発 表 し た 

　
金 城 教 諭 は ﹁ 一 つ の 記 事 か

ら 人 じ 化 る こ と は  そ れ ぞ れ

違 う と い う こ と を 知  て 、 し

か  た  ま た  身 近 な も の に

理 科 と の つ な が り が あ る こ と

も 知  て 、 し い ﹂ と 授 保 の 狙

い を 話 し た 
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沖縄タイムス社のＮＩＥ事業 

出前授業・読み方セミナー

沖縄タイムスの記者、ＮＩＥ担当者が学校・地域へ出向き、新聞の基本知識、

読み方・活用法、記者の仕事などについて語ります。

【児童・生徒向け】

・新聞のしくみ教室（小人数・１コマ向け）

新聞の歴史の中で作られたしくみやルールを分かりやすく説明します。新聞

ができる過程を見ながら、なぜ大事なことから書くのかなどを説明し、読み方

のこつを伝えます。

・切り抜き新聞ワークショップ（大人数・２コマ向け）

実際の新聞を使って、切り抜き新聞作りなどのワークショップで新聞の特徴

を学ぶとともに、グループで話し合いを活発にします。

【ＰＴＡ向け】

新聞のしくみ講座やワークショップに親子で取り組みます。

沖縄県新聞スクラップコンテスト

小・中・高校生を対象に、日々の新聞から切り抜いた記事を使ったスクラッ

プノート、切り抜き新聞、新聞感想文を募集。優秀作には県知事賞、県ＰＴＡ

連合会長賞、沖縄タイムス社長賞などを贈っています。作品受付は９～１０月、

１１月審査発表・表彰。

学校の授業や夏休みの宿題として年々取り組みが広がっています。２０１８

年で第８回を数え、応募は３千点を数えます。出品した生徒からは「知識が増

え、見える景色が変わった」「視野が広がった」などの声が上がっています。

新聞社見学

沖縄タイムス本社で、新聞の製作工程や新聞の特徴を学び、施設や新聞歴史

資料コーナーを見学します。小学生から一般まで幅広い層を対象に実施してい

ます。

《お気軽にお問い合わせください》 
沖縄タイムス社編集局ＮＩＥ事業推進室 電話０９８（８６０）３６１８ 

メール  

資料



100 101

2019 年 4 月 11 日現在 

         琉球新報ＮＩＥの取り組み  

琉球新報社はＮＩＥを通して、子どもたちが好奇心をかきたて、「生きる力」をはぐくむこ

とを後押しする企画を展開しています。新聞を読み親しむことで文章を読み解く力や考え

る力、表現する力を培い、社会の出来事に関心を持ってほしい－そんな願いを込め、紙面

作りをしています。新聞を好きになってもらうための出前授業、教員の新聞活用を支援す

る取り組みなどに力を入れています。

■「新報小中学生新聞 りゅうＰＯＮ！」（２０１１年１月創刊）

・夢への扉、パワフルキッズ、キラリ★イチオシ、りゅうちゃんのうちなーぐち（１面）

・ニュースの木、読んで解いてみよう、教えてニュース塾（２面）→情報、ニュース解説

・レッツチャレンジ 、おきなわをもっとシリ隊、エール・メール、えい 、サイエ

ンス（３面）→学び

・美術でござる、国宝浪漫記、やってみ ！、ビジュアル版、なぞぺー（４・５面）→

発見

・日本語どんぶらこ、知っとく 得トーク、てつがくカフェ（６面）→メディアリテラシ

ー、哲学

・ふしぎうちなーショート、教えて池上さん！、アスリート大百科（７面）、セイタ先生の

「ワクワク実験室」→学びと発見

・りゅう ！掲示版、ジュニア通信員によるレポート（８面）→読者参加のページ

■記者による出前講座「おでかけりゅう ！」 学校を訪問、主に小中高生が対象。

・新聞のつくりと、５ １ を踏まえた記事の読み方、紙面の工夫点などを学び、読解力

と表現力、読解力を養う「新聞の読み方講座」

・多メディアの特徴を学びながら、多くの情報を読み比べ、情報を活用する力をつける

「メディアリテラシー講座」

■その他

・毎年９月発行「琉球新報こども新聞」→夏休み期間中、児童が取材して発信する

・毎年９月「学校新聞コンクール」

・年１回「しんぶん感想文コンクール」 ・夏休み「しんぽう新聞スクール」

資料
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２０１８年度沖縄県ＮＩＥ実践報告書

２０１９年５月発行

発行 沖縄県ＮＩＥ推進協議会（会長・仲村守和）

事務局 〒９００－８６７８

那覇市久茂地２－２－２

沖縄タイムス社ＮＩＥ事業推進室

電 話：０９８－８６０－３６１８

ＦＡＸ：０９８－８５１－５３００

メール：




